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第一話　やじうまの回






「十と勝かちちゃん、うちだってモテるんだからね。男の人に誘われたりすんだからね」




　目の前にいる丹たん下げのその声を、頭のどこか遠くで聞いていた。

　夏休み中。学祭準備のための登校初日。

　千ち恵え里り高等学校の正面玄関とロビーの間には、おれと丹下と三十人を超えるやじうまと……そして、やつがいた。

　丹下の隣、東ひがし神楽かぐら先輩と呼ばれている男。

　優しげな感じのちょっとタレ目。猫みたいなクセっ毛。女のように細い顎あご。右目の端にある泣きボクロ。

　おれはこのイケメンとは、思いっきり初対面だ。

　でも、この顔を見たことがあった。

　真夜中の公園。留る萌もいと千ち歳とせが頭の中で再会した夏の夜。

　留萌が、通り魔に襲われた時の記憶を呼び起こして描いた似顔絵の男に、そっくりなんだ。

　おれは東ひがし神楽かぐらの顔から目が離せねえ。

　東神楽は虫すらも殺したことねえような涼しげな笑みを浮かべたままだ。

　……他人のそら似か？

　いやいや、似てんのは全体的な印象や雰囲気だけじゃない。

　ホクロの位置までぴったり一致してるんだ。

　たまたま通り魔のそっくりさんが、たまたま通り魔の標的になってる千ち歳とせの友達である丹たん下げの隣にいるってか？

　そんな偶然は、ちょっと考えられねえ。

　この東神楽が通り魔だとして、丹下とはもう知りあいになってるってことなんだよな。

　ってか、丹下はいつ出で逢あったんだ？

　丹下の知りあいにこんな男がいたなんて知らねえ。

　今現在千歳を狙ねらってる通り魔かもしれねえ東神楽。何も知らない丹下。通り魔の正体を捜し始めていたおれ。恋愛スキャンダルの目撃者になった気分でいるやじうまの連中。

　いったい、これはどういう状況なんだよ！

　東神楽は爽さわやかな笑顔のまま、丹下に訊きいた。

「丹下さん。じゃあ、どこ行こうか」

　丹下がチラッとおれを見る。いじらしい瞳ひとみが発する恨めしい視線だった。丹下の表情は思案顔になる。行き先でも考えてんだろうか。

　……この展開は、まずいな。

　丹下を通り魔かもしれねえやつと二人っきりで帰すわけにはいかねえ。

　どうすりゃいい？

　当たり前だが「そいつは通り魔かもしれない」なんて、東神楽の前で丹下に言うわけにはいかねえ。

　やつが本当に通り魔なら、こっちが変に警戒してる態度は見せられねえ。

　今にも東神楽と帰っちまいそうな丹下を食い止めるべく、見切り発車で声をかけた。

「なあ丹下」

　自然に。自然に。そう心掛けたのに、声はバカみたいに真剣な音になっちまった。

　通り魔の疑いをかけてると東神楽に思われず、丹下をやつと一緒に帰さねえ方法。

　……一つだけ浮かんだ。

「お願いがあるんだ」

　東神楽個人に対してじゃなく、丹下と一緒に帰る男に対しての言葉にすれば、自分が特別に警戒されてるとは思わねえだろう。

　通り魔はこれまで全く尻尾しつぽも出してねえ。警察にも全然怪しまれてねえ。

　初対面なのに自分を疑ってるやつがいるなんて、ハナから思わねえだろ。

「お願いってナニ？」

　こっからはやじうまの期待通り恋愛の修羅場のフリをすればいい。おれはヤキモチ焼きのピエロ役。

　丹たん下げに大まじめな顔で言った。

「……おれ以外の男とは一緒に帰らないでくれないか」

　外野がざわつきだす。いいぞ。やじうまのざわざわはこの場を安い昼ドラの舞台に変えるＳＥだ。

「え、ナニゆってんの？」

「言葉通りの意味だ。丹下におれ以外の男と一緒に帰ってほしくねえんだ」

「え。で、でも十と勝かちちゃんが好きなのは、キララなんでしょ。うちが誰だれと一緒に帰ったって、うちの勝手じゃん」

　馬ば鹿かヤロー。だからってよりにもよって、通り魔と一緒に帰るやつがいるかよ。

　おれは必死だ。丹下が危ない目に遭わないで済むなら、なんだってする。

　おれは丹下の細い両肩を掴つかむ。丹下の大きな瞳ひとみが驚いたように見開かれた。




「おれは千ち歳とせが好きだ。でも丹下も好きなんだ！」




　……おそらく、すげえことを言っちまった。

　でも嘘うそじゃねえんだ。

　おれは千歳も丹下も好きだ。一緒に下校するのはでたらめに楽しい。なににも代え難い日々の宝もんだ。まあ、やじうまには、二ふた股また宣言だと思われちまいそうだけど。

　留る萌もいのこと。通り魔のこと。

　丹下には話せないことばかりでフラストレーションが溜たまってた。おれは熱い思いが止められねえ。

「おれはよ。千歳も丹下も、ついでにさきっぽも、おれの女だと思ってんだ。他の男には手を出させねえ！」

　他の男には手を出させねえ。他の男に傷つけさせたりはしねえ。

　おれの大切な下校仲間を、誰にも傷つけさせたりはしねえ。

　丹下の両肩に手を置いたまま、おれ達は見つめあってる。丹下の顔には、非難も怪け訝げんもなかった。おれの考えてることを汲くみ取とろうとするただただ優しいまなざし。やじうまのＳＥがＯＮ。外野は俄が然ぜん騒然となる。

「勝ち越しさんムチャクチャだよ。頼むから休場してくれ！」

　どこかから男子の絶叫が聞こえた。

　おれは不意に東ひがし神楽かぐらの顔を見た。

　そこにあった東神楽の表情は……苦笑。爽さわやかな笑顔の中に、確かに呆れが混じってる。

　狙ねらい通りだ。

　とんでもない恋愛のゴタゴタに巻き込まれたとでも思ってるんだろう。

　やじうまに注目されて、恥ずかしいと思ってくれればいい。関わりあいになりたくないと思ってくれればいい。おれのことを馬ば鹿かな男だと思ってくれればいい。

　そうすれば、東ひがし神楽かぐらは自分が通り魔だとおれに疑われてるなんて考えもしないはずだ。誰だれにも見破られたことのない自分の正体が、馬鹿だと見下してる相手にバレてるとは思わねえだろうからな。

　あとは、丹たん下げが東神楽と帰るのを断ってくれるか、この場にいるのが居たたまれなくなった東神楽が一人で帰ってくれれば、万事解決だ。

　おれは、丹下や東神楽の次の言動を待った。

　だが、ここで予想外の伏兵登場。

　やじうまの輪から女子の一団がやってきた。

　おれは丹下の肩に置いた手を離した。女子の一人がＳＰのようにおれと丹下の間に立つ。別の女子が丹下の両肩に手を置いて、叫ぶように言った。

「まりも目を覚まして！　そいつは女の敵よ。公然と二ふた股また三み股またかけようとする外道よ」

　どこに女の敵の外道がいるんだろ。やじうまの女子達のおれへの視線がでたらめに厳しい。「そいつ」と言うのは、どうやらおれのことのようだ。

　女の敵は、女子ばかりを襲う通り魔の野郎だと言ってやりたいのを堪えた。丹下の周りを囲む女子の一団から声が上がる。

「勝ち越しなんて放っておいて、早く東神楽先輩と帰ったほうがいいよ」

　なんてこと言うんだ。

　東神楽と帰さねえために、おれは必死になってるっていうのに。

　肝心の丹下は女子の輪を抜けて、おれの前にやってきた。

「十と勝かちちゃん……ホントにうちのコト好きなの？」

「……」

　答えるまでの刹せつ那なの沈黙。

　わかっている。丹下は恋愛の対象として「好きなの？」って訊きいてきてる。……その答えは自分の中にまだ用意できてない。でも長考してる場合じゃない。

　おれはお気楽な鈍感のふりで頷うなずいてみせる。全ては丹下を東神楽と帰さないためだ。

「ああ。おれは丹下のことを大切に思ってる」

　胸がチクリと痛んだ。

　ごまかすような言葉は、嘘うそによく似たずるい言葉だ。大切に思ってるっていうのは、千回の頷きにも勝る真実の言葉だけど。

「十勝ちゃんがうちのコトを想ってくれてるんなら……十勝ちゃんのお願いはなんでも叶かなえてあげたい。うちは十勝ちゃん以外の男の子と一緒に帰らないほうがいいんだよね？」

　おれは顎あごで鎖骨を強打するように思いっきり頷いた。これで丹下は東神楽と帰るのをやめる。

「おうよ。おれ以外の男と一緒に帰ったってちっとも楽しくないぜ。丹下、おれ以外の男と二人っきりになるのは今日から禁止だ」

　おれのこの言い草に女子達は悲鳴を上げる。

　一方男共の反応は逆で、「勝ち越しさんすげー！」「超オラオラ系だ」「あんた何者なんだ、カッケーよ」と、なぜか好意的。「ただの二ふた股また野郎は大嫌いだが、そこまでいったらむしろ尊敬するぜ」なんて声を浴びせられる。そこまでいったら？　おれはどこまでいっちまったんだ。

「禁止命令、了解だよ。うち、丹たん下げまりもは今日を以て、十と勝かちちゃん以外の男とは二人っきりになんないよ。他の男なんて道ばたの石ころだから」

　やじうまから男子の声で悲鳴が上がる。「路ろ傍ぼうの石！」と叫ぶ誰だれか。「山やま本もと有ゆう三ぞうの小説か！」とツッコむ誰か。この場の説明はさっきからずっと一言で足りる。カオス。

「十勝ちゃん、パパには接近禁止命令出しておくから」

　一度も会ったことねえ丹下の親父おやじさんのことを思う。いきなり一人娘に拒絶される。おれのせいでおれの知らないところで悲しい思いをする人間を生み出したくない。

「丹下。親父さんとは仲良くしてくれ」

「わかったよ。禁止命令守るから……だからね」

　丹下の必死な視線が当てられる。この場にはこんなに生徒が集まってんのに、丹下の瞳ひとみにはさっきからおれしか映ってない。




「十勝ちゃんが、うちのコトを好きだっていう確かな証拠見せて」




「え、証拠？」

「見せてくれたら、うちはいつだって十勝ちゃんのいいなりになるから」

　丹下は真剣な顔でおれを見てる。触れたら壊れちまいそうだ。

　女子の一人が「勝ち越しなんかのいいなりになったら、あんなことやこんなことされちゃう」と悲鳴を上げ、男子の一人が「丹下ちゃんをいいなりにできる？　勝ち越しさんそれは一種のジャパニーズドリームですね！」と一人勝手に興奮する。

　みんな馬ば鹿かで想像力がある。「いいなり」って言葉にはいろんなイメージが湧わくみたいだ。想定外の丹下の提案におれはテンパった。

「それは好きだって言葉じゃダメですか」

　思わず敬語になる。

「十勝ちゃんを困らせてごめん。でも言葉じゃダメなの。行動で示してほしいよ」

　行動で示す？

　いったいなにをすりゃいいんだ。

　丹下は目をそらしたら負けってゲームをしてるみたいにおれをジーッと見つめたまま、東ひがし神楽かぐらは柔らかな笑顔を浮かべたまま、やじうまは立ち去る素そ振ぶりもなくおれ達を取り囲んだまま。

　どうやら今は、おれの次の言動への待ち時間のようだ。居心地はとびっきりよくねえ。

　なにもできないおれ。

　丹たん下げは、正面玄関の靴箱の棟をチラッと見やった。

「十と勝かちちゃん無理ゆってごめん。でも行動で示してくれたら、うちはどこぞの馬の骨なんかと一緒に帰んないから」

　どこぞの馬の骨呼ばわりされた東ひがし神楽かぐら。いきなり火の粉こが飛んできたのにやつは笑顔を崩さない。やつの表情筋はタフネスだ。

「丹下、焦っちゃいけねえぞ。すぐにおれの愛を行動で示してやるから」

　焦ってんのは、おれだった。

　好きだという証拠を示す行動。

　要はそれって、好きな人としたい行為、好きな人とじゃないとできない行為をすればいいんじゃねえか。……いったいそれはどんな行為だ？

　そして、おれは一つの愛情表現を思い出した。

　……おれは。

　増え続けるやじうま達の視線を浴びて、変に高揚してる。

　通り魔が丹下の隣にいることで混乱もしてる。

　大勢の前で丹下に愛の告白をされたり、ビンタ食らったり、全然冷静じゃいられない。

　頭は長なが風ぶ呂ろしたみたいに完全にのぼせてる。

　だから、思いついた愛情表現がどれだけ大胆な行為なのかさえも、結局、半分もわからなくなってた。うん？　半分もわからないってどういうことだろう。

　いやいや、とにかくよ。

　なによりも大事なのは丹下を東神楽と一緒に帰さねえってことだ。

　おれは決意を固めた。

　丹下までのたった三歩を歩み寄る。その顔はもう目の前だ。偶然や冗談では近づかないくらいそばに丹下の顔がある。

　おれは自分の唇を丹下の柔らかそうなほっぺたに、寄せた。

　究極的な愛情表現であるほっぺにチューが、成功する直前。

「え、え、十勝ちゃん？」

　おれの急接近に動揺した丹下が、おれの表情を見ようとしてか首を振る。そして。




　──キスをした。




　……。

　………。

　本年度開校三十周年を迎えた私立千ち恵え里り高等学校、本校舎の正面玄関及び正面玄関前ロビーの……時が止まった。

　丹たん下げの唇はぷにゅんとしてて、とても柔らかい感触なのに、おれの唇は火傷やけどのような強い刺激に襲われた。唇以外の皮膚感覚はシャットアウトしてる。鼻孔はほのかに甘い匂においを嗅かいだ。

　永遠に限りなく近い二秒間のあと唇を離す。でも熱と痺しびれは今も唇に感じてる。

　……え？

　っていうか、おれはナニやってんだ!?

　丹下のほっぺたに軽くチュってするつもりが、思いっきり唇にしちまった。

　丹下は真まっ赤かな顔をして、なにが起こったのかわからないって顔してる。

「す、すまん。好きだって証拠をさ、行動で示そうとしたつもりだったんだけど……」

　いつだって反応は当事者よりやじうまのほうが早かった。

　みんなでたらめな大騒ぎ。

　無理もねえ。

　生で誰だれかのキスシーンなんて見たことないんだろ。おれだってない。

　丹下はいまだ放心状態。ぼんやりとした視線を廊下に落としたまま、無造作に指で自分の唇をなぞってる。
















　やじうまの中の誰かが、懐かしのキテレツ大百科のＥＤ曲「はじめてのチュウ」を地味に上う手まい歌唱力で歌いだし、丹下のことを陰ながら想っていたんだろう何人かの男子は、あしたのジョーのラストシーンのように真っ白になってぐったりと座り込んだ。女子の誰かが、不意打ちでキスをしたおれを責めるように「民事訴訟！」と叫んでいる。「刑事告訴！」と叫んでる声もある。「丹たん下げさんは池いけ田だのことを好いてるんだから合意のもとだろ！」と、見ず知らずの誰だれかがおれを擁護しだす。なんなんだ、ここは。

　穴があったら飛び込みたい。

　穴がなくても、そこが柔らかい土壌なら掘削作業で大穴を穿うがち、やはり飛び込みたい。

　そんな心境のおれの耳に、「ははっ」と爽さわやかな笑い声が届いた。

　誰だ、暢のん気きに笑ってるやつはよ。

　東ひがし神楽かぐらだった。

「どうやら僕はこの場には不要なようだね」

　やつはその問いかけを丹下にしたんじゃない。やじうまの誰かにしたんじゃない。おれにしてきた。

　こっから、おれとやつの初めての会話になるんだな。

　おれはあくまで、愚かなヤキモチ焼きで気が多い男を演じるだけだ。難しいことじゃない。通り魔を警戒してる男とは真逆の行動を取ればいいだけだ。

「ん？　えっと、そういえばおたくどちらさん？」

　おれは今初めてやつの存在を気にしたって反応。東神楽は綺き麗れいな顔に微笑を浮かべる。どこまでも顔から笑みの形が消えないやつ。

「やあ十と勝かち君。自己紹介が遅れたね、僕は東神楽当とう麻ま。二年生に転入してきたんだ。今日が初登校なんだよ」

　やつはおれの名前を知ってる。丹下がおれを呼んでたんだから別におかしくはねえ。名前を覚えられたくない相手だけどな。

「ようこそ千ち恵え里り高へ。で、先輩さんよ。アンタはおれらに関係ねえな。どうぞ帰ってくれていいぜ」

「ははっ」

　失礼な後輩も笑って受け流す。表情からは感情の上辺だけがちょろっと見えるだけだ。

「先輩さんはイケメンだね。女にモテそうだ」

　おれはやつの顔をよく観察したまま続けた。やつを試す。

「でもよ、おれだってモテるんだぜ。このあと千ち歳とせって子と合流するんだけど、その子もこの丹下に負けず劣らず超可愛かわいいんだぜ」

　後輩に面と向かって帰れって言われても崩れなかった東神楽の笑顔が、千歳の名を聞いたタイミングで崩れた。確かに不快の色が現れたんだ。それでも東神楽の表情は次の瞬間には笑顔に戻った。やつの表情のデフォルトはスマイルだ。

　東神楽は今日初登校だと言ってた。

　それなのに、もう千歳のことを知ってるような反応だった。本当にわずかな反応だったけど、おれは注意深くやつの顔を見てたからわかるんだ。

　やっぱり、こいつが通り魔なのか。

「十と勝かち君、君はおもしろい人だね。僕とは正反対だ」

　褒ほめられた気は全然しねえ。おれは言葉を深く受け止めたりしない。間抜けの役を続けるだけだ。

　おれは東ひがし神楽かぐらを綺き麗れいに無視して、丹たん下げに向き直る。

「なあ丹下、今日はおれと帰るよな」

　キスの衝撃から抜け出せてない丹下は、赤らめた顔のまま、

「ねえ十勝ちゃん。うちね、十勝ちゃんとキスしたんだよ。えへへ、羨うらやましいでしょ」

「おいおい丹下大丈夫かよ。誰だれになんの自慢してんだよ」

「あ。うち、リップクリーム塗れてなかったよ。唇カサカサとかじゃなかった？」

　やじうまの前で唇の感想を発表するのは正気じゃない。でも丹下は真剣な顔でおれを見てる。おれは小声で答えた。

「うるうるで、ぷにゅんとしてたよ」

　耳のいいやじうまの一人が「大スクープだ。まりもちゃんの唇はうるうるでぷにゅんだぞぉ」と叫んだ。やつは確か新聞部のやつだ。学校新聞に女生徒の唇の感触が記事になったりしねえよな？

「あはっ。……うるうる、よかった」と、丹下はとろけたような笑顔を見せる。頭の弱い子になってる。

「じゃあ十勝ちゃん、一緒に帰ろ」

「お、おう」

　そうだ。そもそもその言葉を聞きたくて、丹下に問いかけたんだった。

　丹下の言葉を聞いて東神楽は、

「丹下さん、ではまた」と、爽さわやかに一礼した。

　でも、丹下の視界に東神楽は直前まで全く入っていなかったんだろう。

　丹下は「あっ」という顔をする。

「先輩こんにちは。また会いましたね」

　一瞬「？」のあと、意味がわかった。

　なんてこった。丹下はここしばらく東神楽の存在を完全に認識してなかったのだ。だから、また正面玄関前ロビーに東神楽が来たと思ったのだろう。

　そのことを東神楽も察したようだ。可哀かわい想そうに。微苦笑を浮かべて、靴箱の棟に歩いていく。

　よっしゃ。

　丹下と東神楽を一緒に帰すのを回避したぞ！

　玄関で外靴に履き替えていく東神楽の背中に、やじうまにいた一年生の女子が三人ほど近づいていく。

　積極的な女子達が、一緒に帰りませんか？　的なコトを東神楽に言ったんだと思う。東神楽は笑顔で頷うなずいて、女子達はその場でピョンと跳ねるように喜んだ。あの女子達を東神楽と一緒に帰さないようにするのは、無理そうだ。

　まあ、東ひがし神楽かぐらが通り魔でもいきなり女子三人に襲いかかったりはしねえだろう。例の通り魔の犯行は衝動的なものじゃなく、計画的だしな。

　それだけに、転入初日に千ち歳とせの友達の丹たん下げとすでに知りあいになってんのは、やつの計画的犯行の助走に思える。

　ただ、今のおれは東神楽の思惑をじっくり考え込んでいられる状況じゃなかった。

　東神楽がいなくなったとはいえ、危機を脱したわけじゃないのだ。

　おれと丹下の周りには、依然としてやじうまがいた。

　女子の一人が矢のような声で言った。

「まり姉、どうしてですか！」

　まり姉っていうのは、お昼の放送での丹下の愛称だ。

　生徒達の恋愛相談に乗ったり、街のイベントや美お味いしいお店を紹介したり。お昼の放送のＭＣまり姉は、我が校の人気者で有名人なんだ。

「どうしてって、なんのコト？」

　リスナーの問いかけにＭＣまり姉が目覚めたのか。キス以降ぼんやりとしていた丹下の顔が洗顔後のようにシャキッとする。

「そんな男と一緒に帰っちゃダメですよ！」

　その声が引き金になって、お昼の放送ヘビーリスナーのやじうまの声が次々とおれ達に浴びせられる。

「まり姉にそんな女ったらしは似合わない！」「まり姉には、いい恋愛をしてもらいたいの」「そんな男と付き合うんなら、私まり姉にもう恋愛相談できないよ」「勝ち越しごときに、恋愛相談のカリスマのまり姉は勿もつ体たいなさすぎよ」「ぼ、ぼくなら、まり姉さんを一途に想い続けられます。よ、よかったら、ぼくと一緒に帰りま──」

　丹下が、やじうまのざわめきを一いつ蹴しゆうするように叫んだ。

「みんな聞いて！」

　頭のいい犬が飼い主に「待て」と言われたみたいだ。やじうまは一気に黙った。

　丹下は選挙演説のように、やじうまの大衆に向かって言った。

「ねえ、みんな。似合わないとか勿体ないとかって気持ちを恋愛に持ち込んじゃダメ。いい恋愛しようだなんてしちゃダメ。

　この人になら、身も心もボロボロにされてもいいって思える人と恋愛すんの。

　うちはこの男になら騙だまされたっていいと思える人としか恋愛はしないから」

　教祖の託宣を受けた信者のように、やじうま達は丹下の言葉に聞き入って、皆なにかを理解したように深く頷うなずいている。

「私達が、まり姉の恋愛を邪魔しちゃいけないわ」

　どっかの誰だれかのその一言で、やじうま達はおれと丹下から離れ、それぞれ下校していく。一気に混雑する靴箱。

　中には、丹たん下げの言葉を曲解してるやつがチラホラ。

「身も心もボロボロになる恋愛しなきゃ」と、ドＭな発言をしてる女子。

「まり姉の身体からだをボロボロにする。くそー、勝ち越し羨うらやましすぎるぞ」という救えないアホまでいた。

　そんなやつらも下校していく。

　で、この場には、キスしたばかりの一組の男女だけが残った。




「あ、あのよ。丹下」

「ナ、ナニ。十と勝かちちゃん」

　見事にどもる二人だ。

　二人っきりになるとキスしたことを強く意識しちまう。やじうまの前でキスをしたのは、まだほんの十分前だ。

「ひとまずベンチに座るか」

　並んでベンチに座る。これでお互いの顔を見ながら話さなくて済む。丹下の唇を視界に入れるってのはよ、それはそれは恥ずかしいことなんだ。

　……。

　妙に落ち着かねえ空気がおれ達を取り巻いてる。なんとかしてえ。

　とりあえずキスとは関係ねえ話をするべきだ。おれが落ち着くことができて、おれが人に話して相手を愉ゆ快かいな気持ちにできるような話題……。

　下校の話しかねえな。

　よし、とっておきのエピソードを打ち明けるか。

「丹下はよく知ってると思うがよ。おれは通ってた小中学校の登下校が一分だった。小学ん時から下校に憧あこがれを持ったヤツだったわけよ」

　おれの横顔に当たる丹下の視線。おれがいきなりなんの話を始めたのかわかんねえんだろう。気にせず続けた。

「あれは小学五年の時だったな。みんなと同じように長い下校がしたくてよ、その日はすげえ遠回りして家に帰ることにしたんだ。

　でもよ、問題があったんだ。

　学校帰りにどんなに遠くまで寄り道しても、結局最後は当然のことながら自分の家に帰らなきゃならねえ。

　そして、忘れちゃいけねえ、おれんちは学校のすぐそばだ。

　長い寄り道の後半は、学校の方角に向かって歩かなきゃいけない。下校していく生徒とは正反対の進行方向を歩いていくわけだから、すれ違う級友には『学校に忘れ物？』なんて訊きかれちまう始末だ。下校気分は台無しだぜ。

　終わりの半分が、学校へ向かって歩かなきゃいけねえ寄り道なんて全然駄目だ。そんなのおれの求める下校じゃねえ。

　だからよ、小学生のおれは長い下校気分を満喫できるある画期的な方法を閃ひらめいたんだ」

　今、思い出しても当時のおれの下校愛溢あふれる行動に感服するぜ。

　満を持して発表した。

「開校記念日ってあるよな。自分の通ってる小学校だけが休みになる日だ。おれはよ、その日に市内の他の小学校に行ったんだ。

　同じ学年のやつらが下校し始めるだろう時間目がけて、目的の小学校の校門まで行った。下校していく生徒達と一緒におれも自分んちへと帰ったんだ。

　下校気分をしこたま満喫したぜ。それに誇らしかった。

　なにせ、今下校してるやつらの中で、一番遠くまで下校をするのはおれだからよ。そりゃそうだろ。こちとら学区外から来てるからな。へへっ。

　ってわけで、おれは毎年開校記念日は他校に赴いて下校すると心に決めたんだぜ！」

　丹たん下げが、「と、十と勝かちちゃん」となにやら困惑した声を出した。

「ナニきっかけでそんな話をし始めちゃったの？」

「丹下よ。今まで語られなかったおれの下校武勇伝の一つを伝えておこうと思ってな。下校武勇伝その二もすごいぞ。普通に歩いたら一分で家に着いちまうから、匍ほ匐ふく前進で下校するってやつなんだが──」

「チョット十勝ちゃん！」

「おお、なんだ。質問なら受け付けるぜ」

「うん、質問があるの」

「なんだ。ピンポンダッシュならしたことねえぞ。小学校とおれんちの間に民家はゼロだからな」

　やっぱり下校の話はいいな、気分が乗ってくる。丹下との間のぎこちない空気もなくなっちまった気がするぜ。

「このあとどうするの？　……キララが来るんだよね」

　おれと丹下が楽しく会話できたら、それで解決っていう問題じゃなかった。

　東ひがし神楽かぐらはおそらく通り魔だ。

　で、丹下は知りあいになっちまってる。

　丹下を、おれや千ち歳とせと一緒に下校しないように遠ざけたのは、通り魔に目をつけられないためだったが……知りあっちまったんなら、その防衛策はもう意味がねえ。

　通り魔だということを伝えないで、丹下が東神楽と今後も交流しちまうほうが危険だ。

　丹下を部外者にしておくことはできねえ。

「ああ、千歳と合流したいと思ってる。丹下も一緒にいてくれ」

「えっ、ヤバいよ。だってうち、キララに近づいちゃダメってゆわれてるんだよ」

「丹下は千歳に会いたくねえ感じなのか？」

「う、うちは、えっと……でも、キララはうちのコト嫌いだと思うから」

　隣で丹下が俯うつむいたのがわかった。

「丹たん下げは、千ち歳とせのことが嫌いになっちまったのか？」

　正面玄関前ロビーの奥。職員室直通階段のあたりを見ちまう。放課後、千歳はいつもあそこでおれ達を待っていた。嬉うれしそうな顔をして。

「……うちは最近キララのコトがよくわかんなくなっちゃって……キララがまるで別人のように思えるコトがあって」

　別人のようにじゃなくて、ほんとに別人だったんだ。

「どうしてそう思ったんだ？」

「うん。十と勝かちちゃんのクイズをしたときにね、うちら三人で十と勝かちちゃんに贈ったスニーカーのコトもキララは覚えてなかったんだよ。なんかチョット気味が悪いってゆーか」

　留る萌もいがそれを知らねえのはムリない。丹下が千歳に感じた気味の悪さは、留萌の存在を教えてあげれば綺き麗れいに払ふつ拭しよくできるはずだ。

「キララのコト不気味とかカンジちゃったけど。嫌いになんてなれなかったよ。

　うちの十勝ちゃんへの想いを『諦あきらめなよ、そんなむなしい片想い』とかゆわれて、すっごくムカついたけど……嫌いにはなれなかったよ」

　丹下が俯うつむいていた顔を上げた。おれは丹下の横顔を見た。うるうるでぷにゅんとした唇の端はキュッと上がって、それは小さな笑みの形だった。

「うちは、やっぱキララが好きなんだぁ。変だよね。うちはキララに嫌われてるのにさ」

「そっか。そっか。わかった」

　丹下が千歳に言われたと思ってる言葉の数々は、丹下を通り魔から遠ざけるためについた留萌の嘘うそ。

　千歳と合流するって言っただけで、聞き耳も持ってもらえずに丹下がどっかに行っちまうかもしれねえって心配もあった。

　でも、丹下は千歳を好きなままだ。誤解を解けば、丹下はすぐにでも千歳と仲直りできるんじゃねえか。なんて希望のある話だ。

「よし、今から千歳のクラスに迎えに行こう」

　おれはベンチから降りた。

「あ、うん。行ってらっしゃい。うちはやっぱ今日は帰ったほうがいいカンジかな？」

「なに言ってんだよ。丹下もくるんだよ」

「うちも？　ムリだよ。だって最近のキララってほんと別人みたいで、怖くて」

「安心しろ。別人みたいな千歳なんていねえよ。いつもの千歳と別人が一人いるだけだ」

「え、別人？　十勝ちゃんナニゆってんの？　ちょ、手引っ張んないで」

「行くぞ。丹下」

　丹下もベンチから降りる。

「もう強引なんだから。わかった行くよ。でもキララに会う前に確認したいコトがあるんだけど……」

「なんだよ」

「キララは十と勝かちちゃんの彼女で、夏祭りではキララとキスをしたんだよね」

　厳密には、おれは千ち歳とせと恋人同士のふりをしてて、夏祭りでおれにキスしてきたのは留る萌もいだ。

　留萌の正体を丹たん下げに伝えられれば、そこらへんの説明も一気にできるだろう。

「でも十勝ちゃんは、うちのコトも大切に思ってくれてて、キララと二人っきりで下校できるのに、うちとも一緒に帰ろうとしてるワケでしょ」

「ああ。それは間違っちゃいねえな」

「十勝ちゃん……ってコトは」

「ん？　ってコトは？」

　丹下の顔はデコメみたいに表情豊かだ。今は綺き麗れいに期待と疑問半々の顔をしてる。




「……うちってナニ？　うちも彼女ってコトでいいのかな？」




「え、あ、いや、それはだな」

「違うの？　……まさかだけど、うちってセカンドってコト？」

「あ、あの、それってなんのことだ？　二塁手って意味じゃないんだよな」

　この流れで野球の守備位置の話にはならねえだろう。丹下の顔はサスペンスドラマのクライマックスのヒロインみたいになってる。真剣そのものだ。

「……うちはね、十勝ちゃんがそれを望むなら、別にいいんだけど。彼女であるキララにはホント申し訳ないから、すごく悩んじゃうんだけど」

「なあ丹下。一度確認するがなんの話をしてるんだ」

　丹下の立ってる床だけ直下型地震にでも見舞われたんだろうか。丹下の細い身体からだが落ち着きなくわずかに揺れてる。

　気づけば、丹下の瞳ひとみは捨て猫みたいになってた。




「……うちが十勝ちゃんの二番目の彼女になるって話をしてるんだけど」




　おれの足元にも直下型の超巨大地震がやってきた。ザッツパニック。

「ど、どうしたんだよ。なんでも一番がいいっていう丹下らしくねえぞ」

「十勝ちゃん、うち気づいたんだ。恋愛はね、ナンバー１にならなくていいの、もともと特別なオンリーワンなの」

「花屋の店先に並んだいろんな花でも見たのか？　そんなのダメだ。ここは競争社会だ」

　ってか、勝負好きの丹下の競争本能を呼び覚ましてる場合でもないな。

「丹下には、このあと説明したいことが山ほどあるんだ。それを聞けばよ、丹下はセカンドとかじゃないってわかるさ。さ、千歳に会いに行くぞ」

「え、もしかしてうちってサードなの？　まさか、セカンドはさきっぽとか？」

　これが内野の守備位置の話だったら本当によかった。

　頭が痛くなってきたおれは丹たん下げを連れて、千ち歳とせのいる三組の教室に向かった。




　廊下から三組の教室を眺める。

　午後五時半。

　後片付けをしてるようだ。廊下で待っててもよかったけど、通り魔を見つけちまったかもしれねえんだ。いち早く伝えてえ。

　丹下は廊下の隅で不安そうな顔をしてる。これから千歳と会うのを緊張してるようだ。

　おれは教室の廊下側にいた男子に声を掛けた。

「なあ、すまんけど千歳呼んでもらえるかな」

　その男子は面倒臭そうな顔で振り返ったが、おれの顔を見ると、驚いたように「あ」の形に口を開けた。どうした？

　なにか合点がいったように頷うなずいた男子。そいつは千歳のもとまで呼びに行ってくれるんじゃなく、せわしなく動く生徒でいっぱいの教室に向かって、両手でメガホンを作った。

「千歳さーん、彼氏がお迎えにきたよー」

　直後おれは大規模のダルマさんが転んだを見た。

　リハーサルでもしてたかのように、教室の連中がピタッと動きを止めたんだ。みんなの視線は、綺き麗れいに二方向に分かれた。

　廊下にいるおれへの視線と、窓際にいる千歳への視線。

　みんなの半分の視線を追いかけたら、千歳がどこにいるかすぐわかった。

　いや、そんな視線を追っかけなくても、千歳の位置は速攻で見つけられたと思う。




　だって、千歳はどういうわけかメイドの格好をしていたから。




　教室の黒板の文字が目に入った。

【１－３　メイド喫茶】

　なるほど。

　千歳がメイドなわけか。千歳だけがメイドってことはねえだろうが、教室でメイド服を着てんのは千歳だけだった。

　千歳がスタスタとこっちにやってきてくれた。

「ご主人様……あ、間違った。十と勝かち様、こんにちは」

「それも間違ってっから。様を取ってくれ。いやいや、すっかりメイドだなぁ」

　白を基調にしたメイド服は泡立ちのいいボディスポンジみたいにあっちこっちがフリフリしてて、千歳の足が長すぎるせいか、スカートの裾すそはかなり膝ひざ上うえだった。要は見とれちまうって話だ。

「十勝よ。不似合いではないだろうか。秋葉原から訴えられたりしないだろうか」

「心配いらねえ、すげえ似合ってるよ。ってか秋葉原が訴えるって原告はいったい何だ」

　教室の連中は、後片付けに戻った様子だが、おれと千ち歳とせのやりとりを気にしまくってるのがバレバレだった。本日二度目のやじうまの注目の的。なんて日だよ、全く。

　ここじゃ通り魔の話題なんてできねえ。おれは言った。

「なあ千歳。後片付けの最中すまねえが、ちょっといいか」

　千歳が返事をする前に、千歳のそばにいたおばちゃんみたいな女子が「誰だれも愛し合う二人の邪魔をするなんて野や暮ぼなことはしませんよ」と、おばちゃんみたいなことを言って、千歳の背中をポンと押した。

「千歳ちゃん行ってらっしゃい。後片付けなんてもうほとんど残ってないから」

「委員長すみません。お願いします」

　千歳が深々とお辞儀をする。おばちゃんみたいな女子は委員長だったようだ。確かに人望は厚そうだ。

「じゃあ千歳、ひとまずあっち行こうか」

　廊下の突き当たり、非常階段の扉の前を指した。廊下の端の一組はもう下校してる。あそこなら静かに話せそうだ。

　歩き出してすぐ。千歳は、「はぅ！」とわけわかんない奇声を上げた。

　原因は、廊下の隅に丹たん下げの姿を確認したからだ。

　丹下は「キララ」と言って、歩み出た。
















「近づいちゃダメってゆわれてたのに。十と勝かちちゃんにもキララにも近づいてごめん」

　丹たん下げの声は上擦っていて硬かった。千ち歳とせに話しかけるのに緊張してる丹下なんて見たくねえな。早く事情を説明しちまおう。

　とりあえずおれは非常階段の前まで行ったら、まず千歳に話そうと思ってた。

　丹下は通り魔と接触しちまってる。だから、もう留る萌もいのことを隠す必要はなくなった。丹下を遠ざける必要はなくなったんだと。

　でも。

　千歳は残念ながら非常にマジメな子であった。

　丹下の前ではおれと恋人同士のふりをして、丹下がおれ達に不意に近づいてきたら遠ざけるように振る舞うと打ち合わせしていた。ちなみに今まで丹下に対して、悪役を演じたのは千歳の中にいた留萌だ。

　よって千歳は、丹下を遠ざけるべく、初めての演技をしだした。

「ま、まりもの女郎よ。こんなとこでなにを油売ってんだい。わ、わたしゃ、お前さんのツラを見るだけで、胸くそが悪うございますですよ。覚えてやがれ、コンチクショー」

「悪役が独特！　しかも最後捨て台詞ぜりふだし」

　なにを参考にした悪役の結果なんだよ。……うーん、時代劇かな？

「と、十勝よ。悪役と言ってはダメではないか。わたしは悪そのものなのだ」

　丹下はポカンとしてる。悪口を言われたって気はしてねえようだ。

「……キ、キララ、いつにも増してユニークだけど、どしたの？」

「ちょ、気安く話しかけないでくんない。まりもとかウザウザチョベリバなんすけど」

　千歳史上、最も千歳らしくない言葉。おれまでポカンとしちまう。

「おいおい、悪役の引き出しどうなってんだよ。それとなんかすげえ死語言ったよな」

　言葉ってのは言い方が大事なんだ。

　千歳の声には、いっさいの拒絶も嫌悪もない。無理してる感だけ伝わる。丹下は様子がおかしな千歳をおもしろがってる。千歳は別の引き出しを開けたようだ。

「わたしは、まりもなんかと一緒にいたいわけじゃないんだからね！」

「ツンデレなの!?　えっと、キララってメイド服を着ると自分を見失っちゃうとか」

「おい丹下。いくら千歳が性格的にビックリ人間でも、そんな不可思議な属性はねえよ」

「と、十勝よ。いつからだ、いつからわたしをビックリ人間だと認識しているんだ？」

「アハッ。出で逢あったときからだよねー。キララって最初っから超個性的なカンジだし」

「個性的？　はて、わたしはあのとき全身タイツ姿だったろうか」

「なあ千歳。個性的って言葉の定義を一いつ旦たん見直そうか」

「わたしは、出逢ったときまりもを個性的な人だと思ったぞ。自己主張がしっかりできていて、とても可愛かわいい人だなぁって」

「えへっ、ありがと。でもキララだって可愛い人だよ」

「さきっぽも個性的な人だと思った。カメラというすごい特技を持っていて、一緒にいると元気になれる」

「それはキララだって同じだよ。うちはキララといると元気になれるんだから」

「お、まりもよ。嬉うれしいぞ、わたしもまりもといると元気になれるんだ」

「アハッ、キララったら照れるよ」

「ふふっ、そうだな。わたしも照れている」

「……ハートフルな空気で互いを褒ほめあってんなー。さあ、おれを褒めてくれていいぜ」

「「……」」

「長所が多すぎて、なかなか一つに決まらないってか。思いついたの全部言ってくれ」

「「……」」

「……なあ、無言って一番、人を傷つけると思うんだがどうよ」

「十と勝かちよ。わたしは十勝のいいところをいっぱい知ってるぞ。まりももそうだよな？」

「もちろんよ。うちだって、十勝ちゃんのいいところいっぱい知ってる」

「よかったな十勝。わたし達は十勝のいいところをいっぱい知ってるんだ」

「あれ、嬉しい気持ちになってたが、結局おれの長所ってなんも教えてもらってねえな」

「まりもよ、どうぞ十勝の長所を発表してあげてくれ」

「キララこそ、十勝ちゃんのいいところゆってあげて」

「いや、最初はまりもに譲るよ」

「いいって、初めはキララがいいなぁ」

「……なあ、そのおれの長所の発表のたらい回しやめてくれないか」

「あーあ、十勝ちゃんたら、乙女おとめ心がわかってないなぁ。バカなんだから」

「ん？　どういうことだ」

「うちは、十勝ちゃんの全てが好きだよって話」

「えっ。た、丹たん下げ」

「もう恥ずかしいコトゆわせないでよ。てか、彼女のキララの前でナニゆってんだろ」

「そ、そうだ。わたしは十勝の彼女なのだ。まりもの女郎よ、立ち去るがよろしい」

「えっと急に絡みにくい人になったけどなんなの？　キララ大丈夫？」

「あ、大丈夫といえば。十勝よ、ちょっと耳を貸してくれ。…………ごにょごにょ」

「ん、なんだって？　聞こえねえぞ」

「十勝よ、耳穴かっぽじってくれ。…………まりもと普通に話しているが大丈夫なのか？　打ち合わせ通りにしなくてはまずいよな」

「え、ナニナニ、打ち合わせ通りって？」

「千ち歳とせ、お前さては囁ささやき下べ手ただろ。ってか、丹下の目の前でいきなり耳打ちって無謀だ」

「すまん十勝。まりもよ、今のわたしの囁きの内容は今後聞かなかった体で頼む」

「そりゃ無理だろ。千歳いいんだよ。丹下を無理に遠ざける必要はなくなったんだ」

「急にどうしてそのような変更があったんだ？」

「千歳、ちょっと耳を貸せ」

「えー、十と勝かちちゃんとキララ二人して内緒話なの？　なんかヤダな」

「すまん、丹たん下げちょっと待ってくれ。…………千ち歳とせ、実はな、通り魔とおぼしきヤツが丹下に接触してきたんだ」

「ねえ十勝ちゃん、通り魔ってなんのコト？」

「十勝よ。そなたもなかなか囁ささやき下べ手ただな。耳打ちが駄だ々だ漏もれしてるではないか」




　千歳は更衣室に着替えに向かった。

　おれと丹下の行動はいつもの下校前と変わらない。正面玄関前ロビーで千歳を待つ。

　丹下と並んでベンチに座る。本日二回目。このロビーのベンチは、おれ達以外にも座るやつがいるんだろうか。どうでもいい疑問。

　丹下が「ぐすっ、ぐしゅ」と鼻を啜すすりだす。可愛かわいい女の子は鼻を啜る音まで、なんか可愛いよな。

　そんな暢のん気きなことを考えながら、丹下の顔を見て……。

　えっ。

　おれは驚いちまった。

　丹下の大きな瞳ひとみの端っこには、涙の粒が盛り上がっていたんだ。

「おう丹下、悔し涙か。自分のクラスでもメイド喫茶をすればよかったって思うよな」

「チョット、ナニ変な解釈してんの。そんな理由でうちは泣かないもん」

「じゃあ、どうして泣きそうになってんだ」

「よかったと思って……うち、今日は十勝ちゃんやキララと会うの怖かったんだ。会っても無視されちゃうかもとか、思ってたの」

　瞳の端で堪えていた涙の一滴が丹下の頬ほおを伝った。

　涙を見ても悲しい気分にはならねえ。涙は笑顔の頬を綺き麗れいに流れただけだから。

「十勝ちゃんやキララといつも通りってカンジで話せて嬉うれしかったよぉ。さきっぽがいないの残念だけど、今日三人で帰れるの嬉しくなっちゃう」

「ああ、おれも丹下と帰れて、嬉しいよ」

「えへへっ。十勝ちゃんのクセになんか二枚目のセリフだし。なんか照れるよ」

　丹下は鞄からタウン雑誌を取り出した。

　いつもの丹下の時間の使い方。丹下の膝ひざの上。開いた雑誌のページが目に入った。

『この夏絶対行きたい！　夏スイーツ特集』

　昔、おれ達は放課後のロビーで、気軽にスイーツの話をしていた。ほんと昔々の話のようだ。

「なあ、なんか行ってみたい店とかあるのか」

「え、お店？」

「この夏に食いたいスイーツの話だ。丹下が目をつけた店は、ハズレなしだからな」

　丹下は諦あきらめの混じった優しい微笑ほほえみを見せる。

　この頃ごろの丹たん下げはおれが初めて見る表情をよくしてみせる。そんな顔もするんだなと、その都度ドキッとさせられる。女の子は男なんかより、表情のレパートリーがきっと多いんだ。

「ううん。今のところないかな。変だなぁ、いつも次の学校帰りに行きたいお店の候補はあるのに」

　表情の種類が顔文字より乏しいおれは、間抜けな顔で丹下の隣に座ってるだけ。なんて言えばいい。

　丹下はなにか気づいたように「あっ」と漏らした。

「うちさ、四人でどこ行こうかなって考えると、自然に行きたい店が見つかってたんだ」

　丹下が言い終えたそのとき。

　リノリウムの廊下をけたたましい足音を立てて、こちらになにかが駆けてくる気配。

　なんだ？　陸上部が無茶な室内練習でも始めたか？

　足音にギョッとして、廊下を注視するおれと丹下。おれ達二人だけがいるロビーに駆けてきたのは……。

　千ち歳とせだった。

　タックルでもするような勢いで、おれの目前にやってきて、息を切らしたまま言った。

「見つかったって!?　いきなり見つかったって!?　と、と、通り魔がっ」

　どうやら千歳じゃなくて、留る萌もいのようだ。

「ああ、重要参考人発見だ。丹下はもう部外者じゃいられねえ。これから話しあおう」

　みんなで行きたいスイーツのお店は見つかってない。でも通り魔は見つかった。通り魔の問題をめでたしめでたしにすれば、おれ達は昔々のように、ロビーでスイーツの話をするだろうよ。そんな日々が帰ってくることをおれは夢見てる。




　更衣室で着替えてる間に、留萌の意識が千歳の中にやってきたようだ。

　留萌が自分の意識を飛ばして、相手の中に入れるのが一日三、四時間くらい。精神的に疲労するのを無視したら、もうちょっとはいけるらしい。

　今日は確実におれや千歳が学校から解放されてるだろう六時頃に、意識を飛ばしてきてもらう予定だった。

　ってなわけで、おれと丹下、そして留萌が合流。

　ああ、でも丹下からしてみれば、留萌は別人のような千歳に見えちまうだろうな。

　通り魔の話を丹下にするなら、まず第一に千歳の中に三みつ石いし留萌という存在がいると伝える必要がある。

　丹下は、三石留萌という子が千歳の中学時代に意識だけで会いにきていたって話はすでに千歳から聞いてはいる。

　学校を出てから、今まさに千歳の中から留萌が表に出てきていると丹下に告つげた。

　留萌が表に出ているとき、中にいる千歳の意識はないこと（眠っているような状態）。

　千ち歳とせが表に出て、留る萌もいが中にいるときは千歳が見たもの聞いたものを留萌は共有することができること。そういった説明もした。

　だが……、

「今のキララはキララじゃないとか。チョットその話ついてけないケド」

　すぐ信じるという具合にはならなかった。

　やっぱり留萌が意識だけを飛ばせるようになったきっかけの話を先にするべきだよな。でも、通り魔の話は留萌の長い悲しみと苦しみの話だ。その話を聞くときには丹たん下げには留萌の存在をすでに受け入れた状態でいてほしい。

　おれはどうやって丹下に留萌の存在を信じてもらおうかと思案してると、留萌が、

「あたしが、ちーちゃんじゃない、キララじゃない証拠見せてあげる」

　と、胸を張る。

　なにをする気だ？

　そして、おれにも使った奥の手を出した。




「あたしのおっぱいの先っちょピンクだよ。見てみる？」




「え、キララ。満を持して、ナニ恥ずかしいコトゆっちゃってんの？」

「どう？　千歳キララはこんなこと間違っても言わないでしょ」

「……」

「ねぇまりも、なぜそんな慈愛に満ちた目をあたしに向けるの？」

「十と勝かちちゃん。キララの鞄の中見てみて。注射器があったら没収してどっかに捨てて」

「証拠隠滅か。丹下、仲間思いなのはいいことだな。でも千歳は危ない薬はやってねえ」

「じゃあ、なんでキララは社会的に死ねちゃうようなコト突然ゆったの？　おかしいよ」

「だからそれはよ、丹下に留萌の存在を信じてもらうためだ」

「うっそ、そんなんで信じる人いるわけないじゃん」

　留萌は冷ややかな視線をおれに寄よ越こす。おれはさっきの留萌の言葉で、千歳じゃないと思っちまった口だ。だってよ、千歳が「おっぱいの先っちょピンク」だなんて言うわけねえよ。

「ねえキララ、そんな冗談やめなよ」

「冗談じゃねえんだ。おう丹下、なんかリクエストしてくれ。普段の千歳なら絶対しないようなこととか、言わないようなことを、この留萌ならやってくれるぜ」

「えー、だって、そんなのなんぼだって演じればできちゃうじゃん」

「おい、千歳がそんなに器用なことできるわけねえじゃねえか。あの千歳だぞ」

「ナニよ。キララって自分に自信がないだけで、実はいろいろできる子なんだよ」

「千歳に芝居なんて無理だ。できっこねえ！」

「できるわよ。キララは綺き麗れいだから女優さんになれちゃうんだよ、きっと」

「千ち歳とせが女優？　ちゃんちゃらおかしいぜ。そりゃでたらめだ！」

「……ねぇ十と勝かち」

　隣を歩いていた留る萌もいが、おれのシャツの裾すそをクイクイと引っ張った。

「心の中のちーちゃんは、このやりとりを聞こえても見えてもいないけど、十勝はちーちゃんのこと、ちゃんと好きだよね」

「ああ、もちろんだぞ。丹たん下げを説得するために言ってただけだ。おれは千歳のいいところをいっぱい知ってる。でも芝居は無理だよな」

「チョット十勝ちゃんとキララってば、二人でナニわけわかんないコトゆってんの？」

「とにかく丹下はよ、なにをしたらここにいるのが留萌だって信じてくれんだよ」

「えー、そんなのないよ。だって、キララって実はサービス精神旺おう盛せいな子だから、いろいろやってくれそうだもん」

「くそっ。丹下の中で千歳の評価が高えのが厄介だぜ」

「んー、じゃあさ、リクエスト考えたよ。バク転してみて」

「……」

「ねぇ十勝。その『じゃあどうぞ』みたいな視線やめてよ。あたし、できないわよ」

「なあ丹下、他にリクエストはないか」

「えー、そうだなー。スワヒリ語とか喋しやべってみて」

「……」

「十勝、なにその期待のこもった目。あたし、すっごい無茶ぶりされてるよね」

「おい留萌。おめーはなんだったらできんだよ」

「嘘うそでしょ。バク転とスワヒリ語できないだけで、あたし残念がられた!?」

　今目の前にいるのは千歳じゃないと、丹下になかなかわかってもらえない。

　でも、わかってもらわないことには、話は進まなかった。

　おれ達のあてのない寄り道は続く。

　四人もの少女の命を奪った通り魔が、この街にはいるんだよな。足は自然と人通りの多い駅前のほうへ向けられていた。他校の高校生。サラリーマン。お年寄り。子供連れのお母さん。職種不明の若者。ティッシュ配り。街はいつもとなんも変わらねえ。イカれた通り魔だって綺き麗れいに隠しちまう。

　さてさて、どうやって丹下に千歳の中にいる留萌の存在を信じてもらうか。

　千歳が知らなくて、留萌なら知ってるようなことを、千歳の姿をした留萌が答えれば証明になりそうだ。

　でも、千歳が知らなくて留萌なら知ってるはずの問題を、丹下に出題させるのは不可能だよな。

　丹下が千歳より留萌に詳しいわけがねえし。

　はぁー。悩みながら歩いてると、ティッシュ配りのお姉さんが、おれ達にもティッシュを差し出してくる。下校中に何種類のポケットティッシュを貰もらえるかチャレンジした経験のあるおれでも、今日はティッシュなんていらなかった。丹たん下げに留る萌もいを信じさせるアイデアがほしい。

　ん？

　丹下が怪け訝げんそうな顔で、留萌を見ているのに気づいた。

「……ねえ、やっぱりあなたって、キララじゃないの？」

　なんもしてねえのに、なんで丹下が信じかけてんだ？

「そうだぜ。さっきから言ってるだろ。これは留萌だ」

「うん。あたしは留萌なの。お願い信じて、まりも」

「えー、そうなのかなぁ。でもさ、意識だけを飛ばして、誰だれかの身体からだの中に入るとかムチャクチャな話ってゆーか」

「ああ、確かにムチャクチャな話だが、現にそのムチャクチャは起こってんだよ」

　丹下は「うぅーん」と漏らしながら、毛先をいじってる。

　もう少しで、信じてもらえるのか？

　熱心なティッシュ配りのお兄さんが留萌の前に右手を差し出す。今は留萌も丹下に信じてもらえるかどうか必死な場面だ。留萌は顔を丹下に向けたまま、ティッシュなんてサッと受け取った。

　次の瞬間、なぜか丹下はひどく驚いたように「えっ」と漏らした。

「あなた。ホントにキララじゃないんだね」

　丹下が留萌の顔を、初めて見る動物でも観察するようにマジマジと眺めた。

　留萌は笑顔で何度か頷うなずいた。

「……うん、うん！　まりも信じてくれたんだね。ありがとう！」

「……そっか、あなたが三みつ石いし留萌なんだ」

　丹下はしっかり納得したようだった。おれには疑問がある。

「おいおい丹下、どうしたんだよ。急になんで信じてくれたんだ？」

「だって」

　丹下の視線が留萌の手元に向けられる。

「キララだったら、絶対お辞儀するから」

　おれはよくわかってない顔をしてたんだろう。丹下が捕ほ捉そくしてくれた。

「さっき、キララはティッシュ配りの人の前を素通りした。それに今、ティッシュを黙って受け取ったの」

「ん、それがどうしたんだ？」

「ティッシュを黙って受け取るなんて全然普通の行為だけど、うちの知ってるキララはティッシュ貰もらうと、いつもわざわざ立ち止まって大おお袈げ裟さなくらいのお辞儀するから」

　なるほど。

　それで目の前にいるのが、千ち歳とせじゃないと信じてくれたわけか。

　拍子抜けするような気分でもあったが、妙に納得できた。

　千ち歳とせが絶対しないようなことや言わないようなことを、必死にやろうとしなくてもよかったんだ。

　むしろ、誰だれも千歳のような個性的な子のマネはできない。

　ただ、留る萌もいは留萌らしく振る舞っているだけで、千歳と全然違う人だと気づかせることができるという、あたりまえの話だ。




　丹たん下げが千歳の中の留萌の存在を信じてくれたということで、次は本題の通り魔の話を丹下に聞いてもらわなきゃいけない。

　歩きながら話すんじゃ落ち着かねえし、そもそも歩きながらするような話でもない。

　ゆっくり腰を据えて話すんなら、公園でもいいんだろうけど。

　この街には通り魔がいる。陽ひの沈んだあとの公園じゃ落ち着けない。

　屋内で、周囲に話を聞かれる心配がなくて、お店なら料金は安いのが条件。

　該当する場所は、カラオケボックス。




　カラオケに到着。

　制服姿だから高校生だともろバレ。高校生の利用時間の制限は夜十時だけど、全然余裕。今はまだ六時半ちょい過ぎ。

　水みたいに薄いウーロン茶が人数分部屋に届いた。マイクにも曲を送信する端末にも誰も手を伸ばさないカラオケの室内。

　これからとてもとても真面目な話しあいが始まるんだろう。冗談が言うなら今のうちに言っておくべきだろうか。

「ちーちゃんがね、十と勝かちとまりもに用があるって。ちーちゃんに代わるね」

　留萌が出し抜けにそう言って、スプリングのくたびれたコーナーソファに座ったままその顎あごがガクッと下がった。

　次に留萌の顔が上げられた時には、ここがどこかキョロキョロと確認してる。千歳に代わったんだ。千歳の頭の中では留萌が現在の状況を手早く説明してるんだろう。

　……やがて、千歳は丹下の顔を見て頷うなずいた。

「まりも。留萌の存在を信じてくれてありがとう。それで……」

　千歳はなんの話をする気だろ。

　カラオケの一室の緊張感は高まる。テレビ画面では、韓ハン流りゆうアイドルユニットの新譜が流れてる。歌声も顔も足もとにかく綺き麗れいだ。

「こういうことは先に済ましたほうがいいと思って。実はわたしは……」

　千歳は鞄の中をゴソゴソとしだす。なんだ？

「昨日まで母方のおばあちゃんの家に、家族で泊まりに行っていたんだ。これはそのお土産みやげです」

　千歳からおれと丹下に渡されたものは……真空パックされた肉だった。牛肉っぽい。

「おばあちゃんの地元牛のステーキ肉です。とっても美お味いしいんだ」

　これからシリアスな話をするだろうカラオケの一室で、いきなりステーキ肉を渡される。ツッコミどころは多い。

「なあ千ち歳とせ。これ要冷蔵って書いてあるぞ」

「十と勝かちよ。まりもよ。これを使ってくれ」

　千歳の鞄から次は保冷剤が出てくる。

　おれはつい十日ほど前の夏祭りの日を思い出した。あの日、千歳はおれに牛乳の一リットルパックをプレゼントしてくれた。なんだって千歳はいつも保冷剤が必要なものをくれるんだろうか。

「キララ相変わらずウケるね。ありがとっ。うちは明日の晩ご飯にしてもらおうかな」

　丹たん下げは喜んで、肉のパックと保冷剤を鞄にしまった。おれも千歳に礼を言って、鞄にしまった。全く予期せぬ肉の入手だが、ステーキは楽しみだ。

「ふぅ、よかった」

　千歳はホッとしたように胸を撫なで下ろした。

「お土産みやげを渡し忘れないようにすること……それとお土産は喜んでもらえるだろうかという心配事が一気に片付いた。わたしは今、実に晴れやかな気持ちだ」

「なあ千歳。今日は打ちあわせ通りだったら、丹下には近づかない手はずだっただろ。どうやって丹下にお土産渡すつもりだったんだ？」
















「まりもが学校を帰るまでに下駄箱からまりもの外靴をどかして、除菌ティッシュで清掃する。そして、真空パックの肉と沢山の保冷剤を入れておく予定だった。十と勝かちよ、安心してほしい。もちろんわたしがあげたとバレないように無記名にするつもりだった」

　下駄箱開けたら、差出人不明の真空パックの肉と保冷剤の山が出てくる。そんな珍事件が未遂で終わってよかった。

　丹たん下げはおそるおそるといった感じで聞いた。

「ねえ、最初にどかされたうちの外靴はどこにいっちゃったの？」

「それについて名案があったんだ。正面玄関前の廊下のど真ん中に『丹下まりも様の外靴』と張り紙をして置いておく予定だった。それならまりもは絶対気づくよな」

「うち、そんなコトされたらトリッキーないじめかと思って凹へこみそう」

「さあ、明日はさきっぽに渡すのを忘れないようにしよう。朝早く行って机に入れておくってのもいいかな。あとで考えよう。さあ、今は気を取り直して通り魔について話そう」

「おい、だいぶ気を取り直さなきゃいけねえよ。なんだこのほのぼのとした空気は！」

　丹下は、「ねえ」と首をかしげた。

「通り魔ってなんの話？　それって、うちを近づけないっていうか、遠ざけようって十勝ちゃんとキララは打ちあわせしてたんだっけ？　そのコトとも関係あるとか？」

　おれは千ち歳とせを見た。

「留る萌もいを出してくれ。留萌に話してもらわなきゃいけねえ」









第二話　儲もうけモノの回






　うちの今日の心配事とゆえば、

『学校で、十勝ちゃんに会ったら、どうしよう？』

『学校で、キララに会ったら、どうしよう？』

　この二つだった。




　教室で学祭準備のお化け屋敷製作をしてる間は、その二大心配事とは無縁でいられた。

　……でも。

　学校帰りの正面玄関で、うちは十勝ちゃんに会っちゃった。

　たった九日間会ってないだけなのに、十勝ちゃんの顔を随分久しぶりに見たような気がした。

　ムリないよね。

　だって、十勝ちゃんと出会ってから九日間もの永き間会ってないとか初だったから。

　うちの心は、十勝ちゃんには敏感に反応しまくっちゃう仕様だから、喜怒哀楽の振り幅とかすごくなっちゃう。だからさ、十と勝かちちゃんと話してるうちに、やっぱりってゆーか結局ってゆーか、あっという間に心はめちゃくちゃ不安定になっちゃったワケで……。

　うちったら、やじうまの前なのに。

　十勝ちゃんにコクっちゃったり……、

　ビンタしちゃったり……、




　極めつけは、うちは十勝ちゃんと……キスしちゃった。




　人生ナニが起きるかわかんないみたいな月並みなコトゆー気とかあんまないんだけど、ホント誰だれが想像できるの？

　今日うちがファーストキスしちゃうとかさ。

　しかも、予想外のコトはそれだけじゃ全然なかった。

　うちは今日、十勝ちゃんとキララと三人で帰れるコトになったの。

　正直、キララと会うのは怖かった。

　うちは夏祭り以降、別人のような一面を見せるキララに対して、気味の悪さを感じてたから。

　でも。

　うちがキララに対して別人みたいじゃんって感じた原因が、今日の下校でいきなりわかった。




　別人のようなキララは、キララじゃなくて、ホントに別人だった。三みつ石いし留る萌もいだったの。




　すごい驚いたけど、ただただ驚いてばっかりもいられなかった。

　……そして。

　うちはどこにでもあるカラオケの一室で、どこにもないような話を聞いた。

　キララの姿で。

　キララの声で。

　留萌の言葉で語られたそれは、キララの身体からだの中になぜ留萌の意識が入るようになったのか。そういう話。

　通り魔に襲われた三石留萌。植物状態になってる三石留萌。

　その事実はさきっぽから聞いて知ってたけど……。

　やっぱり本人の口から聞くと、同じ内容の話でもキツイよね。

　留萌自身の身体や、留萌が意識を飛ばせるようになった女の子達の身体に、通り魔のナイフが襲いかかってきたってところの話は、うちの身体がソファに沈み込んじゃいそうなくらい重かった。

　……通り魔とナイフって恐ろしい。

　留る萌もいはナイフで身体からだを切られただけじゃなくて……心もズタボロに切り刻まれちゃってる。だって留萌の心はショックが強すぎのせいで、自分が襲われたときの記憶がひどくあいまいになってるから。唯一よく憶えてるのは、お気に入りのシャツに付いた血の色だけみたいだし。

　それほど傷ついてる留萌なのに……。

　通り魔に殺された四人のうち三人が殺される瞬間も直に目撃しちゃってる。

　目撃した犯行現場での記憶は、穏やかな笑みを浮かべる犯人の顔と興奮してる犯人の顔とナイフの刃先の輝きだけ。

「……何度思い出そうとしても、それしかわからなくて……襲われた場面はね、血の赤以外はモノクロの世界なの……空の色すら思い出せないよ」

　そのコトをひどく悔しそうに呟つぶやく留萌の声が耳に残った。

　留萌は自分の身に起きたあまりに辛つらい出来事を涙も見せずに話す。

　だから代わりにうちが泣いた。

　涙なんてボロボロと流れてくる。止められないよ。

　留萌がうちにティッシュを渡してくれた。さっき街角でもらったやつ。うちが留萌の存在を信じられるきっかけになったティッシュだった。

　ティッシュの広告は、ドライアイになりにくいソフトコンタクトの新商品。

　最近のうちほど、ドライアイに無縁な人はマジいないと思う。




　カラオケに入店してからもうすぐ一時間。

「──そして今年の夏。ちーちゃんに再会できたの……ふー、まりも、長い話を聞いてくれてありがとう。こういうことがあたしにはあったんだ。

　空調が調子悪いのか少し暑いくらいの室内で、留萌の顔はチョット病的なくらい真っ青だった。辛いコトを思い出しながら、話すのはすごく精神が消耗する。留萌はそんな思いをしてまで、うちに話してくれた。

　大変だったね。辛かったね。

　なんて簡単にはゆえない。

　目の前にいる留萌はキララの姿をしてるのに、うちはそこにさきっぽの写真で見た小学生の留萌の姿が重なった。

　写真の中で笑顔だった少女が、苦しんでるのをキララの顔の奥に見た気がした。

　なんて声をかけてあげられるんだろ。

　うちがなにもゆえないでいると、留萌が急にソファから立ち上がった。

　ナニナニ、どーしたの？

　留萌はカラオケの一室で深々と頭を下げた。

「ごめんなさい！」

　うちはワケわかんなくなる。

「ごめんってナニ？　うちにゆってるの？」

「まりも、あ、呼び捨ては馴なれ馴なれしいよね。もう、あたしはちーちゃんのフリをしないわけだから。

　まりもさん、ごめんなさい。

　あたし達からまりもさんを遠ざけるために、夏祭りの次の日の電話で、あたし、ひどいことを言った。本当にごめんなさい」

　それでハッと気づいた。

　十と勝かちちゃんに贈ったスニーカーのコトをキララが憶えてなかった理由がわかった。あれはキララじゃなくて留る萌もいだったんだ。

「頭を上げて。謝らなくてもいいよ」

　うちもソファから立った。

「留萌がうちを遠ざけたのはさ、うちが通り魔に目をつけられないようにした行為だってわかったから。うちは、留萌に怒ってないよ」

　自分の過酷な過去を話し終えた直後なのに、顔を真っ青にして一時間近くも話した直後なのに、留萌はうちに謝罪とかしちゃう。

　留萌ってホントいい子なんだ。怒れるワケないじゃん。そんなコト気にしなくて全然いいから！

「あたしはそんな簡単に許してもらってはダメなの。……本当にごめんなさい」

　うちは留萌に好感を抱いてる。好きになった相手にはすぐいじわるを言いたくなっちゃうのはうちの悪い癖だった。

「留萌はヒール演じるのうまいよね。うち、人からゆわれた言葉で耳を疑ったの初だよ」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　もうほとんど前屈のような姿勢で謝っちゃう留萌に、いじわるなんてゆうの止めた。

「謝らなくていいよ。それより、うちのコトはまりもって呼んで。その代わりうちも留萌って呼ばせてもらうから。あ、それとも……」

　うちは三みつ石いし留萌のあだ名を思い出した。

「ミルモのほうがいいかな？」

　留萌が顔を上げる。ソファに座ったままの十勝ちゃんは、よくわかんないって顔してる。驚いた顔の留萌はゆった。

「どうして、そのあだ名知ってるの？」

「さきっぽ、ううん、留萌はフラノンって呼んでたんだっけ？　そのフラノンことさきっぽは、キララの中に留萌の意識がやってくるって話、すごい驚いてたよ。

　……さきっぽは、留萌に会いたがってるよ」

　今まで黙ってた十勝ちゃんが「どういうことだよ」と口を挟む。

「さきっぽが留萌に会いたがってる？」

　十勝ちゃんは、留萌とさきっぽが親友だってコトを知らないみたい。

　それって留る萌もいが十と勝かちちゃんに話してないってコトだよね。

　なんか意味があって、さきっぽと友達だったコト隠してるのかな？

　うちのそんな疑問の視線を受けて、留萌が頷うなずいた。

「十勝に話せてなかったね。フラノンはあたしの小学時代の一番の友達なんだ」

「えっ!?　そ、そうだったのかよ！　おお、すげえ偶然だな。ビックリするぜ」

「……あたしもビックリしたよ。

　だって、ちーちゃんと久しぶりに再会したら、その隣にはフラノンがいるんだもん。

　本当はね、すぐにでも、『あたしだよ、三みつ石いし留萌だよ。ミルモだよ』って名乗りたかった。

　でも、通り魔の問題が片付くまでは、ちーちゃんに誰だれにも近寄らせたくなかった。今は十勝とまりもを巻き込んじゃってるけど……。

　フラノンに名乗りでて、あたしの身に起こったコトを話したら、フラノンは絶対あたしとちーちゃんの問題に深く関わろうとしてくる。フラノンって自由気ままなところがあるから、通り魔の話を聞いたら暴走しちゃいそうで、怖くて」

　留萌が慎重になるのは無理ない。

　今までその通り魔に四人もの女の子が殺されてるワケだし。確かに通り魔の話を聞いたら、さきっぽはどういう反応するかチョットわかんない。

　留萌は今すぐさきっぽに名乗りでるつもりはないんだろうけど、さきっぽの留萌への想いは知っておいてもらいたい。

「うちはね、つい最近さきっぽと一緒に留萌が眠っている病院に行ったよ。うちは病院の外にいたけど、さきっぽは留萌のお母さんにも会って、留萌にも会ったんだよ」

「……フラノン、あたしに会いにきてくれたんだ」

　留萌はギュッと目を瞑つぶって、両手を胸の前で握った。祈るようなそのポーズは嬉うれしさを噛かみしめてる留萌の姿に見えた。

　十勝ちゃんが「なあ留萌」って優しい声で呼ぶ。

「さきっぽに会ってもいいんじゃねえか。ちょろっとだけ会えないか」

　ちょろっと会うってどういう状況？

　留萌は首を振った。

「ダメ。フラノンには会えない。……実はあたしはフラノンに隠してることがあって、それが後ろめたくて……」

　隠してるコト？

　それはいったいどんな重大な話なんだろう。

　今まで留萌から聞いた話は全て過酷で壮絶なものだったから覚悟しちゃう。

　心の準備をしてるのは、十勝ちゃんも同じみたい。

　深刻な声で十勝ちゃんがゆった。

「隠してることってなんだ？　おれも知らないことか」

「うん。通り魔に襲われた日、あたしは一人で下校してたんだけど……。

　その日もフラノンはあたしに『一緒に帰ろ』って、誘ってくれた。

　だけど。あたしはそれを断ったの。フラノンに理由も話さずに」

「理由ってなんだ？　一人で下校を存分に楽しみたかったのか？」

「チョット、留る萌もいは十と勝かちちゃんと違うんだよ、そんな理由なワケないじゃん」

　そういえば、さきっぽも一人で下校していった留萌を気にしてた。

　留萌が通り魔に襲われた現場は、市内の……確か、南区緑が丘。

　留萌の家からも学校からも離れたその場所に、留萌はなぜ行ったんだろうって、さきっぽは訝いぶかしがってた。

「一人で帰った理由が、さきっぽに隠してる後ろめたいことなの？」

「うん……あの日、あたしはある目的があって、南区のほうへ歩いて行ったの」

　うちと十勝ちゃんは固かた唾ずを呑のんで、留萌の次の言葉を待った。

　そして、留萌がキララのモノマネでも始めたのってカンジに急にモジモジし出して、チョット頬ほおが赤くなって、消え入りそうな声でゆった。




「……あたしは片想いの人に会いに行く途中だったの」




　留萌は顔を両手で押さえて、

「あぁ、恥ずかしいっ。これ誰だれにも言ったことないのに」と、ソファの隅っこに逃げた。体育座りのように丸まってしまう。

「えっと、さきっぽに隠してた後ろめたいことってそれなの？」

　丸まった背中から、こもった声が聞こえてくる。

「うん、だってフラノンには好きな人がいるって話せてなかったし。『一緒に帰ろ』って誘いを理由も言わず断っちゃったし。あのとき、これから好きな人に会いに行くって、正直に言えばよかった。

　あたし、一番の友達に隠し事なんてしちゃったよ。好きな人ができたら教えあいっこしようって言ってたのに」

　うちは留萌が喋しやべりにくそうにして話すコトは、全てヘビーな話だと勘違いしてた。

　誰もが経験したコトないような辛つらい過去を持つ留萌であっても、うちと同世代の女の子なワケで、片想いの人に会いに行くから、一緒に帰る友達の誘いを断ってしまったコトを気に病んでるなんて、なんて可愛かわいらしい後ろめたさなんだろう。

　十勝ちゃんが「なあ」と留萌を呼んだ。

「その好きな人には会いにいかねえのか？」

　振り返った留萌はぎこちなく笑って黙ってしまう。十勝ちゃんは頭をかいた。

「すまん。余計なこと聞いちまったな。デリカシーねえな、おれは」

「ううん、謝らないで」

　留る萌もいはソファに座り直して、微笑ほほえんだ。優しすぎる微笑みは悲しい顔に見えちゃうときがある。




「これはちーちゃんの姿だから……あたし、いつか好きな人に自分の姿で告白するのが夢なんだ。うまくいかなくたっていいの。あたしの姿であたしの気持ちを伝えられたら、それはきっととっても嬉うれしいことなんじゃないかな」




　健気すぎる夢なんですけど！

　最近すっごく泣き虫のうちは、また泣きそうになっちゃうから。

　しんみりしちゃううちと十と勝かちちゃん。留萌が明るい調子でゆった。

「あたしの恋の話なんていいよ。とにかく今は通り魔を捕まえることだよ。通り魔となんの関係もないから、フラノンはあたし達の問題には巻き込まないってのは今まで通りでね」

　そこで、うちは思わず「あっ」と声を出した。

　ものすごく基本的なコトを確認し忘れていたみたいな。

「ねえ、留萌に十勝ちゃん。ってか、なんでさきっぽには話せないのにうちには通り魔の話をしてくれたワケ？」

　キララが通り魔に狙ねらわれている問題にうちを巻き込まないために、十勝ちゃんと留萌とキララはうちを遠ざけようとしてた。

　なのに、なんで遠ざけるのを急にやめてくれたんだろ。

　うちを仲間に引き入れて、打倒通り魔の戦力補強とか……じゃないよね？

　十勝ちゃんが沈痛ってカンジの声でゆった。

「丹たん下げはもう巻き込まれちまったんだ」

「えっ、巻き込まれた？　うちが？　ナニナニどーゆうコト？」

　留萌がおもむろにキララの鞄から透明のクリアファイルを取り出す。なぜかうちに渡してくる。

「まりも、これを見て」

　クリアファイルには一枚の紙が挟まってて、それは似顔絵のようだった。

　チョットタレ目で……猫みたいなクセっ毛の髪に……顎あごは細くて……美少年にも美少女にも見える顔。

　あれ、見たことある顔だ。

　てゆーか、これって……。

「東ひがし神楽かぐら先輩の似顔絵なんて、なんで持ってんの？」

　うちの言葉に、留萌の肩がビクッとした。

　十勝ちゃんが呻うめくようにゆった。




「それはさっきから話に出てくる通り魔の似顔絵なんだ。留る萌もいが辛つらい記憶を呼び起こして描いた」




　……え？

　うちは似顔絵をじっくり観察した。留萌って絵が上う手まいんだなぁ。そんな場違いなコト考えてる場合じゃない。

　……どう見ても、東ひがし神楽かぐら先輩にしか見えない。

　これまでこの街で起きた通り魔事件も、それに今現在キララが通り魔に狙ねらわれてるってコトは特に身近な問題として、うちは聞いていた。

　でも。

　うちが想像してたより遙はるかに身近な問題だって今気づいた。だって、連続殺人犯の通り魔と、うちはもう話したりしちゃってるワケなんだよ。ありえないよ。

　……うちの身体からだは情けないくらい震えてた。

　十と勝かちちゃんがうちの手から似顔絵を持っていってくれて、留萌がうちの肩を優しく抱いてくれた。

「十勝はその似顔絵と東神楽って男がそっくりだったって言ってたけど、まりももそう思うんだよね」

「うん、間違いないよ。東神楽……下の名前は……当とう麻まとかゆってた」

　隣の部屋のオンチが歌うバラードが聞こえてくる室内で、留萌は確かに笑った。それは探し物を見つけたときのような安あん堵どの笑みにも見えたよ。




「……ハルちゃん。真理子ちゃん。リカちゃん。もっち。みんなを殺したヤツ……東神楽当麻。初めて名前がわかった。やったぁ」




　こんなに胸が痛くなる「やったぁ」って言葉を初めて聞いた。

「まりも、安心してね」

「安心って？」

「あたしの意識はまりもには飛ばせない。東神楽がまりもに接触してきた理由は、ちーちゃんの友達だからだよ。まりもを狙ってるわけじゃないからね」

「ごめん全然安心なんかできないよ。だってキララが狙われてるんだから」

　キララが通り魔に狙われているってコトを意識すれば、たちまち空気は重くなる。十勝ちゃんは、誰だれも飲んでなかったウーロン茶（うちのっぽい？）を一気に飲んで、力強い口調でゆった。

「通り魔の顔はわかってる。それでどこのどいつか捜そうと思ってたら、今日いきなり名前もわかった。ってことはよ、どういうことかというと……」

　十勝ちゃんは誰も触ってなかったマイクを握って、スイッチをオンにした。

「おれ達は大きく前進したんだ！」

　そしてマイクを置くと、ウーロン茶を両手に持ってそれぞれうちと留る萌もいに差し出した。

「水分補給しろよ。丹たん下げとか特によく泣くから、涙で脱水症状起こしちまうぜ」

　十と勝かちちゃんのよくわかんない熱血なカンジに押されて、なぜかうちと留萌はウーロン茶をがぶ飲みするハメに。

　時間はもう八時をチョット過ぎてたけど、うちらにはまだ話さなきゃいけないコトがあった。




　どうやってキララを守るか。

　それを十勝ちゃんと留萌とうちの三人で考える。

　留萌の意識が表に出ているときは、キララは心の中で強制的に眠ってるような状態になってるから、今ここで話しあわれた内容は、留萌があとでキララに伝えるってコトになってる。キララを安心させるためにも、なにかいい作戦を考えなきゃ。

　Ｊ‐ＰＯＰたまにＫ‐ＰＯＰが流れるカラオケのミュージックビデオのそば。ソファにどっかり座った十勝ちゃんが「よし、これから通り魔の対策を考えるぞ」と力強い号令。

「ひとまずよ、通り魔が東ひがし神楽かぐら当とう麻まだってわかったんだ、さっそく警察に逮捕とかしてもらえねえのかな」

「それは無理よ。決定的な物的証拠も目撃証言もないから」

「でもよ、目撃者はいるじゃねえか。留萌がまさに」

「十勝ちゃん、それは厳しいってゆーか。だって通り魔に狙ねらわれた子に意識を飛ばせる存在で、その子の身体からだの中から犯行を目撃したって警察にゆってもさ」

「うん、まりもの言うとおりなんだ。あたしは目撃者として名乗り出ることができない」

「ねえねえ、じゃあさ、留萌以外の目撃者を捜すとかどーかな？」

「うーん、そういう人がいるんなら、もう警察が見つけてると思うなぁ」

「ならよ。東神楽を尾行とかして、家を突き止めたり、身辺調査をしてみっか。彼を知り己を知れば百戦危うからずみたいなよ」

「東神楽の家がわかるのはあたし達にとっていいことだと思うわ。でも」

「でも、なんだよ」

「住所がわかっても、結局東神楽の犯行の抑止や彼の犯行を明るみにすることには繋つながらないって気がするわ。それに東神楽はあたし達全員の顔を知ってる。もし尾行に気づかれたら、彼がどういう行動を取るか……わからなくて怖いわ」

「そっか。それは怖えな、迂う闊かつにヘタなことはできねえ」

「ねえねえ、目撃証言は留萌しかないケド。物的証拠ってなんもないカンジなのかな？」

「くそー、犯行に使ったナイフを血付きのまま持ち歩いてるとは……思えねえしな」

「でもね、ナイフ所持してたら、その罪で東神楽を捕まえたりとかできないのかなー」

「犯行に及ぶ日以外もナイフを持ち歩いてる可能性はかなり薄いと思うわ」

「おう、それにもし持ってたとしてもよ、未成年のナイフ所持なんてちゃちな違反じゃヤツを改心させられるとも思えねえし。千ち歳とせの安全が守られる保証もねえわな」

「うー、物的証拠かぁ。犯行現場には東ひがし神楽かぐらに通じるものはなにもないんだよね……あ」

「どうした、丹たん下げ？」

「えっと、東神楽って犯行に及ぶ一週間くらい前に、狙ねらった子の家に安産祈願のお守りを送りつけてくるんだよね」

「うん、そうなの。どういう理由なのかわからないんだけどね」

「超キモいよね。でね、それって警察は知ってるのかな」

「新聞記事やネットで見た情報の限りじゃ、安産祈願のお守りについてなんも報道されてねえよな。警察が意図的に隠してるとかか？」

「それは……どうなんだろ。警視庁が情報提供を呼びかけてるＨＰでわかったんだけど、彩いろどり市しで起きた二件の通り魔殺傷事件とＴ市で起きた二件の通り魔殺人事件は、別々の特別捜査本部が置かれてたよ。警察は同一犯だと考えてないのかも……」

「ひとまずよ、東神楽が安産祈願のお守りを購入してたって、裏付けってやつを取れればよ、そいつはなにかしらの証拠になるんじゃねえか。東神楽が彩市で中学生してたときに、彩市で通り魔事件があって、東神楽がＴ市で高校生してるときに、Ｔ市で通り魔事件が起きてるわけだし。

　Ｔ市のときに使った安産祈願のお守りはよ、Ｔ市で入手したってことだよな」

「調べてみる価値はありそうだね。状況証拠だけど、安産祈願のお守りなんて買う中学生や高校生の男の子がそうそういると思えないから、神社の人も憶えてるかもしれない」

「よし、安産祈願か。決定的な証拠って感じはしねえが、今はこれをあたってみるか」

　一つの小さな指針が決まったときに、室内の内線電話が鳴った。

　近くにいた十と勝かちちゃんが出て、すぐさまうちらに振り返った。

「あと五分で出なきゃいけねえ、どうする延長するか？」

　もうそろそろ八時半。さすがに家に帰らないとまずい時間だった。

　留る萌もいがゆう。

「昨日までは、顔しかわからなかった年齢不詳名前不明の通り魔が、今日はどこの誰だれかわかった。これってすごい前進だよね、今日のところは終わりにしよ」

　それで今日は解散するコトにした。

　うちらはどこまでもただの高校生だから、天才的な名探偵でもないし、警視庁の幹部やベテラン刑事に知りあいがいるわけでもないし、はたまたびっくりするような超能力を持ってるヒーローでもなかった。

　地道に精一杯に懸命に、犯人と向きあうしかないんだ。

　カラオケのミュージックビデオに、名探偵コナンの新しいＥＤ曲が紹介されてて、ふと思った。

　コナン君ならこーゆうとき、どうするんだろ？

　ドラえもんがいてくれたら、きっと反則みたいなすごいアイテムを出してくれて、みんなをハッピーエンドにしちゃえるよね。

　ちびまる子こちゃんだったら……ううん、きっとまるちゃんのいる世界には通り魔なんかいないよね。




　室内を出る前にこれからの打ちあわせをしとく。

「おう、明日もまたこのメンツで放課後は合流だな」

「うん、ちーちゃんにはあとでこういう話をしたって伝えておくね」

「ねえ留る萌もい。さきっぽにはまだ通り魔のコト話さないんだよね？」

「フラノンは東ひがし神楽かぐらと接触してないし。伏せておこう」

「ってコトは明日の放課後、さきっぽだけを遠ざけるってワケだよね」

　それって、なんか辛つらいよね。

　ゆおうとして止めた。

　辛いコトは多い。いちいち口にするともっと辛くなる。

　キララを守って、早く通り魔のヤツを捕まえる。

　うちらは仲良しのうちらに早く戻らなきゃ。

　帰り支度をしてると、気づいてなかったけどケータイにメールが来てた。




【件名：ハーイ☆】

【本文：東神楽先輩超ジェントル!!　メアドゲットしちゃった(^_^)v　　彼女いないみたいだょ♡ いっちゃう？いっちゃう？】




　うわっ、テンションの高いメールだなー。

　東神楽と一緒に帰った女子三人組の一人からだった。

　あなたと一緒に下校したのは連続殺人犯なんだよって警告したくなる。それはできないんだけどさ。

　結局、十と勝かちちゃんが一回使っただけのマイクを持って、部屋をあとにする。

　受付で精算を終えたあと。

　うちと留萌はお手洗いに行った。

　うちはさ、最低でも二時間に一回くらいは鏡を見て、自分のカワイさのチェックしたくなっちゃうんだよね。

　鏡の前でリップクリームを塗りながら、思う。

　今日のうちは、知恵熱が出ちゃいそうなほど、頭フル回転したなぁ。普通なら信じられないような超常現象的なコトも、信じたワケだしさ。

　キララの中には別人の留萌がいる。

　寝たきりの留萌は、通り魔に狙ねらわれてる子にのみ意識を飛ばせる存在になった。

　その通り魔はうちの学校の二年に転入してきた東ひがし神楽かぐら当とう麻ま。

　で、通り魔に今現在狙ねらわれてるのがキララ。

　一度にいろんなコトを聞いた。

　聞いてる間は話についてくのがやっと。

　ここ最近の別人みたいだったキララは全部留る萌もいだったんだろうな。

　……あれ？

　一息ついて考えたら気づいちゃったけど、最近のキララらしくないときは全部留萌だったってコトは……。

　えっと、あの夏祭りでの林の中で見たアレはつまり……。

　鏡の視界に留萌が入る。隣で手を洗ってる留萌に聞いた。

「ねえ、留萌」

「ん、なあに？」

「留萌はね、夏祭りのときには、もうキララの中に意識を飛ばせてたワケなんだよね」

「うん、そうなの。まりもに今日まで隠してて……本当にごめんなさい」

「ううん、謝ってほしいってワケじゃないの。ねえ、確認しておきたいんだけど……」

「なんでも聞いて、なんでも答るよ」

「夏祭りで十と勝かちちゃんとキスしてたのって……キララじゃなくて留萌だったんだよね」

　留萌はそこで急に膝ひざ関節がなくなったみたいに、しゃがみ込んだ。

「まりもごめん。……あたしです、十勝にキスをしたのはあたしです。ごめん」

　そのまま土下座しかねない留萌を無理矢理立たせた。

　留萌は必死な調子でゆう。

「ごめんなさい。まりもの好きな人にそんなことをしてしまって」

「いいよ、そんな謝らないで。だって留萌はさ、十勝ちゃんを仲間に引き入れていいか、判断するってゆーか、テストするために十勝ちゃんにキスしたワケでしょ」

「えっ……うん。う、うん、そうなの」

　なんだろ。留萌が見たこともないくらい無理したカンジの笑顔で頷うなずいてるケド。

「そーゆえばさ、うちが十勝ちゃんを好きだってコトをキララは知らないんだよね？」

「うん。夏祭りの次の日の電話で、まりもは相手がちーちゃんだから、その想いを話してくれたと思うのに」

「そっか、キララ知らないんだぁ……十勝ちゃんを待たせてるね。行こっか」

　うちと留萌は、トイレから出た。

　短い廊下の向こう。カウンター前のロビーにポツンと立つ十勝ちゃんが見えた。

　うちらの姿を確認して、十勝ちゃんが「よぉ」ってカンジに顔の横に手を上げた。ダサイ仕草なのに……。

　なんでだろ、カッコイイって思っちゃうんだよなぁ。




　　　＊




　カウンター前のロビーで突っ立ってると、廊下の向こうから二人が歩いてくるのが見えた。丹たん下げと千ち歳とせ。おっと、じゃなくて丹下と留る萌もいだ。

　見た目が同じだから、一瞬混乱しちまうぜ。

　にしてもよ。

　丹下と留萌が仲良さげに並んで歩いてるなんて、つい数時間前までじゃ考えられなかったよな。

　トイレ長かったなって言うのはさすがにデリカシーねえ気がして、おれは二人に、

「おう、なんか話でもしてたのか」って声をかけた。

　振り返った丹下の顔が、見慣れたいたずらっ子の表情になってる。ちょっと嫌な予感。

「うちが十と勝かちちゃんのコトを好きなの、留萌は知ってるけどキララは知らないって話」

「お、おお。おう」

　予感的中。今日いったい何回目か憶えてねえが、おれはまたもテンパっちまう。

「あっ、でも明日にはキララに知られちゃうよね」

「ん、丹下。そいつはどうしてだ？」

「だってー。今日の帰り際のさ、正面玄関前でのうちと十勝ちゃんのやりとりって、どう考えても明日から噂うわさになっちゃうでしょ」

　明日からの学校生活については、最も考えたくねえことの一つだった。

　そりゃそうだよな。

　なにせ、千歳とつきあってると思われてんのに、大勢のやじうまの前で丹下のことも好きだと宣言して、結果的にその丹下とキスまでしちまったんだ。校長が援助交際級のスキャンダルでも起こしてくれねえ限り、明日はこの噂で持ちきりだろうな。

　珍しく話題から蚊帳の外になってる留萌が言う。

「帰り際の十勝とまりものやりとりって……東ひがし神楽かぐらと遭遇した以外になんかあったの？」

　留萌の質問を誰だれかが拾う前に、丹下が「チョット待って」と重要なことに気づいたみてえな声を上げた。

「十勝ちゃんはさ、うちと東神楽を二人っきりで帰さないために、うちを引き留めたんだよね」

「ああ、そうだな」

「でもそれって、他の男と帰るうちにヤキモチ焼いたんじゃなくて、うちを通り魔と一緒に帰さないためなんだよね。それが理由ってコトだよね」

　カウンターの店員も、ロビーを通過する客もこっちに注目はしてねえ。「通り魔」ってワードは、さほど興味をそそるもんじゃねえようだ。

「おう。ヤツの意図がわからねえから、東神楽と一緒に帰すのは丹下が危険だと思って」

「ってコトは……あのキスはうちの危険回避のためのキスだったの!?　要は人命救助のマウストゥマウスってコト？」

　これには質問が放置されたままだった留る萌もいが反応した。

「き、キスッ!?　え？　え？　十と勝かちとまりもがキスしたの!?」

　やりとりに「通り魔」というワードが出ても無反応だった店員も、「キス」ってワードには恐ろしく興味が引かれるらしい。カウンターの若い女と男の店員の視線を感じる。

　まりもは事も無げに答える。

「うん、実はね……すったもんだの末に、うちと十勝ちゃんはキスしちゃったの」

「すったもんだの部分の詳細を求めていいかしら！」

　多分カウンターの店員もすったもんだの部分を気にしてる気配だった。

　おれは下へ手たなごまかしも嘘うそも捨てて、正直に丹たん下げに言った。頭を下げながら。

「丹下、すまない。おれは丹下のことが大切だし、もちろん一緒にいるのはとても好きだ。でも、キスした主な理由は、ヤツと丹下を一緒に帰さないためだ。おれは必死だった」

　実際は、ほっぺにチューしようとしたが、事故で唇にしちまった。なんて続けて言うのはやめた。

　事故でキスしたなんて言いたくないし、言われたくもねえはずだ。

「……十勝ちゃんは……うちと一緒にいるのは好きでも……うちのコトがキスしたいぐらい好きってワケじゃなかったんだぁ」

　丹下を傷つけちまった。

　俯うつむいちまった丹下が、次に顔を上げたときは怒りの表情かもしれねえ。

　おれはしっかり怒られたほうがいい。いくら東ひがし神楽かぐらと帰さないためであっても、丹下を傷つけていい道理はねえから。あのとき別の妙案はなかったのかといまさら頭を抱えたくなる。丹下は一つ大きく「ふぅー」と息を吐いた。

　……そして。

　丹下が顔を上げた。

　そこにあった表情は……意外だった。

　怒ってもねえ、悲しんでもねえ、買い食いを奢おごってもらったときのような爽さわやかな笑顔だった。

「これっていわゆる一つのラッキーだよね……だって十勝ちゃんにまだ女として愛してもらってないのに、キスできちゃったんだからさ、儲もうけモノってゆーか」

　なんて言えばいいんだろ。「ああ、儲けたな」って言うのは間違いだってことだけはわかる。

　なにも言えないおれの代わりか、留萌が反応した。

「そうそうまりも、儲け、儲け。うちなんてさ、十勝の気持ちなんておかまいなく、夏祭りのとき十勝とキスしちゃったわけだから」

　カラオケ店のカウンター前の狭いロビーでもこんなやりとりをする。これを聞いてる店員達は、おれ達がどういう間柄なのか、さぞかし悩まされることだろうな。

　で、丹たん下げは必死になると、やじうまの存在が見えなくなっちまう子だった。負けず嫌いのナルシストの一面が返ってきた。

「うちはキララを絶対守るから！　そして、十と勝かちちゃんがキスしたくてたまらなくなる女の子になるから！」

　店員だけじゃなく、入店したばかりの客、精算するため受付にいた客、この場の全員の視線がおれ達に注がれた。

　さすがの丹下も、注目されてることに気づいたようだ。真まっ赤かな顔をして、大きな瞳ひとみをキョロキョロさせる。

「う、うち……もしかして恥ずかしいコト……ゆっちゃった？」

　誰だれも「うん」とは言えないほんの三秒くらいの間。

　丹下はなにを血迷ったのか、

「じゃあ、また明日ね！　十勝ちゃん最近いろんな子とキスし過ぎだから！」

　そんなことを叫んで、カラオケ店を飛び出していった。

　いろんな子とキスし過ぎと言われた男に集まるやじうまの視線には、たまらないものがある。

　直後、おれが逃げるようにカラオケ店をあとにしたのは言うまでもねえ話だ。




　カラオケ店を出た八時半過ぎ。

　高校生の男女が二人で歩いてるってのは、周りからしたらちょっとした不良に見られちまうかもしれない。不良に思われるぐらい問題ねえ。おれ達の目下の敵は連続殺人犯だ。

　丹下が帰ったあと、おれ達は無言で歩いていた。

　会話がないのにはわけがある。

　留る萌もいが身体からだの自由を千ち歳とせに戻した。

　だから今は、千歳は歩きながら頭の中で留萌と話してる。さっきのカラオケ店で、どんな話しあいをしたか、留萌から聞いているんだ。

　いつもなら駅で千歳と別れるけど、もうこの街には通り魔がいる。犯行予告の安産祈願のお守りはまだ届いてねえけど、千歳を家まで送っていくことにした。

　用心に越したことねえし、千歳を一人で帰すなんて不安で寝れなくなっちまう。

　無言の徒歩。無言のバス移動。また無言の徒歩。

　おれは黙って歩いてる間、いろんなことを考えた。

　千歳を守る方法。通り魔野郎をぶっ倒す方法。正直に言えば、キスについてもちょびっと考えちまった。

　明日から別のあだ名がつけられるかもしれねえな、なんて考えてたら不意に千歳に、

「十勝よ。ずっと留萌と話しててすまない。送ってくれてありがとう」

　と頭を下げられる。目の前の一軒家の表札は「千歳」。そうか、もう着いたんだな。

「おう、明日も送ってくからな」

「気をつけて帰って。十と勝かちよ、家に帰ったら帰宅したよメールをください」

「わかった。千ち歳とせの中の留る萌もいにも言っとく。じゃあな」

　一応、千歳が家に入るまで見届けようと思ったのだが……。

　なぜか千歳は自分んちの玄関に向かわず、夜の住宅街でいきなり制服の上を少したくし上げた。

　別になにか見えたってわけじゃ全然ないのに、不覚にもドキッとした。

　あれ？　前にもこんな風にドキッとさせられたことがあったような気がする。

　千歳はスカートの腰に付けた小型の機器をなにやら取り外して、覗のぞき見てる。

　それが万歩計だってわかったとき、制服の上をたくし上げた千歳におれがドキッさせられたのは、入学式帰りのデパートの催事場で初めて出で逢あったときのことだと思い出した。

　千歳の下校の目的は、今も昔も体型の現状維持だ。万歩計は欠かせないアイテム。

「……今日は少ない日だな。半分は留萌が歩いたものだし」

「何歩、歩いたんだ？」

　千歳は得意げな笑顔をおれに向ける。

　なんのスマイルだ？

　万歩計の小さなボタンを押した。

『４４１２歩デス』

　人工音声が閑静な住宅街の夜に流れた。

　ケータイ電話が日々進化してるように、万歩計だって当然進化してる。デザインだってオシャレだし、読み上げ機能ぐらい当たり前なんだ。

「すげえな。なあ、四千四百ちょいってのは少ねえのか」

「うん。朝、万歩計の数値をゼロにするんだが。登校でだいたい二千歩プラスマイナス百歩ってところなんだ……だから今日はほとんど寄り道してないな」

「ふーん」

「十勝よ。わたしはできれば毎日一万歩は歩きたいと思ってる。今から」

「いやいやご冗談を。今度よ、ピクニックみたいな下校を計画してるから、今日の足りない分はそこで補ほ填てんしてくれ」

　ピクニックみたいな下校。通り魔から千歳を守ったあと、おれ達には楽しい下校がいっぱい待ってる。

「あらー、キララちゃんじゃない、おかえりなさい」

　突然、声がしてビクッとしちまった。声のした方を見ると、なにやら人懐っこい笑みを浮かべた恰かつ幅ぷくのいい女性がこっちにやってくる。

　千歳は礼儀正しくお辞儀する。

「占冠しむかつぷさん。こんばんは」

　どうやら千歳んちの隣の家のおばさんのようだ。

　占冠さんは、千歳の隣にいるおれをチラチラ見てくる。今日沢山感じた視線と同じ。好奇の目だ。

「そちらにいるのは、キララちゃんのボーイフレンドなのかしら？」

「え、あ、いえ、十と勝かちは、あの」

　タコにでも取り憑つかれたみたいに、千ち歳とせはモジモジを通り越してウネウネしだす。ダメだこりゃ。おれが答えた。

「いえ。おれは千歳とは──」

「今日はこんな時間までデート？　いいわねぇ、若いわね」

「で、で……デート」

　千歳のウネウネが悪化。おれが答えるしかねえ。

「違います。今は学校帰りなんです」

「学校？　あらあら、言われてみれば制服着てるわね。あら、でも今は夏休み中よね」

「はい、二学期の頭に学祭があるんで、それの準備──」

「あら学祭、いいわね！」

　占冠しむかつぷさんは相手に一文節の最後まで話させない、トークのストッパーだった。駆け込み乗車も上う手まそうだなと、なぜか思った。

「わたしもね、女学生時代の文化祭は、キャンプファイアーの周りでマイムマイムを」

　話がすこぶる長くなりそうな気配だったが、占冠さんは急に自分の顔の前で手を振りだした。ハエでもいたんだろうか？

「あらヤダ。わたしったらこんなところで話し込んじゃ、キララちゃんと彼の別れ際の邪魔になるわね。うふふっ、わたしは野や暮ぼはいやよ」

　すでに充分野暮な占冠さんだった。

「あ、そういえばキララちゃん、お土産みやげのステーキありがとねー。ほんと美お味いしかったわよ。わたしって、ほら脂身好きでしょ」

　脂身好きの占冠さん。おれは強い自制心で「でしょうね」と言うのを堪えた。

　ウネウネから正常に戻っていた千歳が応対した。

「喜んでもらえてうれしいです。留守にしてる間はお世話になりました」

「いいのよ。お安いご用よ。お隣同士なんだから助けあいましょ」

　それで占冠さんは、家を出てきたそもそもの目的だったんだろう回覧板を千歳に渡して、「おやすみねー」と言って去っていく。

　いやー、今日会った人の中では通り魔の東ひがし神楽かぐらに負けないぐらい印象深い人だったぜ。

「なあ千歳。留守の間、お世話になったってなんのこと？」

「うん、家がずっと留守だと思われないように、郵便受けから新聞などを抜いといてもらっていたんだ。空き巣や放火魔やテロリストは怖いから」

「おいおい、最後のなんで警戒しちゃったんだよ」

「十勝よ。ずっと人のいない家の行く末はテロリストのアジトになってしまうものだぞ」

「なにで仕入れちゃったよ、その知識」

「わたしはネガティブなんだ。例えばセコムの人が家に防犯機器を取り付けに来てくれても、その人が本当にセコムの人なのか信じられなくて、なかなか玄関の扉を開けられない」

「え、なんかすごいエピソードだな。ってかそれもネガティブっていうのか？」

「ああ、わたしは自称セコムの人間に否定的な態度を取ってしまうから」

「なるほど。よくわかんねえが確かにネガティブだ」

　今は午後九時をいくらか過ぎちまってる。こんなアホなやりとりをしてる場合じゃねえよな。

　おれは会話を強引に切り上げた。

「おう千ち歳とせ、それと千歳の中の留る萌もい。また明日な。おやすみ！」

「十と勝かちおやすみ。留萌もおやすみと言ってるぞ」

　今から自分んちに帰る。多分十時ぐらいになっちまうと思う。家には学祭の準備で遅くなるって言ってあるけど、さすがにこれは遅すぎだよな。

　でも怒られそうだからってテンションは下がらねえ。家に帰るまでが学校生活で下校時間だ。

　夜十時までの下校なんて初だからよ。こんな状況なのにテンションはちょびっと上がっちまうぜ。









第三話　異常な性癖のもと生まれてきた男の回２






　磨かれた刃が肉の繊維を断ち切り、刃先が柔らかい肉の奥へと切り裂きながら突き進んでいく。

　心躍る瞬間だ。

　肉を切る音は耳に心地よく、匂においなんかはもう格別だ。

　眺めているだけで欲求のボルテージは最高潮への階段を二段飛ばしで上っていく。

　刺す、切る、刺す、切る。

　形を変えていく肉塊。

　魅力的だ。甘美なんて気取った言葉を叫びたくなる。

　手に握る刃物にも自然と力が入る。握力とはこのときのためにあるんだと、実感する瞬間だ。

「当とう麻ま君、なにかいいことでもあったの？　笑ってるみたいだけど」

　いけない。いけない。

　夕食が分厚いステーキ肉だったから、ついつい肉を切る喜びに浸ってしまった。

　僕は母さんに微笑ほほえみを返した。

「こうして、我が家で夕食を食べられるのが嬉うれしいんだ」

　つい先日まではＴ市で寮暮らしをしていた。寮長は調理師免許を持つ極度の菜食主義者だったため、ステーキが献立に上がることはまずなかった。

「学校はどうだったの？　お友達はできそう？」

「心配はいらないよ。友達百人だってできるさ」

　肉片を刃物で切り裂く行為は僕のテンションを上げるようだ。らしくない軽口を叩たたいてしまう。

　母さんはご機嫌に「ふふっ」と顔を綻ほころばす。

「今日さっそく女の子達と帰ってきたんでしょ」

　どうでもいいやつらだ。強引にアドレス交換をさせられたがアドレスはすでに削除済みである。

「当とう麻ま君はパパに似て、モテるのよね。女の子を泣かせちゃダメよ」

　父さんは鷹おう揚ように笑っていて、僕も笑顔で応じる。

　僕は女の子を泣かせたりしない。涙は嫌いだ。女に流してもらうなら血に限る。

　母さんは少女のように頬ほおを膨らませる。

「来週の当麻君の誕生日、女の子と祝うから夕食いらないとか言わないでよ。そんなことになったらママ泣いちゃうからね」

「大丈夫だよ、僕は母さんの手料理で祝ってほしいんだ。……そうか、もうすぐ誕生日かぁ。あれ、その日は学祭だったかな」

「文化祭なの？　いいわねぇ。じゃあ帰りは遅くなるかしら……あら、当麻君スープなくなってるじゃない。おかわりいるわよね」

　母さんはスープの容器を手にキッチンに向かう。食事時は一層寡黙な父さんが言った。

「当麻、誕生日にほしいものはあるのか？　なんでもいいなさい」

　ほしいものか。

　整った容姿、優秀な頭脳、人望、人気、性のはけ口、生き甲が斐い、人生の目標。

　大抵のものは、もうすでに手に入れているか、手に入れる寸前か、自分で手に入れるから面白いしなぁ。

　……金。いや、不動産業を営んでいるおじちゃんが数多く所有している物件も、僕にはあまり興味ない。

「ほしいものは考えておくよ」

　そこで母さんが熱々のスープをよそってきてくれて、家族揃そろっての食事は再開された。

　それにしても、今日は随分と刺激的な光景の夕食だ。

　家族の各々が両手に肉刺し用の金属製品フオークと、肉切り用の金属製品ナイフを両手に構え、思い思いに肉を刺し、肉を切る。

　父も母も、やれ牛肉はどうの、豚肉がどうの、鶏肉がこうの、ラム肉はこうの。と、肉それぞれの食感や味などの話をしているが、肉は人間のメス肉に限るだろう。

　新鮮さこの上ない血の滴したたる女の肉は、肉汁とデミグラスソースまみれの霜降り牛なんかより遙かに素晴らしいが、食用ではないので食卓では話せないのが残念だ。




　下腹部の中心に熱を持ってしまいそうな刺激的な夕食を終えた。

　僕は母を手伝って、皿洗いをすることにする。母は大おお袈げ裟さに喜んでいたが、寮生活ではトイレ掃除までやらされていたのだ。これぐらいわけない。

　皿を濯すすぎ、磨き、拭ふき取るというルーチン作業をこなしていると、自然と脳は思索に耽ふけってしまう。

　僕は自分の生き方について思った。




　一人はみんなのために、みんなは一人のために。

　僕の好きな言葉だ。

　僕はなにかを決断する際、なにか行動を起こす際、それが自分ではなく、みんなのためになるかどうか、しっかりと考えてから行うようにしている。

　みんなとは、知人や友人、家族などの狭い世界のことではない。

　みんなとは、社会、世の中、すなわちこの世に生きる全ての人のことだ。




　小学校在学時、あれは四年生の頃ころ。クラスの友人が豆腐には木綿と絹ごしがあると気づいたその横で、僕もはたと気づいた。

　この世の中は、つまるところ幸福と不幸でできているということに。

　僕がなにか行動を起こしたせいで、誰だれかが不幸になることもあるだろう。

　でも誰かが幸福になることもあるだろう。

　小四のある日がな一日。

　僕は行動することの意味を考えた。善よき行いとはなんだろうと考えた。

　そして、答えを見つけた。

　僕の行動がみんな（社会全体）に与える不幸より、みんなに与える幸福が上回れば、それはとても善き行いなんだということに。

　少数の人間が悲しもうと多くの人に喜びを与える行為こそ、最善の行為なんだ。

　そのことを悟って以降、僕の全ての決断の行動には一貫してこの考え方が根底にある。




　僕は将来どの分野に進んでも、大きな成功を収めることができるだろう。

　僕という人間は近い未来、社会に多大な貢献をすることができるのだ。

　社会貢献、それはこの世界に住むみんなの幸福度が増す素晴らしき善行だ。

　が、しかし。

　そんな僕が自分のパフォーマンスを最大限に発揮するためには、日々のストレスや欲求不満は大敵である。

　定期的に性欲を満たさなくてはいけない。

　そのためには、性の歓び獲得行為をする必要がある。

　行為実行の都度、誠に遺憾なことながら、少女の命を散らすはめになるのだが、それはこの広い世界の多くの人の幸せのため仕方のないことなんだ。

　少女が死ぬ。

　でも、その死は無駄ではない。

　僕の性衝動が一定期間収まり、僕は天より与えられた能力を集中して伸ばすことができる。

　その能力はやがて、社会に広く貢献し、みんなの幸福度を上げるのだ。

　よって。

　一人の少女の不幸より、全体の幸福が上回るから、性の歓び獲得行為は世の中的にプラスの出来事ということになる。

　少女が死ぬということは、もちろん当事者だけの不幸ではないのは承知している。

　少女の死に大きな悲しみを覚えるのが想像に難くない家族、友達、知り合い、仲間、少女のことを陰ながら懸想している者もいるかもしれない。

　少女の死は広範囲に不幸が及ぶが、それだって性欲を満たされた僕がやがて社会に反映できる幸福の量に比べれば瑣さ末まつなものだ。

　多数派の幸せのために、少数派が不幸になる。

　そんなことは世界中どこにだって当たり前にある話だ。

　身近にだってある話だ。

　例えば、いじめがそうだ。

　いじめられている生徒自身の不幸より、その生徒をいじめている生徒達の幸福、はてはある特定な生徒がいじめられてるのを傍観し、その生徒が標的になっているから自分が標的になることはないと安あん堵どする幸福。

　いじめは多数派の幸せのためにある社会的善行なんだ。

　僕は常により多くの幸せのために、懸命に献身の心で生きている。

　一人はみんなのために、みんなは一人のために。

　僕の能力は世の中のために、美少女達は僕の性欲のために。




　皿洗いを終え、一人自室に戻ると、今日の出来事が思い返された。

　初めて登校した私立千ち恵え里り高等学校（現状の嫁よめ子こを知るために、校門近くまで行って尾行はしてたが）。

　我が麗しの嫁子と常つね日ひ頃ごろ下校を共にしている輩やから……池いけ田だ十と勝かちと丹たん下げまりものことを思い出すと、溜たまらず笑いだしたい衝動にかられた。

　午後五時過ぎの正面玄関前で、僕はとんでもない恋愛のゴタゴタに巻き込まれてしまったのだ。あれは当事者のそばにいるというだけで実に恥ずかしい経験であり、池いけ田だ十と勝かちや丹たん下げまりもの為人ひととなりを知るという目的がなければ、まず関わりあいになりたくない事柄であった。

　嫁よめ子この彼氏だという池田十勝は、おそらく僕の正反対の種類の人間だ。

　おそらく僕が人生で出会った中で、一番愚かな人間だ。

　彼は可哀かわい想そうなことに恋愛に脳細胞をほだされてるのだろう。

　彼が本日述べた最も馬ば鹿からしいセリフを思い出す。




　──おれはよ。千ち歳とせも丹下も、ついでにさきっぽも、おれの女だと思ってんだ。他の男には手を出させねえ──




　なんという言い草だろうか。

　僕は同世代の人間よりボキャブラリーは多い方だと思うが、僕の脳みそから一度たりとも、浮かんだことすらない言葉だ。

　お前ごときの男が、分不相応に嫁子と一緒に下校し、あまつさえ彼氏の座を射止めるという僥ぎよう倖こうを手にしたにもかかわらず……。

　なんと調子に乗っているんだ。

　嫁子だけを一途に愛しているなら、まだしも（それでも許すまじきだが）。

　他の女も手に入れたいとは、見上げた馬鹿者だ。

　嫁子もほとほと男運のない子だ。こんな男と付きあうとは。

　複数の女性に好意を寄せる池田十勝なんぞ、嫁子に愛想を尽かされるのが関の山だろうが……。

　二ふた股また三み股またをかけようなどという非人道的な彼には、人生の先輩としてお仕置きをしてあげなくてはならない。絶望をプレゼントしてあげなきゃいけない。

　もともと、嫁子と性の歓び獲得行為をできるだけで天にも昇る気持ちだったが、それに華を添える存在が彼だ。

　僕の人生で最も愛いとおしい人と、

　僕の人生で最も有意義な行為をして、

　僕の人生で最も愚者だと思った人間が絶望する。

　実に素晴らしいな。

　嫁子との性の歓び獲得行為は、じっくりと愉たのしみたい。

　何時間か監禁し、一緒に食事を取り、おしゃべりをし、そして身体からだの至るところにナイフを突き立てるんだ。

　やっと、僕も嫁子と付き合えるんだな。

　いや、字が違うな。

　突き合えるんだな。

　これまでの性の歓び獲得行為は品のない言い方をすれば、いわば早漏であった。

　刺して撮影して、終わり。

　これでは些いささかムードに欠ける。

　女性は性行為の際、行為におよぶまでのムードを尊重する生き物のようだ。

　それなら、性の歓び獲得行為にも、前戯が必要だ。僕も愉たのしいことは短いより長いほうがいい。

　早漏的性の歓び獲得行為から、遅漏的性の歓び獲得行為にバージョンチェンジすることとしよう。前戯を長くすることを遅漏と呼ぶのは言葉の意味に語弊があるが、まあ、気にしない。僕がそれでいいと言えば、それでいいのだ。

　さあ、嫁よめ子ことの素晴らしき行為のため、明日も有意義に生きよう。

　僕が誘ったにもかかわらず、つれない態度を示し、それに池いけ田だ十と勝かちに好意的感情を抱いている丹たん下げまりもの思考回路は大変に興味深いが（池田十勝のどこが好きなのか聞いてみたい）、明日はちんちくりんに接近してみるとしようか。

　確か名前は、富ふ良ら野の咲さきと言ったかな。

　僕が人生で初めて女性的魅力を感じたミルモの友達であり、

　僕が人生の初めて妻にしたいと思った嫁子の友達でもある存在。

　ちんちくりんには、運命じみたものを感じるなぁ。

　明日は是非、ちんちくりんと一緒に下校がしたい。









第四話　ももいもいちょの回






　一日で世界が一変することがある。

　別に宝くじで高額当選を果たしたとか。

　まさかのドラッグ使用で頭の中が宇宙になっちまったわけじゃない。

　学祭準備のための登校二日目。

　午後一時。学校に着くと、おれは超有名人になっていた。

　おれは創立以来初めて校内の大衆の前で女子にキスした男で、ハーレム願望を大衆の前で叫んだ男であり、ファッションモデルばりのスレンダー長身美少女である千ち歳とせを彼女に持ち、グラビアアイドルばりのグラマー美少女の丹下も自分のものにし、さらにはスーパーの子供服のチラシモデルのような童顔（さきっぽはある層には滅法美少女枠）のさきっぽまで毒どく牙がにかけようとしている前代未聞空前絶後の男・勝ち越しとして名を馳はせていた。

　校門を抜けて、上履きに履き替えて、教室に辿たどり着くまでにおれに浴びせられた心ない、もしくは心ある声は次の通り。

「女の敵」「恋愛のカリスマだ」「なんでその顔でプレイボーイ気取りなの？」「勝ち越し様ー」「このゲスっ」「大奥誕生！」「恋愛裁判により……死刑」

　おれは教室に辿たどり着くまでに、すでにグッタリと疲れた。

　教室に入ると、陽気な男子が学祭の催しものを変えようと提案してる。

「カレー屋をやめて、勝ち越しさんのモテ談義講習会にしようぜ。入場料千円で荒稼ぎだ。恋愛運の上がるグッズとか売ろう」

　今日だって通り魔の東ひがし神楽かぐらは登校してるだろう。連続殺人犯をどうやって捕まえるか、その緊迫とは無縁の馬ば鹿か騒さわぎが教室では繰り広げられてる。

　おれは昨日一日費やして集めたインド象作りのための発泡スチロールが、無駄になるのは耐えられなかった。モテ談義講習会を却下するために反対意見を言う。

　女子がおれを敵視するように、当然男子でもおれを祭り上げるタイプとは別のおれに恨みを抱いているやつがいる。なにせ、千ち歳とせや丹たん下げやそれにさきっぽが好きだった男子からしてみれば、おれは重罪犯みたいな存在だ。

　肩をコツコツと叩たたかれて、振り返ると、暗い目をしたやつが立っていた。幽霊みたいに生気がねえ。

「池いけ田だ十と勝かち、さきっぽちゃんを泣かせるようなことをしたら、僕はきみを」

　それでやつは「ううぅ」と涙を堪えるようにして廊下に出て行った。なにされるのか大変気になる。

　この学校では、通り魔の東神楽以外にも気をつけてなきゃいけねえようだ。




　おれのあだ名とニックネームは、ウィルスのように増殖を続ける。

　おれは「べらんめえ口調史上最強のプレイボーイ」という称号まで賜たまわった頃ころ、ちょいとばかし嫌な話を聞いた。一年生の女子達の間で、すでに東神楽先輩は大人気って話だ。

　放課後は東神楽先輩と帰りたがる女子多数。冗談抜きのファンクラブまで設立されそう。女子は男子より遙かに積極的だ。

　なんで、通り魔の野郎から女の子を守ろうと必死なおれが「女の敵」呼ばわりされて、その通り魔が女子からの憧あこがれの的まとになってるんだ。

　全くやるせねえ話だ。




　午後四時、おれが様々な蔑べつ称しよう敬称で呼ばれている以外は平穏な学祭準備作業時間。

　インド象のデザイン案を、何人かで練っているとき、クラスのざわつきが急に水を打ったように静まった。

　何事だ？

　おれが教室の廊下側を見て、ゾッとした。

　黒板側の戸口には丹下が立ち、教室後方側の戸口には千歳が立っている。

　二人は無言でスタスタと歩いてきた。教室のやつらの顔は、これからなにが起こるのかと期待に膨らんでる。おれもなにが起こるのかわかんなくてキョトンとする。

　今日は校内では目立ち過ぎてる。千ち歳とせとも丹たん下げとも、学校が終わってから近くの総合病院の待合いロビーで合流する手て筈はずになってた。いつかの放課後デートプランを考えたときに見つけたスポットだ。

　それなのに、千歳も丹下もやってくる。メールや電話も使わない。よほどの緊急事態なのか？

「十と勝かちよ」

「十勝ちゃん」

　二人がそれぞれおれの腕を取る。

　たった今までインド象のデザイン案をおれと一緒に考えてた連中に千歳が言う。

「ごめんなさい、しばし十勝を借りていきます」

　おれは廊下に向かうことに。男子の一人が「これ以上ないくらい両手に花だぁ」と小さく呟つぶやいた。両手どころじゃない、両腕をギュッと抱き留められている。連行だ。

　廊下に出る際、丹下が教室を振り返った。ウインクして一言。

「うちらについてきちゃダメよ。みんなには刺激が強すぎだから」

　直後、教室は爆竹が引火したみたいな大騒ぎ。

「まり姉、それは大人の階段昇っちまうってことっすか!?」

　誰だれかがアホみたいに叫んだ声を背に受けて、教室をあとにした。

　廊下ではさすがに腕を離してたが、おれと千歳と丹下が一緒に歩いている図は、クマとライオンとコブラが一緒に歩いているくらいの衝撃度があるのかもしれない。

　おれ達が進むと生徒達は廊下の両りよう脇わきに寄る。モーセの十戒みてえだ。

　生徒達の姿がない階段の踊り場に着いた。一息ついて、おれは言った。

「いきなりどうしたんだ？　なんかあったのか？」

　千歳と丹下が曇った顔で、お互いの顔を見あわせる。千歳が言う。




「さきっぽと東ひがし神楽かぐらがご対面してしまった」




　え。

「おいおい、東神楽がさきっぽに接触してきたってコトか？」

　丹下が「ううん」と首を振った。

「東神楽のファンクラブの子が、写真がほしいってさきっぽにお願いしたらしいの。それで盗撮してるところを東神楽本人に見つかったってワケ」

「なんちゅう話だよ。で、さきっぽは今も東神楽と一緒にいんのか？」

「もう別れた。でも、東神楽に今日一緒に帰らないかって誘われたりしてるんだよね」

「え！　それでさきっぽはヤツと帰っちまうのか？」

「それはセーフ。東神楽と一緒に帰りたいっておねだりしまくりの積極的な子達と帰ることになったから。人気者だよね」

「そうかそうか。その女子達に感謝状を書きたくなるぜ。でもよ、さきっぽがおれ達と繋つながってるって、東ひがし神楽かぐらは気付いていんのか？」

「『きみが十と勝かちくんの三人目の彼女のさきっぽちゃんか。千ち歳とせキララちゃんとも仲いいんでしょ』ってゆわれたって」

「マジか！　なんてこったい！」

「十勝よ。それでだが……」

　千歳は大事なことを確認するように、一つ大きく息を吐いて続けた。

「……さきっぽにも東神楽が接触してきちまった。もう部外者にはできないのだよな」

　千歳と丹たん下げの表情が優れない理由がこれだ。

「ああ。千歳、放課後に留る萌もいに確認してみてくれないか。おれはさきっぽにも事情を話すしかねえと思う」




　午後五時。今日の分の学祭準備は終わり、クラスのみんなはぼちぼち解散。

　おれはこれから最寄りの総合病院の待合いロビーに向かう。高校入学してからのいつもの放課後と同じ、三人の女の子と合流するために。

　さきっぽは丹下と一緒に総合病院まで来る手て筈はずになってる。

　病院に着くと、すでに千歳が来ていた。

　留萌の意識はもうすでに千歳の中にいるようだった。これからさきっぽに会う。それは留萌にとっては、約四年ぶりの親友との再会。表情は見えないけど、相当ドキドキしてるには違いなかった。

　……十分後。

　ロビーの自動ドアが開いて、丹下と並んでさきっぽがやってきた。

　さきっぽはおれ達を見て、小走りになる。

「十勝くんにチキララ、うむにゅ！」

　いつもとなんら変わらない明るいさきっぽ。

「びっくら仰天の話があるって言われたから参上したよ」

「さきっぽよ。びっくら仰天の話というのは」

　今日も大事な話はカラオケでしようと思ってる。でも千歳はいち早く伝えたくなっちまったようだ。ここには、さきっぽの親友留萌がいるってことを。

「……実は今この場には四人ではなく……五人いるんだ」

「はう？　なんすか。夏だけに怖い話っすか」

「ううん。神秘的な話だ。実はわたしの中にもう一人いるんだ」

　さきっぽの目がテンになる。

　……。三秒間くらいのフリーズのあと、さきっぽは慌ただしく周囲を見回した。

「えっ、えー！　もしかしてアレなのかい!?」

　テンパるさきっぽ。おれが聞く。

「もしかしてどれだよ」

「十と勝かちくんとチキララはカップル。たんまりが真剣な顔であーしを呼び出す。ここは病院。そして、チキララの中にはもう一人いる」

　キョロキョロしてたさきっぽの視線が、なぜか千ち歳とせの腹部あたりで落ち着く。

「おめでとうございますっ！」

「さきっぽよ、わたしのなにを祝ってくれたのだ？」

「あれれ、ところでこの病院って産婦人科あったっけか？」

「サンふじ？　さきっぽよ、お見舞いにでも行くのか？　売店でリンゴを探してみるか」

「おっと、これはどっからツッコめばいいのかテクが必要だぜ」

　すぐ近くの館内見取り図で売店の位置を探す千歳。おれはさきっぽとの会話のキャッチボールを成立させることにする。

「なあ、さきっぽはよ、なんか勘違いしてるよな」

「勘違いなんてしてないっす。だって十勝くんとチキララのができちゃったんでしょ？」

「ん、できたって……なにが？」

「可愛かわいいベイビー、ハイハイ」

「いやいやいやいやいや、子供なんてできてねーよ」

　ここまで黙っていた丹たん下げが「ひどい！」と金切り声を出した。

「妊娠ってコトは、十勝ちゃんはキララとしたの？　×××したのね！　×××も着けずに×××したのね！」

「あ、あのー。丹下さん、すごい単語を叫んでますけど。ここは一つ冷静に」

「十勝ちゃん。今度からはちゃんと×××着けてよ。できちゃった婚とかうちの親かなり怒るだろうから」

「あのー、おれが×××着けることと、丹下のご両親が怒ることになんの因果関係が？」

　丹下は急に千歳のようにモジモジし出し、小さい声で言った。

「…………乙女おとめの口からナニゆわせる気？　十勝ちゃんデリカシーない。エッチ。バカ」

「いやいや、なに赤い顔して俯うつむいてんだよ。×××って先に言ったのその乙女の口だぞ」

　丹下が大人しくなる。売店探しの必要がなくなった千歳が「十勝よ」となにやら疑問があるようなトーンで呼んでくる。

「なんだ？」

「わたしは、その、赤ちゃんができるような行為を致した記憶がないのだが……十勝はなにか強力な睡眠薬でも持っているのか？」

「おい！　そういう行為した記憶がないなら、そういう行為はしてねえんだよ。わかってると思うが、おれは性犯罪者じゃねーぞ」

　さきっぽが「どぅえ！」となんだかよくわからない奇声を上げた。

「十勝くんじゃないなら、チキララのお腹の子のお父さんはどちらさんなの？」

「はて、夫がいない……そうなると我が子の父兄参観はどうすればいいのだ。困った」

「それ以外に困ることメッチャあるぞ！　千ち歳とせ正気に戻れ。そもそも妊娠してねーだろ」

「はっ、そうだった！　確かに今日からアレが来たんだった」

「にゃはは、チキララー、アレってもしかしてアレかい？」

　千歳は真まっ赤かな顔をして、おれのほうをチラチラ見ながら頷うなずいた。

「…………うん。現在女の子の日になってます」

　そのまま千歳は俯うつむいてしまう。

「おい千歳。そんなに恥ずかしいんなら発表しなくていいから」

「あれれ？　チキララがご懐妊ってわけじゃないんなら、チキララの中にもう一人いるってどうゆうことだい？　マトリョーシカ的なことかい？」

「千歳の身体からだの中から、一回り小さな千歳がでてくる。おい、それもう意味わかんねえ」

「じゃあじゃあ、もう一人っていったいなんすか？」

　千歳と丹たん下げは赤い顔をしたまま俯いちまってる。さきっぽのその質問を答えられるのはおれしかいねえようだ。

　カラオケ店に着くまでは核心的なことは話さねえつもりだったが、これ以上さきっぽを勘違いさせてると、おれ達はこの病院から出られなくなりそうだ。

「なあ、さきっぽ」

　おれはさきっぽの目を真っ直ぐに見た。これから言うことは冗談なんかじゃなく本気なんだって伝わるように。

「千歳の中にいるもう一人ってのは……三みつ石いし留る萌もいのことなんだ」




　だいたい午後五時半。カラオケ店に到着。

　昨日とは別の店にした。昨日のカラオケ店には当分行けそうもない。最近いろんな子とキスし過ぎ男として、店員に顔をがっつり覚えられただろうからな。

　案内された部屋はデジャヴを憶えちまうほど昨日の部屋にそっくり。一杯無料のソフトドリンクのオーダーを聞かれる。なんでもいい。昨日と同じウーロン茶。

　昨日と明らかに違うことは一つ。

　さきっぽがいることだ。

　店に着いてすぐトイレに行ってたさきっぽが、部屋に戻ってきた。

「カラオケに着いたっすよ。チキララの中にミルモがいるってどういうことなんだい」

　ミルモってのは、さきっぽが小学生ん時に三石留萌を呼んでいたあだ名だ。

「ああ、話すよ。たっぷり焦らしちまったもんな」

　病院の待合いロビーじゃ落ち着いて話せないから、カラオケ店に着いたら説明すると言った。だから病院からここまで無言の十分間を歩いてきたんだ。

　昨日は、千歳の中に留萌の意識がいると丹下に信じてもらうのにちょっと時間がかかった。だが、今日はそんな時間は必要なかった。

「チキララの中にいるミルモ、おっす！　あーしの声が聞こえるかい？」

　さきっぽは始めっから留る萌もいの存在を疑っていなかったから。

　留萌は千ち歳とせの中から確かにさきっぽの声を聞いて、姿を見てるはずだ。

　千歳が言った。

「さきっぽよ。ちょっと待ってくれ……留萌よ、聞こえてるだろう？　でてきておくれ」

　……。千歳に変化がない。

　ひな壇芸人のように前のめり気味でソファに浅く腰掛けてる丹たん下げが「留萌ご指名よ」と呼びかける……けど。

　やはり千歳に変化はない。

　どうしちまったんだ？

　留萌はなぜ表に出てこれないんだろう。

　……表に出たくないのか？

　千歳にみんなの視線が集まったまま。千歳は困った顔で言う。

「……留萌は……さきっぽに……フラノンにまず伝えたいことがあるそうだ」

　おれ達の間に漂う、かなりシリアスな空気なんて微み塵じんも察することなく、店員が入ってきた。

　ちっとも失礼しますと思ってない声で「失礼しまーす」と陽気に言って店員は、なぜか、山盛りのプリンを持っている。

「スペシャル三段デコ盛りプリンデラックス、お待たせいたしましたー」

　そんなテンションの高いプリンは頼んでねえぜ。

　部屋間違ってるんじゃないの？

　店員にそう指摘したくなったが、さきっぽは「うむにゅ」とプリンの皿を千歳の前にひょいひょいと移動させた。店員は役目を終えて去っていく。

　どうやらプリンは、さきっぽが頼んだみたいだった。

「ミルモの前に、あーしからミルモに伝えたいことがあるっす」

　さきっぽはスプーンを千歳の手に強引に握らせた。

「あーしは夏祭りの次の日に聞いた……中学生のチキララの頭の中にミルモの意識だけがやってきたって話……すぐ信じれたよ。でも疑問があったっす」

　さきっぽの表情は真剣だった。おれ達も真剣だった。生クリームでしこたまデコレーションされたプリンだけが暢のん気きだった。

「ミルモは意識を飛ばして人とコミュニケーション取れる存在になったんなら、どーしてあーしのもとにやってきてくれないのかなって」

　それの答えは簡単だった。

　留萌が意識を飛ばせるのは、通り魔に狙ねらわれた相手にのみ。

　まだそのことを知らないさきっぽは、妙に淋さびしい声で続けた。

「あーし考えたんだぁ。そんで、わかったっす。あーしはミルモに悪いことしちまったから、ミルモはあーしのもとに来てくれないんだって」

　さきっぽの顔に深い後悔の色が浮かぶ。

　マックのテイクアウトで「Ｍサイズじゃ足りないっす、Ｌサイズ二つにしとけばよかったぁ」って呟つぶやいたときだって、そんな後悔の顔はしてなかった。

　千ち歳とせがこの場のみんなが抱いた疑問を、さきっぽに訊きいた。

「さきっぽは留る萌もいにどんな悪いことをしてしまったんだ？」

　なぜか、テーブルにはデカいプリンがある。

　なぜか、さきっぽはらしくない後悔の顔をしちまってる。

　その両方の謎なぞの答えを、さきっぽは言う。

「……ミルモが襲われてしまったあの日、給食時間にミルモが一口あげるってプリンをくれたっす。なのにあーしったら食いしん坊だから、一口で三分の二も食べてしまったよ。

　だから、ミルモはあの日あーしと一緒に帰ってくれなかったんだぁ。

　ミルモはあーしのこと恨んでるから、チキララのもとには行ったけど、あーしのところにきてくれないんだ。

　うぅ、ミルモ、どうかこのプリンを胃袋にお納め下さい。あーしの罪をお許しください」

　さきっぽはぺこりと頭を下げた。

　その顔を上げたときには、涙まで浮かんでいた。
















　おれは丹たん下げと目があった。凄すさまじく微笑ほほえましい理由で、留萌に対して罪悪感を抱くさきっぽ。多分、ここは笑っちゃダメなマジなシーンだが、やべえ笑っちまいそうだ。丹たん下げが笑うまでは、おれは笑わねえぞ。

　おれと丹下が我慢比べをしてる中、千ち歳とせが急に眠りに落ちたみてえにその顎あごがガクッと下がった。

　そして、留る萌もいが出てきた。

「……フラノンったら、そんなことを気にしてたの？　プリンのことなんて今の今まで忘れてたよ。ふふっ、第一そんなことで人を恨む人なんていないよ」

「ミ、ミルモ？　ミルモ！　ミルモぉおおおお！」

　さきっぽはカラオケのテーブルの上を歩いて、まさしく最短距離で留萌に飛びついた。

　再会のハグ。

　さきっぽは本気で泣き始めた。

　うぇええーん。うぇええーん。

　またおれと丹下は我慢比べをするはめになった。笑いそうなんじゃない、もらい泣きしそうなんだ。室内のミュージックビデオは珍しく空気を読んだ。あなたに会えてよかった。そんな歌詞のバラードがしんみり流れてる。

　留萌は迷子になっていた我が子を抱きしめるように……、

　ゆっくり、ゆっくり、何度もさきっぽの頭を撫なでながら抱きしめていた。

　さきっぽの涙はおさまってきて、嬉うれしそうな顔に変わった。

　ハグの姿勢のまま、さきっぽは言った。

「あーしは、一口食べていいよって言って、三分の二食われたら凄すさまじく悲しい気分になっちまうよ。食べ物の恨みは怖いです」

「わかったわ。あたし、フラノンが一口あげるって言ってきたら小さじ一杯分にしとく」

「ミルモ、今日はプリン三分の三食ってくれでやんす」

　それから。

　プリンを食べる留萌を見守った。誰だれかがあんなに嬉しそうにプリンを食うのを初めてみた。スペシャル三段デコ盛りプリンデラックスはボリュームありすぎ。

　留萌は二段を食べて、幸せそうな顔で満腹になった。残りの一段はおれ達で食べた。全部食べ終わってから、千歳の分がねえことに気づいた。でも今から千歳が表にでてきても、すでに満腹なんだ。おれ達四人は、ごちそうさまのあとに、今度千歳にプリンをごちそうしようって心に決めた。

　まあ、なぜプリンをプレゼントされるのか、理由を知らない千歳は素直に喜んでくれることだろう。




　美お味いしくプリンを食べて、このまま各自持ち歌でも披露して、カラオケを満喫できれば素晴らしい話だった。だが、おれ達にはやらなきゃいけないことがあった。

「ねぇフラノン。聞いてほしい話があるの。なんであたしがちーちゃんの中に意識を飛ばしているのか」

　さきっぽは神妙な顔で頷うなずいた。なにかマジな話が始まると察したんだろう。

　そして、留る萌もいは話し始めた。

　真夜中の公園で、昨日カラオケの一室で、今日またカラオケの一室で。

　おれが留萌の身に起きた悲劇的な話を聞くのは三回目だ。

　何度聞いても、同じ印象ではなかった。

　違う胸の苦しみに襲われる。

　普通はどんな重い話だって、何度も人に話してるうちに少しは軽くなるもんだ。繰り返すうちに話すことに慣れて、悲しいことだってスラスラと説明するみたいに上う手まく言えるようになる。

　でも留萌は、上手くならなかった。

　だって、留萌は話す度にまた新しい心の悲鳴を上げながら言葉を紡いでいるんだから。




「──そして今年の夏。ちーちゃんに再会できたの」

　話は終わった。

　留萌が話してる間中、さきっぽは留萌にしがみついていた。

　さきっぽの背中をさすりながら、留萌は言う。

「ねぇフラノン。これからあたしとちーちゃんに関わったら危険な目に遭うかもしれない。ううん、きっと危険な目に遭わせちゃうわ。

　……あたし、フラノンの写真大好きだよ。そうだ、写真家デビューしたんだよね。フラノンすごい！　才能あると思ってたもん。フラノンにはさ、これからも写真家としてバリバリ活躍してほしいなぁ。あたしずっと応援してるからね」

　留萌がなにを言いだそうとしてるか、おれにはわかった。丹たん下げもきっとわかってる。

　留萌はさきっぽを巻き込みたくねえんだ。

　さきっぽにはただただ安全な世界で、写真撮りまくりの食いしん坊でいてほしいんだ。

　おれもそうしてやりたい。

　でも、さきっぽは東ひがし神楽かぐらともう知りあっちまったわけだし、千ち歳とせが通り魔に狙ねらわれてるとわかって、どっかに行っちまうわけがなかった。

　それを充分承知して留萌は、さきっぽに過去の話をしたはずなんだけどよ。人の心は決定をぐらつかせたりしちまうよな。

　留萌は今、さきっぽを巻き込みたくない思いと、さきっぽのそばに居たい思いで、揺れてるんだ。

　正面から留萌に抱きついていたさきっぽは、そのままの姿勢でなにか言い始めた。最初はひどく小さな声だったそれが、徐々に大きくなる。

「ももいもいちょ、ももいもいちょ。悲しいの悲しいの飛んでけ。ももいもいちょ、ももいもいちょ。悲しいの悲しいの飛んでけ」

　なんだそれは？

「ちちんぷいぷい」のリズムで口ずさまれるその言葉を、さきっぽはずっと言い続ける。

　自分の辛つらい過去を涙も見せずに話してた留る萌もいの頬ほおに、涙の滴が一筋、また一筋流れた。

　さきっぽは、留萌の頭を撫なでた。優しく優しく。

「『もいちょ』ってのは、ミルモの前のあだ名なんだぁ。留萌だからもいちょ。

　これはね、楽しみにしてたアニメを録画し忘れたみたいな悲しいことをね、一回口ずさめば忘れさせてくれるおまじないなのだ。ミルモは悲しい経験いっぱいしたんだね。ももいもいちょ、ももいもいちょ。悲しいの悲しいの飛んでけ」

　アニメを録画し忘れた悲しさを一回唱えると忘れさせてくれるおまじない。

　通り魔に襲われ、意識を飛ばせるようになってから経験した留萌の悲しみは、何回唱えたら、どっかに飛んでいってくれるんだろうか。

　留萌は、おまじないを聞きながら泣いていた。

　さきっぽも、おまじないを唱えながら泣いていた。

　丹たん下げも、堪えきれないように泣いていた。

　おれも、もらい泣きしてた。

　カラオケの一室でおれ達の声は重なった。マイクは使わない。それでも声はそれぞれの心にぶち当たる。

　ももいもいちょ、ももいもいちょ。悲しいの悲しいの飛んでけ。




　五分間くらい続いて、おまじないは終わった。

　おまじないを唱えだしたときは全員泣いていたのに、最後はカラオケの一室で変なおまじないをみんなで口ずさんでるって状況がおもしろくて、おれは笑いだしちまう。留萌もさきっぽも丹下も笑顔になってた。

　本当に、悲しみが飛んでいったようだった。

　このあとは、フードメニューで一番美お味いしそうなものをみんなで食べて、丹下のレパートリーの西野カナやさきっぽの十八番である「スシ食いねぇ！」を聴けたら、楽しい下校になるんだが、もちろんそうもいかない。

　留萌はさきっぽに通り魔の正体は……東ひがし神楽かぐらだと伝えた。

　さきっぽは言葉も失って、驚いていた。

　驚くのも無理ねえ。

　東神楽は我が校一のイケメンで転入二日目にして超人気者だ。ちなみにおれは我が校一の女の敵で入学四ヶ月で超有名人（スキャンダラスな意味で）だ。

　通り魔の正体を聞いたさきっぽは、おれ達と関わりあいになるのを避けるなんてことは当然なく、一緒に千ち歳とせを守る仲間になった。

　そして。

　通り魔対策の話しあいをするという段になったとき、

　留る萌もいは重大な発表をするように言った。

「昨日の夜中に、真っ暗な世界で一人で考えたんだけど」

　真っ暗な世界とは、意識を飛ばしていないときの留萌がいる世界だ。その暗がりの中には一点の光があり、そこに向かっていけば留萌の意識は千ち歳とせの中に飛んでいけるんだった。

「おう。考えたって、なにを？」




「……警察に通報しようと思うの」




　その対策はすでにナシだってことになってた。

　おれ達は東ひがし神楽かぐらが通り魔だと確信を持っている。

　だけどそれは、決定的な物的証拠があるからじゃねえ。

　留萌が意識を飛ばして、殺されてしまった女の子の身体からだの中にいたときに、やつの犯行を見たからだった。

　でも警察に、超常現象的な留萌の意識だけの存在を信じこませるのは無茶だろう。

　おれ達の間の「それは無理じゃねえか」って空気を払いのけるように、留萌は続ける。

「もちろん名乗れないから匿名での通報になるけど……。

　それでもいたずらかなんかだと思われないように、犯人が犯行現場でなにをしたか事細かく話すわ。犯人とその現場を見てた人にしかわからないことを警察に話すの。それなら信しん憑ぴよう性せいがあるでしょ」

「おう、でも留萌はよ、襲われたときのことを……」

　留萌は東神楽に襲われたとき、おれなんかじゃ想像もできねえようなダメージを心にがっつり受けちまってる。悲鳴を上げる留萌の心がなんとか保存できた記憶は、通り魔野郎の顔とナイフの有無だけだったはず。

　それなのに、警察に事細かく話すってのはいったいどういうことなんだ？

　留萌の瞳ひとみに強い光が宿った。

「大丈夫。昨日ちーちゃんと別れてから、襲われたときのことを思い出そうと頑張ったの。真っ暗な世界の闇やみを眺めながらね。

　頑張ったかいはあったよ。今まで思い出せなかったことも思い出せたんだ。

　……これまでのあたしはきっと、思い出すことから逃げてたんだね。もう逃げない」

　暗闇を見つめながら、心が悲鳴を上げて蓋ふたを閉ざした記憶を自力でむりやり思い出す。留萌の昨夜の戦いに、おれ達は胸を打たれた。

　午後七時前。こっちに向かってお尻しりを振る韓流アイドルのミュージックビデオに見送られて、おれ達はカラオケの一室をあとにした。




　公衆電話を街中で見かけなくなったと大人達は言うが、日々あっちこっちに下校してるおれ達からしてみれば、最寄りの公衆電話の場所なんてすぐにわかる。

　カラオケ店を出てだいたい五分。目的の場所に着いた。

　人通りの少ねえ路地。周囲は静かな暗がり。公衆電話は光の柱みたいに、闇やみの中にそびえ立っていた。

　これから留る萌もいは呼び起こしたばかりの辛つらい記憶を、見ず知らずの人に話さなきゃいけない。

　そんな戦いをしなきゃいけない。

　でも。

　留萌を一人になんかしない。留萌を一人で戦わせたりしない。

　留萌の手をさきっぽとおれがそれぞれ繋つないで、おれとさきっぽの空いているほうの手を丹たん下げが繋ぐ。

　おれ達はみんな繋がった。みんなで戦う。

　さすがに電話ボックスに四人は入らなかったが、なんとか留萌とおれとさきっぽは入った。丹下だけ身体からだの半分がはみ出してる。

　歩いてるだけで汗ばんじまうような夏の夜に、電話ボックスの中でギュウギュウ詰め。ほのかに甘い匂においがしたが、留萌のか、さきっぽのか、丹下のものかわからねえ。多分、三人分の女の子のが混ざった匂いなんだろう。

　丹下なんかは「十と勝かちちゃん臭プンプンじゃん」と笑ってる。

「なんだ、文句があるんなら、制汗デオドラントスプレーでもぶっかけてくれ」

　そう言ったんだが、女性陣は文句なんてないよって自然な笑顔を見せる。ひとまず、おれの匂い嗅かがせすぎで、誰だれかの気分が悪くなったらどうしようなんて考えんのはやめとこう。

　おれ達は繋いで手を離した。手は離れても身体は結構密着してる。心はもっと繋がっている。

　電話ボックスで本来の目的を実行することにした。

　緊急用の短縮ボタンってのがあったが、それを押さずに留萌は十円を入れた。

「ボタン一つ押すだけで繋がっちゃうって……いきなり過ぎだから」

　心の準備を整えるために……




『１』

『１』

『０』




　留萌は三つのボタンを押した。

　痺しびれるような呼び出し音のあと、

「はい、１１０番。警察です」

　電話は繋がった。

　留る萌もいは凛りんとした声で言う。

「四年前と三年前彩いろどり市しで、それと去年と今年Ｔ市で起きた通り魔殺人事件の犯人を知っています」

　繋つないだ留萌の手を強く握りしめた。




　……三十分間、留萌の声をおれ達は祈るようにして聞いた。

　学校帰りの犯行現場。刺し殺された三人の少女の最後。ナイフの形状。ケータイで犯行の様子を撮影してる犯人。そして、犯人は私立千ち恵え里り高等学校二年の東ひがし神楽かぐら当とう麻ま。

　留萌はそれらのことを必死に伝えた。

　おれ達も初めて聞く話で一番おぞましいエピソードは、少女の身体からだをナイフで好き勝手に刺してるとき、やつのズボンの中心が膨らんでいたってこと。直接的に言わなくたってわかる。やつは興奮してたんだ。下衆にもほどがあるぜ。

　彩市とＴ市の通り魔殺傷事件は警視庁のＨＰで特別捜査本部が置かれてたが、これまでに全くと言っていいほど物的証拠や目撃証言もなかった。

　応対した警官は留萌の話をしっかり聞いてくれてたが、「ところであなたのお名前は？」と聞かれた段で留萌が「匿名でお願いします」と言うと急に向こうの態度が冷え込んだ。

　殺人事件なわけだから、警察は当然事情聴取がしたいと考えてるんだろう。

　でも、留萌の存在を警察に話して信じてもらえるとは到底思えない。

「犯人は東神楽当麻で間違いないんです。早く捕まえてください。お願いします」

　留萌は真剣にそう訴えたが、匿名のタレコミだけで迂う闊かつに動けない旨を説明された。

　受話器から漏れてくる向こうの声に、わずかな苛いら立だちが混じっているのがわかった。

　匿名だから、いたずらとでも思ってんのか？

　匿名だから、虚偽の可能性があるとでも思ってんのか？

　匿名の情報提供じゃ、裏が取れないってやつなのか？

「名乗ったら犯人に狙ねらわれるとでも思ってるのかい？　大丈夫だから警察を信じなさい」

　信じてるぜ。だから信じてほしい。おれ達の言ってることをよ。

「事情があって名乗ることができないのですが、今まで話したことは全て本当のことなんです。真偽のほどを確認してください」

　留萌は懸命にそう訴えたが、警官は電話の向こうで大きく溜ため息を吐いた。

「あのねー、そっちの長い話をわざわざずっと聞いてあげたんだから、私はどこどこの誰だれだと言いなさい」

　強い口調で責められる。まるでこっちが犯罪者のようだった。

　今まで努めて冷静に話していた留萌だったが、その声はもう涙混じりになっていた。祈るように言う。

「名乗れなくてすみません。でもお願いします」

　警官は留萌の声の涙に気づいたんだろう。困惑したようにこう言った。

「そう言われてもね、そういった通報は他にはないので」

　電話ボックスの中で、おれ達は途方もない無力感に襲われた。

　他に東ひがし神楽かぐらが犯人だという通報がないから、この匿名通報は相手にされない。なんて馬ば鹿かな話だ。

　丹たん下げは電話ボックスの強化プラスチックの透明な壁を蹴けりつけていたが、留る萌もいはどこまでも気丈だった。

「犯人の東神楽は犯行に及ぶ一週間くらい前に安産祈願のお守りを、被害者の子の家に送りつけています。彩いろどり市しの三みつ石いし家、古こ賀が家。Ｔ市の遊ゆ佐さ家、望もち月づき家。

　……どうか調べてください」

　向こうがなにかを考えているような沈黙。

　留萌の思いが警官に届いたんだろうか。

　わずかな間のあと、警官の声が返ってくる。

「あのね、お嬢ちゃん。やっぱり名前をちゃんと名乗ってもらえるかな？　匿名じゃあ、その東なんとかって人に対しての誹ひ謗ぼう中傷だと思われちゃうよ」

　狭い電話ボックスの照明の光を浴びた留萌の顔は真っ白になっていた。夏の夜にすし詰めの電話ボックス。暑いはずなのに、おれはそのとき確かに寒さを感じた。絶望は、心を氷点下にしちまう。

　返事ができない留萌。警察が言う。

「もしもーし。お嬢ちゃん、名めい誉よ毀き損そんって言葉は知ってるよね」

　人形のように力なく立つ留萌が持つ受話器を、おれとさきっぽと丹下が同時に掴つかんで、ガチャッと切ってやった。

　１１０番は無料だから、最初に入れた十円玉が返還された。カランと間抜けな音が一つ、おれ達の間に虚むなしく響いた。

　留萌は電話ボックスの中でひどく疲れたように、膝ひざから崩れる。

　でも、人口密度の高い電話ボックスでは膝をついて倒れることなんてできない。

　力を失った留萌の身体からだを、おれとさきっぽで支えた。

　警察はなにもしてくれねえ。

　東神楽は、おれ達で倒すしかない。

　留萌の意識はでたらめに消耗しちまったから、電話ボックスを出ると意識を飛ばして自分の身体に帰っていった。

　家に帰るために、おれ達は恐ろしく力の入らない足で、なんとか駅に向かった。

　その道中、留萌が表に出ていたときの出来事を千ち歳とせに伝えた。

　おれと千歳と丹下とさきっぽの四人で歩いているのに、笑顔の一つもない下校は初めてで、買い食い大好きのさきっぽがたこ焼き屋を見向きもしないで素通りするのは、レアイベントだった。









第五話　学祭の回






　学祭の準備を頑張ってるから遅くなっちゃったとかなんとかゆって、夜の八時半に我が家に帰ってきた。

　あんまり食欲ないなぁと思ってたら、晩ご飯は素そう麺めんと冷や奴。超ヘルシーで助かった。

　うちが食卓で一人ツルツルやってる間、リビングではパパとママがソファに並んで仲良くテレビ観てる。うちもたまに観てるクイズバラエティ。パパはひたすら芸能人より早く正解をゆうコトに燃えてて、ママはちょいちょいうちに話しかけてくる。




　まりもちゃん、今日の学校はどうだったの？

　めっちゃ忙しいよ。でも学祭準備超楽しいんだぁ。

　明日も遅くなるの？

　どーだろ。ごめんまだわかんないや。

　七時ぐらいに帰ってこれるんなら、明日の晩ご飯はステーキにしようと思ってるのよ。

　わぁ、豪勢だね。お肉好きー。買ってきたの？

　キララちゃんから貰もらったお肉でしょ。お土産みやげがステーキ肉って面白い子よね。

　そーだった。あはっ、キララに感謝だよねー。

　おお、まりもの友人のキララちゃんがくれたお肉か。キララちゃんありがとう！

　チョットパパ、いきなり会話に入ってきてテンション高いんですケド。




　こんなカンジで、家族の前ではいつものうちでいられたと思う。

　でも。一人でお風ふ呂ろに入って湯船に浸かってると、今日あったコトを思い出しちゃう。

　……電話ボックスでのコト。

　留る萌もいは辛つらい記憶を必死に思い出して１１０番したのに、信じてくれないとか警察マジでありえない。氏名を名乗らなきゃいけないって原則があるのはわかったけど、基本的なきまりごとを守りすぎだから。警察なんてきっとそんなマニュアル人間ばっかだから、未だに通り魔の東ひがし神楽かぐらを捕まえられないんだよ。

　もう、警察のバカ！

　今日の出来事の回想は電話ボックスでのコトから遡さかのぼって……カラオケでのコトに辿たどり着く。留萌とさきっぽの再会のハグを思い出すと、おまじないが頭の中に聞こえてきた。

　ももいもいちょ、ももいもいちょ。悲しいの悲しいの飛んでけ。

　やばい、泣けてくる。

　あんなに素敵な友達同士を引き裂いた通り魔が野放しになってるとか、ホント許せない。

　警察はバカだから、うちらがなんとかするしかない！

　確かな物的証拠とか有力な目撃証言がないとやつを逮捕するなんて無理な話で、現行犯逮捕なら文句なしで捕まえられるって状態なんだけど……。

　現行犯逮捕を狙ねらうなんて、チョットありえないよね。

　だってそれって、キララを襲ってる最中でやつを捕まえるってコトでしょ。さすがに危険過ぎだから。……やっぱり、物的証拠を押さえるしかないよね。

　うちは電話ボックスで、留る萌もいの話を聞いててわかったコトがあった。

　それは、今も東ひがし神楽かぐらは決定的な証拠を持ってるってコト。決定的な証拠……犯行で使ったナイフを血付きのまま所持してる……なんて思ったワケじゃない。

　東神楽は犯行の最中ケータイで動画を撮影してたって、留萌はゆってた。

　きっと、その動画を大事に大事に保存してるハズ。その動画を手に入れれば、東神楽の犯行を暴けるよね。じゃあ、どうやって動画を入手すればいいのか。

　ケータイを盗む？

　ううん。そんな動画を、ケータイに入れっぱなしなんかにはしておかないハズ。

　東神楽だってその動画を人に見られたらお終いだって当然わかってるだろうから……。

　普通に考えて、あるとしたら……自分の部屋とかだよね。パソコンに移してるんじゃないかな。じゃあ、どうやったら東神楽の部屋にあるパソコンの中の動画を見られるのかな。

　空き巣とか入っちゃう？　ムリムリ。東神楽が逮捕される前に、うちが逮捕されちゃうよ。……やっぱ、方法は一つしかないかな。
















　うちが東ひがし神楽かぐらと仲良くなって（表面上だけね）、彼の家に遊びに行って、隙すきを見て犯行を撮影した動画のデータを見つけてゲットする。

　これしかないよね。こんなコトしたら危ないかな？

　でも、今はまだ安産祈願のお守りがキララに届いてないけど……なんにもしないで慎重になんてしてたら、きっとすぐもっと危ない状況に進んでいっちゃう。

　守りなんてダメ。攻めにまわらなきゃダメ。

　で、一番の攻めは動画を入手するコトだよね。

　東神楽に接近なんてしたら、うちの身が危ないのかな？

　ううん、それだって多分大丈夫。だって、通り魔が今現在狙ねらってる子に留る萌もいは意識を飛ばせるわけだけど、うちも十と勝かちちゃんもさきっぽも東神楽と知りあったけど、留萌はキララにしか意識を飛ばせないままだもん。

　ってコトは、うちは狙われてなんかない。

　東神楽はうちに接触してきた。でもそれは、うちと知りあって、キララの身のまわりのコトを知っておきたかっただけだと思う。うちを襲おうなんて思ってないハズ。

　もし、うちが動画のデータを狙ってるって東神楽が気づいて、うちを狙うようになったら、留萌の意識がうちに飛んでくるようになるんだから……留萌の意識が飛んでくるまでは安全ってワケだよね。

　うちの脳裏には、電話ボックスを出たあとの暗い下校が思い出される。

　十勝ちゃんもキララもさきっぽもいるのに、あんな淋さびしいカンジで歩くのとかもう絶対ヤダ。うちらの楽しい下校を取り戻すために、うちはうちのできるコトをやんなきゃ！

　湯船から出ると、うちは脱衣所のカゴに入れておいたケータイを取りに行った。

　昨日、東神楽と下校したってメールしてきた同級生の子が、そのメールで東神楽のメアドをゲットしたってゆってた。そのメアドを教えてもらって、東神楽にうちからメールしてやる。十勝ちゃん以外の男にメールするのとか初めてだけど、文章なんてすぐ浮かぶ。

　だって、うちは十勝ちゃんに送るメールの文章以外、基本悩むコトなんてないから。
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　留萌が電話ボックスでとっておきの勇気を見せてくれた日から十日が過ぎた。

　おれは東神楽の犯行を明るみにするため、証拠集めに奔走した。

　市内全ての神社をまわって、安産祈願のお守りを購入した東神楽の証言を探した。

　証言が取れたところで、それで警察が東神楽を逮捕してくれるとは思わなかったが、なにもできないで日々が過ぎていくのは耐えられなかった。だからＴ市内の神社だって駆けずりまわったし、犯行現場にも行ってみた。

　おれは名探偵でもなくて、悲しいほどただの高校生だった。収穫はゼロだ。

　探偵にはなれなくても、ボディガードはきっちり務める。

　千ち歳とせには普段通り学校に通ってもらったが、下校中も休み時間も千歳が一人になっちまうことがねえように努めた。おれは女子トイレ以外は千歳にべったりだ。おかげで我が校一のラブラブカップルと噂うわさされるようになった。

　ここ最近のおれは、やじうまに冷やかされてもあまり気にしなくなった。

　おれのあだ名は、女の子の想像力が尽きるまで増え続けてる。男に対する蔑べつ称しようを言えば、たいていおれのあだ名の一つに該当する。

　東ひがし神楽かぐら対策のためだが、おれと千歳と丹たん下げとさきっぽはこれまで以上に一緒にいるようになった。昼休みなんて四人で仲良くお弁当を食べる。

　丹下がおれを好きだってことは全校に知れ渡ってるから、おれは女の子の気持ちを弄もてあそぶ最悪三み股また男として悪名をとどろかせていた。最強ハーレム野郎と羨せん望ぼうの目で見られることもあったけどよ。学祭の準備をしてるとき、おれの子分のような立ち位置にいるクラスの男子が、ニヤニヤしながら言ったきた。

「三股とは、勝ち越しさんは漢の中の漢っすね。いやー、あと少しっすよ」

「ん、なにがあと少しなんだ？」

「勝ち越しさんと言えば、恋愛の横綱っすよ。あと一股増やせば、四よん股また。四し股こふめるっすよ。そうなったら勝ち越しさんじゃなくて、勝ち四股さんすね」

　もはや、この男子がなにを言ってるのかよくわかんねえ。ただ、三股野郎を漢の中の漢と思ってる、やつの考えを改めさせてやりてえ。

　改めるといえば、この十日間におれ達の間で一度しっかりお互いの知ってることの共有した。

　千歳の中に留る萌もいがいたことによって、いろいろな勘違いが生まれていたからだ。

　勘違い修正会と銘打たれたこの話しあいは、千歳にとっては驚きの多い集いになった。

　なにせ千歳は、このとき初めておれが夏祭りのときに留萌とキスしたことを知り、丹下がおれのことを好きだと知り、丹下とおれがキスしたことも知ったからだ。

　これらの事実を一度に聞いた千歳は、一言。

「わたしの唇が十と勝かちの唇に触れている。まりもよ、お昼の放送の恋愛相談コーナーに便りを送りたいのだが宛あて先さきはなんだ？」

「ナニ、うちに相談ならそんなの送ってこなくていいから。直接聞いてよ」

「わたしのあずかり知らぬところで、わたしの唇はキスを済ませているのだが。次にわたしがキスをしたら、それをファーストキスって呼んでいいのか？」

「特異なケースの相談ね。……もちろんいいよ、ファーストキスは唇でするんじゃないの、心でするものだから」

　丹下は名言を口にするようなトーンで、そう言った。

「ありがとう、さすがまりもだ。頼りになる。今度からは恋愛だけじゃなく、人生の決断に迷うことがあっても相談するぞ。お昼の放送に相談を送ればいいか？」

「そんな重い相談やめて。送られてきたら困るから」

　送られてきたら困ると言えば、この十日の間も東ひがし神楽かぐらから安産祈願のお守りはまだ送られてきてない。そのことには多少なりとも安心できたが、東神楽を捕まえる手立てのないまま、夏休みは終わっちまった。

　そして、今日は学祭当日になっていた。




　おれのクラスの催し物はカレー屋。

　教室入り口に設置された巨大インド象が目印だ。鼻が異常に長くて、ツタのように天井を這はっているが、あれは完全に悪ノリしすぎた。せっかく集めた発泡スチロールを使い切りたくてね。

　で、肝心のカレーの売り上げをアップさせるため、女子達は総出でウエイトレスと厨ちゆう房ぼう係をしてる。

　何人かのクジ運の悪い男子が皿洗い係にかり出されて、それ以外は学祭の当日はまるっきし自由行動。おれは運のいい方の男子だった。クラスの女子達が、三み股また男とは一緒に働きたくないから閉め出されたんじゃねえか、と邪推するのはやめとく。

　只ただ今いま、午前九時半。

　おれは千ち歳とせがウエイトレスをやってるはずのメイド喫茶に向かった。

　いつも見慣れた廊下も教室も、学祭の最中だと全く別の姿におめかしされてる。

　生徒の家族も近隣の住民も自由に来場できるから、学校はいつもの二倍は人がいるようだ。祭りのムードのせいか勝手に気分は盛り上がってきちまう。

　学祭ってのは、下校の次くらいに素敵な学校行事だぜ。

　ここ最近、通り魔のことがあるから絶えず気を張っていた。

　千歳が狙ねらわれてるとわかってるんだから、緊張状態が続いちまうのも当然の話だ。

　でも、東神楽の犯行予告である安産祈願はまだ届いてねえ。

　千歳を一人っきりにすることがねえなら、学祭を少しぐらい楽しんでもいいはずだ。

　息抜きってやつが大事だ。ぶらぶらと校内を歩いて、おれは行列をつくってる教室を見つけた。千歳のクラスのメイド喫茶だった。フリルが段になったカーテンで仕切られているから、廊下からは教室の様子が見えなかった。

　廊下の壁にはメニュー表が張り出されていて、おれは列に並びながらそれを眺めた。

　サンドイッチやハンバーグやミートソースが三百円。コーヒーや紅茶が百円。いいね、良心価格だ。メニューにはカレーもあって、三百五十円だった。うちのクラスの本格派インドカレーはターメリックにこだわった九百五十円だ。

　確か赤字になったら、最初に徴収された準備金が返ってこねえのを思い出して、おれは少し暗い気分になっちまった。返ってこいよ五千円。

「でさ、四つ葉のクローバーを渡せばいいってワケなのよぉ」

「好きな人に渡すとか勇気いるなぁー」

　前に並んでる一年の女子二人組の会話が聞こえてきた。

「学祭中に渡すんだよ。それで二人はポジティブな恋愛できちゃうの」

「ってか、そもそも四つ葉のクローバーとかどこに生えてるの？」

「そんなのスーパーで売ってるの買えばいいじゃん」

「スーパーに売ってるっけ？」

「なに言ってんの。茶ちや碗わん蒸むしとかに入れる、葉が三つのハッパあるじゃん」

「えっとー。自分で言ってるから気づいたと思うけど、それ四つ葉じゃなくて三つ葉だよね。食うほうの」

「え、じゃあ四つ葉のクローバーってどこにあんの？」

「そこらへんにはないから、恋のおまじないになるんでしょ」

　学校ってのは、適当な噂うわさが梅雨期のカビの繁殖のようにあっという間に広まる場所だった。おれと千ち歳とせと丹たん下げのスキャンダルだって、光ケーブルのネットワークの速度で広まったしな。

　女子ってやつはよ、恋のおまじないとか好きだね。

　いったい誰だれが言い始めたか知らねえが、

『四つ葉のクローバーを学祭中に好きな人に渡せたら、二人はポジティブな恋愛ができる』

　って噂のようだ。ポジティブな恋愛ってなんだよ。

　おれは列に並びながら、なんとなく四つ葉のクローバーの生えている場所を思い出そうとしていた。高校入学してから市内のあっちこっちを歩いてるおれ達だ。

　千歳や丹下やさきっぽと帰ってるいつかの下校のどっかで、四つ葉のクローバーを見た気がするんだけど……あれはどこだったかな。

　ぼんやり考えてたら、急に列が短くなって、おれはメイド喫茶に案内された。

　内装には、ビックリさせられた。別に英国風だとかゴシック系のインテリアでデザインされてたわけじゃない。それじゃ予算がいくらあっても足りない。

　多分、視聴覚室から持ってきただろう遮光カーテンを隙すき間まなくがっつり閉めて、教室のあちこちはアロマキャンドルの燭しよく台だいが照らす淡い光の世界だった。

　テーブル（机を二個くっつけたやつにフリフリのテーブルクロスをかぶせている）に案内してもらった。おれにオーダーを取りに来たのは……、

「十と勝かちよ。来てくれたのか」

　メイド服がでたらめに似合ってる千歳だった。

「お、おう。繁盛してるようだな」

「ああ、食中毒が発生しないように神様にお祈り済みだから安心して食べてくれ」

「それ神頼みじゃなくて徹底した管理で防いでくれよ」

　おれと千歳が話してると妙に周りの視線を感じる。おれ達は不本意ながらこの学校のワイドショースターだった。おれはテーブルの上のメニューを見た。

「オススメとかあるのか？」

「うん。ブリ大根は自信があるぞ」

「お、そんなメニューがあるのか。どれどれ……おい千ち歳とせ、ねえぞ」

「……すまない十と勝かち。それはわたしの得意料理だった」

　……。おれと千歳が無言で見つめあう。

　千歳の向こうのテーブルで、どっかの男子がサンドイッチを運んできたメイドのウエイトレスに「千歳さんのブリ大根を食わせてくれ！」と、樋ひ口ぐち一いち葉ようと野の口ぐち英ひで世よを何枚か握らせた。ウエイトレスが「わたしがとっておきのを作るわよ」と言うと、男子は凄すさまじい早業で札を奪い返し、「いらねえ！」と捨て台詞ぜりふを吐いた。激怒したメイドが、サンドイッチを手裏剣のように男子に投げた。空中でサンドイッチが分解され、生ハムがこっちのテーブルまで飛んでくる。

　店のオススメじゃなく、うっかり自分の得意メニューを発表した千歳が気を取り直したように言った。

「十勝よ。サンドイッチが美お味いしいぞ」

「いや、サンドイッチ以外がいいな。オムライスとコーラにしとこうかな」

「オムライスはいいな。火を通してあるから食中毒の心配もないぞ」

「あれ、もともと全然心配してなかったんだが、心配になってくるな」

　店内は混み過ぎのせいか、メイド喫茶ってより忘年会シーズンの居酒屋みたいだった。千歳をいつまでも引き止めておくのはまずそうだな。おれは確認をした。

「なあ千歳。今日って、留る萌もいは何時頃ごろに来るんかな」

「今日は学祭だから留萌は三時くらいに来るらしい」

「おう、そっか。で、千歳は何時までここでメイドやってるんだ？」

「わ、わたしの、シフトか!?」

「いったいどしたよ。そんなに動揺させることを聞いたつもりはねえんだが……」

　千歳は妙にマジな顔でおれを凝視する。

「ここは、三時までウエイトレスをしてる予定だ。嘘うそじゃない」

「疑ってねえよ。そっか三時か。迎えに来るよ、そっからは一緒に行動しよう」

「うん。十勝と学祭巡るの楽しみにしてる。とても楽しみにしてる」

「おう、最近気張っててばっかだったしよ。今日ぐらい文化祭を思いっきり楽しもうぜ」

「そうだな。三時に連絡する」

「おう」

「十勝よ。最後に注文を確認するぞ、パラダイスとコアラだったよな」

「それオーストラリアですか。いや、オムライスとコーラ頼む」
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　うちってさ、基本やっぱり出来る子なんだよね。

　この十日間は、あまりにうちの思い通りにコトが運んじゃうから、チョット怖いぐらいなの。うちの能力の高さと運の良さにね。

　留る萌もいとさきっぽが四年ぶりに再会できて、電話ボックスで警察が全然頼りにならないってわかってからの十日間。

　うちは、東ひがし神楽かぐらを卑劣な通り魔だって証明するための物的証拠を狙ねらっていた。

　犯行を撮影した動画は絶対保存してあるハズ。

　うちは、動画をゲットするために電話ボックスから帰ってきた夜、東神楽のケータイにメールした。

『彩いろどり市しの街の案内してあげますよ』って内容。

　東神楽はうちがキララとすっごく仲いい友達だから、興味があるんだと思う。

　誘いにはホイホイ乗ってきた。

　それでメールのやりとりを何回かして、東神楽とお茶するコトになった。

　東神楽に接触して動画をゲットしようとしてんのは、独断の作戦だから、十と勝かちちゃんやキララや留萌やさきっぽにはバレないようにしなきゃいけない。

　十勝ちゃん達は保守派だから、そんな危険なコトしちゃダメだって絶対ゆうだろうし。

　でも攻めに転じなきゃ、いつまで経たってもキララの安全は確保できないのに。

　もちろん、いくらガンガン攻めよう派のうちでも、無む闇やみやたらと危険な目に遭いたいワケじゃないの。ちゃんと、できる限りは危険を回避したい。

　ってワケだから、うちは東神楽とお茶する放課後までに一年女子のネットワークをちょちょいと駆使して、彼の住んでるところを調べた。

　すごいよね。だって次のテストの出題範囲なんて記憶にゼロなくせして、イケメン君の情報ならみんななんでも知ってるカンジなの。だいたいの住んでるところさえわかればよかったのに、結局住所は番地までわかっちゃった。

　うちは、帰り道に東神楽の家の近くを通るトコに住んでる友達をリストアップした。で、ちょうどいいトコに住んでる子がいたから、その子に聞いてみた。

　うちと一緒に東神楽先輩とお茶しない？

　その子は即答ってカンジで誘いに乗ってきた。

　うちのコトをめっちゃ感謝しまくってて、もともと「まり姉」ってうちのコト呼んでたけど、「姉様」って呼んでくるようになった。妹分が一人できたとかウケるし。

　で、当日の放課後。東神楽とうちと、妹分の三人で、学校帰りにあんみつの美お味いしいカフェに行った。東神楽がキララのコトを知りたくて、うちのコトを誘ってきたのは知ってたから、うちは意地でもキララの話にならないように、東神楽に質問攻撃しまくった。

　休日はナニしてるんですか？　女の子にモテますよね？　芸能人だと誰だれに似てるってゆわれますか？　好きな映画とかなんですかぁ？

　東神楽は律儀に全部答えてくれたと思うけど、なんも憶えてない。だって興味ないもん。

　終始うちらのガールズトークしまくりで、甘くて美お味いしいスイーツを食べまくってたけど、東ひがし神楽かぐらはやっぱキララが気になるのか、

「千ち歳とせキララさんって、どういう人かな？」

　って聞いてきた。妹分は即答が得意みたい。サラッと答えた。

「美少女。ネガティブ思考。あんな顔に生まれ変わりたい」

　カフェで出たキララの話題は以上で終わった。美少女だってコトも、ネガティブだってコトも、全校中が知ってるコトだ。別に東神楽に聞かせてやったからって、なんちゃない情報だよね。




　カフェを出る。こっからが大事。うちがわざわざ東神楽の家の近くを通って帰るトコに住んでる友達を誘った意味が発揮されるってワケ。

　うちは今日このあと妹分の家に遊びに行くと東神楽にゆってある。

　これなら、うちら女子二人は東神楽が家に帰るのを見届ける展開になる。

　そして、そろそろ東神楽の家ってところで、作戦を実行した。

　うちは、途中のコンビニで買ったトロピカルジュースをよろけたふりして、妹分の上着と首のあたりにビチャッとかけた。

　盛大にかけちゃったから、てんやわんやの事態。

　それで、東神楽はうちがほしかった一言を口にしてくれた。

「僕の家すぐそこだから、寄っていくかい？　タオルとか貸せるよ」

　ヤッター。うちは作戦が上う手まくいったコトに歓喜した。

　いきなり先輩の部屋に遊びに行きたーいとかゆっても、東神楽がうちらを家に上げてくれるとは思えなかった。だからこそ、この作戦なの。

　妹分は、急きゆう遽きよ東神楽の家にお邪魔できるとわかって、少女マンガのヒロインみたいな瞳ひとみをした。ジュースをいきなりかけられたのに、またもうちに感謝してる。

　うちへの呼び方が「姉御」に変わる。姉御って姉様より上なの？　どーでもいい謎なぞ。

　東神楽の家は、閑静な住宅街に建つ一軒家だった。

　東神楽宅って言い方がしっくりこない。東神楽邸ってカンジ。東神楽御殿ってゆーのもアリなくらい立派でデカイ家だった。

　家に上げてもらってからは、妹分がタオルを借りて顔を洗ってる。

　東神楽はうちを部屋に案内してから、トイレに行ったみたい。だから、部屋で一人になる時間がほんのチョットだけあった。

　だけど、あわててパソコンをいじるようなマネはしない。

　動画データを探してるところで東神楽が部屋に戻ってきたら、適当な理由でごまかすのはきっと難しいから。焦っちゃダメ。用意周到にいかなきゃ。

　だから、一人でいられたわずかな時間でやったコトは一つだけ。

　化粧ポーチからお気に入りの小さな手鏡（結構高かったやつ）を取り出して、それを東神楽の机の陰に落とした。

　東ひがし神楽かぐらや妹分が部屋にいても隙すきを見て、隠すつもりだったけど、その苦労がなくなってラッキーってカンジ。

　それから、東神楽と妹分とうちの三人で、部屋でチョットだけトークした。

　妹分は東神楽の部屋に入れてテンションだだ上がりだったから、うちがほとんど話さなくても、会話が尽きるコトなかった。

　息子が女の子を連れてくるのがよっぽどレアだったのか、東神楽ママがニコニコしながらお菓子を持ってきてくれた。東神楽ママを一目見て、自信を持った。チョットしたやりとりを交わして、確信に変わった。

　──この人、絶対いい人だ。

　もしかしたら、東神楽本人と仲良くなるより、このママと仲良くなるほうが簡単かも。

　結局、お菓子をご馳ち走そうになって小一時間くらいでおいとました。

　収穫が多くて、うちは大満足。もちろん、妹分も大満足だった。

「これ東神楽先輩の部屋のカーペットで見つけたんですよ」

　妹分のてのひらには……一本の髪の毛？

「姉御、世界のクローン技術はどこまで進んでましたっけ？」

　どっかのイケメンを量産しようとするのは別に止めないけど、通り魔を量産するのはやめて。うちは妹分の目をしっかり見て、ゆってあげた。

「科学技術に頼るような恋愛しちゃダメよ」

　妹分は素直だった。てのひらの髪の毛にフーと息を吹いて、夕暮れ時の夏空に飛ばす。

「わたしは、これを恋のお守りにして頑張ります」

　妹分のもう片方の手には、今度は白い毛が握られていた。

「ナニそれ？」

「東神楽家のタオルの毛です」

　うちはガックシと肩を落とした。だって、こんな危ない女子の家に今から遊びにいかなきゃいけないワケだからさ。




　東神楽邸には、すっごく高そうな車が一台停まってたけど、それは東神楽パパが早朝に乗っていってしまう。日中は家に自家用車がない状態。

　東神楽ママは、徒歩か自転車で行ける範囲内のスーパーでお買い物するハズ。

　夏休みって、いいよね。だって思う存分張り込みができるから。

　うちは、クラスの学祭準備も適当な理由で断って、東神楽邸を一日張り込んだ。

　張り込みに最適な住宅街の隠れ家的カフェがあったの。うちはこのカフェには今までに何回か来たことあるし、お昼の放送でも紹介したから、カフェのマスターはうちと超知り合いってワケ。

「ここのスイーツを食べながら、糖分摂取してテスト勉強したいの」

　ってお願いしたら、快く窓際の席に案内してくれた。そこは東ひがし神楽かぐら邸の玄関が見える絶好の席なの。

　で、張り込み初日、三時間くらい経たった頃ころ、東神楽ママが出てくる。

　うちはカフェのマスターにお礼ゆって、カフェを飛び出した。

　尾行したら……ラッキー。希望通りスーパーにお買い物だった。

　うちは、偶然ここのスーパーに来た風を装って、この前はお邪魔しましたってカンジで東神楽ママに声をかけた。

　東神楽ママはすぐにうちが誰だれかわかってくれて、そっから立ち話で盛り上がっちゃった。会話を弾ませるのは簡単だった。

　東神楽ママは当然息子のコトを好きだろうから、東神楽のコトを褒ほめまくって、多分学校の様子とかあんま知らないだろうから、学校での東神楽がいかに人気者なのか教えてあげた。東神楽ママは息子が転入先で、みんなとうち解けてる話を聞けて嬉うれしかったようだ。

　東神楽ママはうちに「また遊びにきてね。当とう麻ま君には内緒でまた当麻君の話聞かせてね」とゆってた。いいカンジ！

　スーパーでの別れ際、東神楽ママに、

「まりもちゃんが当麻君の彼女だったら嬉しいわ。まりもちゃんのような明るくて可愛かわいいお嬢さんと一緒にお菓子を焼くのが夢なの」

　なんてゆってもらっちゃった。うちは完かん璧ぺきに東神楽ママのお気に入りになれた。

　いい人だなって思える東神楽ママを殺人犯の母親にしてしまうのは、チョットだけ気が引けちゃうけど、だからって東神楽を野放しになんてできるワケない。

　うちは、作戦を最終段階に進めるコトにする。

　今日は学祭当日。

　東神楽は間違いなく学校に行っているから、家にはいないハズ。

　家族を学祭に招待できるけど、実際学祭に両親を呼ぶ子はそんなに多くないし、特に男子はあんまり呼ばないから、かなり高い確率で東神楽ママは家にいる。

　午後一時頃。うちは、東神楽邸のインターフォンを押した。

　案の定、東神楽ママが出てくれた。うちの突然の来訪にも困惑するコトもなく、玄関口で「この前はスーパーで、ばったり会っちゃったわね」と笑顔で話しかけてくれる。

「今日は当麻君いないのよ。約束してたのかしら？　あら、今日はそういえば文化祭だったわよね」

　うちの作戦を完成させる言葉をゆった。

「すみません。実はこの前お邪魔したときに、東神楽先輩の部屋に忘れ物しちゃって……ちっちゃな手鏡なんですけど」

　東神楽ママは、うちの予想通りの反応をしてくれた。

「あら、それは大変……どうぞ、当麻君いないけど部屋探してみて」

「すみません、お邪魔します」

「まりもちゃんごめんね。今ね、ケーキ作ってて、目が離せないから案内できないんだけど、当とう麻ま君の部屋は階段上がって──」

「大丈夫です。場所わかります。ケーキ作りのお邪魔してすみません」

「いいのよ。あ、後で味見してくれないかしら？　当麻君も大好物のチーズケーキなの」

「美お味いしそう。お母さんがケーキ焼いてくれるなんて素敵」

「今日は当麻君の誕生日なのよ。当麻君の部屋の帰りにキッチンにきてね」

「ハイ」

　東ひがし神楽かぐらママの監視のもと手鏡探しをしなきゃいけない状況だったら、計画は頓とん挫ざしてるところだったけど、うちは自由に動ける。うまくいったってカンジ。

　階段を上がっていくとき、うしろから「まりもちゃん」と声をかけられた。

　えっ、ナニ？

「当麻君も年とし頃ごろだから部屋にエッチな本でも隠してるかもしれないけど、見つけても黙っててあげてね、まりもちゃん」

　東神楽が隠してるのは、エッチな本みたいな可愛かわいいもんじゃない。きっとすっごいエグい動画が隠されてるハズなの。




　東神楽の部屋に入るのは、二回目だった。

　でも今は一回目のときと違って、しっかり調べるコトができる。

　調べるものの目星は付けてる。

　机の上のノートパソコン。

　うちはそれを起動させた。Windowsの起動画面を焦れったい気分で見つめた。

　新しめのパソコンみたいで、立ち上がるのは早かった。

　アカウントは１つしかなかったみたいで、すんなりログインできた。

　こっから見落としがないように念入りに確認してく。

　絶対このパソコンの中にあるハズ。デスクトップ画面の十数個並んだアイコンをザッと確認する。さすがに、ここにはないみたい。

　次はピクチャーのフォルダの中を探す。

　……。壁紙向きのどっかの綺き麗れいな風景を写したサンプルピクチャーしかない。

　ドキュメントのフォルダの中は……ダメ、なんも入ってない。

　Ｃドライブの中に、闇やみ雲くもに変なフォルダはないかと探すケド。

　なんもない。エッチな画像とか動画すらない。

　ほとんどパソコン購入時からインストールされてるっぽいフォルダしかなかったから確認するのは、そんなに手間じゃないけど問題の動画がないんじゃ意味ない。

　空き領域だらけのＤドライブの中も見てみた。

　……胸が一つドクンと脈打った。

　動画のファイルが一つある。

　マウスを握る手が思わず震えちゃう。

　うちは念のため、音量をミュートにしてからカーソルをそのビデオクリップに合わせた。

　痙けい攣れんしちゃいそうな指に力を込めて、マウスをクリックした。

　──WindowsMediaPlayerが起動する。

　映し出されたのは……なんてことない。

　ビデオカメラの試し撮りをしてる東ひがし神楽かぐらママが、家の庭を写してる動画だった。しかも撮影時間は一分二十秒だし。東神楽邸の春の庭を見ててもしょうがない。

　うちは、そのビデオクリップを閉じた。

　画面の右下の小さな時計が『13：21』と表示してた。

　うちが東神楽の部屋に入ってからそろそろ十分。東神楽ママに変に思われちゃうよね。

　せっかく一人で東神楽の部屋を自由に調べられるチャンスだっていうのに、このままじゃ収穫は東神楽邸の庭のガーデニングがすごいってだけじゃん。

　うちは何気なく……ホント何気なく、ミュージックのフォルダを開いた。

　そこにあるジャズとかクラシックのサンプルミュージックの中に、一つだけサンプルじゃないフォルダがあった。

　そのフォルダは……、

『性の歓び獲得行為』
















　って書いてある。

　ナニコレ？

　開こうとしたけど、ＰＷパスワードを求める画面がポップアップされる。

　変なタイトルのフォルダ。そして、ロックがかかってる。

　うちは確信した。

　これが……東ひがし神楽かぐらが撮ってたってゆう犯行中の動画に違いない！

　性の歓び獲得行為ってゆうわけわかんないタイトルも不気味だけど、このフォルダをミュージックのフォルダに入れておくやつのセンス、意味わかんない。

　ナイフで刺される瞬間の女の子達の悲鳴は、やつにとっては音楽ってコト？

　ううん、考えんのはやめよう。

　今、うちが考えなきゃいけないコトは、ＰＷだ。

　東神楽だったら、ＰＷをナニにするか？

　すっごい気持ち悪いけど、やつの気持ちになって考えなきゃ。

　うちは、ひとまず『ChitoseKirara』って入力してみた。

　ダメ。ＰＷが違うって、表示されちゃう。

　いくら間違っても大丈夫みたいだから、うちはどんどん入力してみた。

『MitsuishiRumoi』

『KogaHaruka』

『YusaMariko』

『MochizukiMirai』

　今まで東神楽に狙ねらわれた女の子の名前を入れてみたけどどれもダメみたい。めげずに打ち込んでく。

『knife』

『seinoyorokobikakutokukoui』

『motemoteikemen』

『bokukosohentainingenndesu』

　……ダメだぁ。

　どれも解除できない。まあ、終わりの二個はやけになってふざけて入れちゃったけど……。いったいどんなＰＷにしてんのよ。

　ついこの前、東神楽はこの部屋にうちと妹分を招き入れた。あのときチョット疑問に思った。やつは通り魔で、この部屋に犯行の動画のデータを隠し持ってる。それなのに、他人をあっさり部屋に入れちゃっていいの？って思った。

　あのときは、その理由を東神楽はこれまでに全く自分が通り魔だと疑われたコトがないから、安心しきっちゃってるんだと思ったけど……、

　それだけじゃなかったんだ。簡単に破られないロックをしてるから、部屋に女の子を簡単に入れるし、堂々としてたんだ。

　うちは、東ひがし神楽かぐらならどんな言葉をＰＷパスワードにするだろうともう一度考える。

　クソー。こんなコトなら、東神楽とお茶したとき、やつはナニが好きとかもっとしっかり聞いておくんだった。

　そして、うちは、階段を上がってくる音を聞いた。

　パソコンを閉じたタイミングで、後ろの扉が開いた。

「まりもちゃん。捜し物あったかしら。よかったらケーキの試食してほしいの」

　うちは机と壁の間の手鏡をぴょいと取った。

「ハイ、たった今見つけたところです」

　それでうちは東神楽の部屋をあとにすることになっちゃった。




　　　＊




　さきっぽは今日は自分のクラスの手伝い（日本以外化け物屋敷っていう変な催しものだったと思う）に精を出してる。

　丹たん下げは、クラスの女子と学祭巡りをしてるって話だ。三時になったら千ち歳とせと共に合流する予定だ。おれは、クラスの男子と文化祭の出し物を見てまわったり、一人で見てまわったりもしたが、いまいち気分は盛り上がらなかった。

　やっぱりいつもの四人で見てまわりてぇ。いや、留る萌もいも入れて五人がベストだな。

　今は午後二時四十五分。

　千歳を迎えに行こうかな。小腹も空いてる。

　またメイド服の千歳が運んでくれるオムライスが食べたくなっていた。

　昼時を過ぎてようが、メイド喫茶には客が並んでいた。朝より列は短いから、すぐ店内に案内してもらった。オーダーを取りに来たメイド姿の女子に、おれは言った。

「オムライスとコーラ……あ、えっと、千歳は厨ちゆう房ぼうかな？」

　千歳の姿がフロアになかった。目の前のメイドは、急に怯おびえたような顔をする。

「あなたって、あの、池いけ田だ十と勝かちこと最悪三み股また男さんですよね」

「逆だよ。最悪三股男こと池田十勝だ。……この訂正むなしいな」

「オムライスとコーラですね。では」

「おい待ってくれ」

「すみません、わたし今日はその危険日なのでこれ以上は」

「おい、あんたいったいなに言ってんだ？」

「十勝さんと話し続けると知らぬ間に暗示をかけられて、十勝さんのことを好きにさせられて、口では言えないようなエッチなことされちゃうんですよね。セッ○スとか」

「おいあんた、口では言えないようなこと結局言っちゃってるよな」

「注文確認します。アドバイスと甲羅ですね」

「どっちもいらねえよ。っていうか、なんのアドバイスくれるのか少し気になるな」

「十と勝かちさん、一途な男になってください。浮気男は女の子を悲しませます」

「う、マジなアドバイスじゃねえか。で、あの、千ち歳とせは厨ちゆう房ぼうなのか？」

「キララさんはいませんよ」

「いない？　トイレかなんかか？」

「キララさんは一時までのシフトだから、それ以降はどこにいるのかちょっと」

「一時まで？　三時までじゃねえのか？」

「はい、一時で間違いないですけど」

「それって急に決まったのか？　千歳のシフトはもともと三時だったのに一時に」

「いいえ、最初からキララさんは一時まででしたけど」

「そっか。わかった」

「オムライスとコーラお待ち下さい」

　女子はおれから離れていった。千歳はなんでおれに嘘うその時間を教えてきたんだろうか。

　時間を勘違いしてたんだろうか？

　でもそれだったら、一時にメイド喫茶のお勤めが終わったときにおれに連絡してくれてもいいと思うけど。

　おれは千歳に連絡を取ってみようとケータイを取り出したとき……。

　メイドのウエイトレスが「相席いいですか？」と言ってきた。

　店内は混んでる。拒む理由はなかった。

　二人掛けのテーブルの向かいに、おれの母さんと年の変わらねえくらいの恰かつ幅ぷくのいい女性が座った。

　あれ、どっかで見たことがある。そう思ったときには、声を掛けられていた。

「あらあら！　キララちゃんの……彼氏じゃないの」

「どーも。千歳の隣の家の……占冠しむかつぷさんですよね」

　ニンマリと頷うなずいた占冠さんはお冷やを持ってきたメイドに「これで適当に美お味いしいもの見繕って」と千円札を握らせた。

　メイドは困った顔をしてるが、占冠さんはそれを別の困惑に捉とらえたのか、「あら、気づかなくてごめんなさいね。はいチップ」と五百円玉をメイドのポケットにねじ込んだ。メイドは終始占冠さんのペースに押され、ぎこちない笑顔を残して厨房に去っていった。

「そういうわけなのよ。キララちゃんの彼氏さんも残念よねー」

　なにがそういうわけなのだろうか。

「キララちゃんのメイド服姿楽しみだったんだけど……もういないなんて残念だわー」

「占冠さんは今来たんですか？」

「そうなのよー。キララちゃんに渡したいものあってねー」

「差し入れですか？」

「ううん、キララちゃんちに持ってよかったんだけど、キララちゃんに渡すってのを大義名分にして学祭にお邪魔しちゃおうと思ってね。だってね、これってキララちゃんのお父さんやお母さん宛あてじゃない気がするのよねー……あ、もしかしてキムとキララちゃんは二人の愛の結晶を早くも作っちゃったの？」

「あの、なんか婉えん曲きよく表現されてますけど。もしかして千ち歳とせがおれの子を妊娠したかどうか聞いてます？」

「きゃあ、大胆なこと言っちゃうのね」

「いやいや、なんで二人の愛の結晶が作られたと思ったんですか？」

「だって、それはねー」

　占冠しむかつぷさんはハンドバックをガサゴソとして、なにか取り出した。

　ん？　……茶封筒？

「この前、キララちゃんちって九日間くらいおばあちゃんちに行ってたでしょ。そのとき、郵便受けに入ってる新聞とかを留守の間預かってたのよ。それで、これも郵便受けに入ってたんだけど、渡すのを忘れちゃってて今日気づいたのよ」

　占冠さんは、表も裏もなんも書かれていない無地の茶封筒の口を開いて逆さにした。

　──パサッ。

　テーブルの上に、なにかが落ちた。




　それは、安産祈願のお守りだった。




　……………………………………………………え？

　おれはなにが起こったのかわからなくて、呆ぼう然ぜんと真っ白なテーブルクロスの上に転がる真まっ赤かなお守りを眺めた。

「なんなのかしらね。宛名も差出人の名前もないし、ひとんちにお守りを入れるのって学校で流は行やってる遊びかなにかなの？」

「あの、これっていつぐらいに千歳の家のポストに入ってたんでしたっけ？」

「えっとねー……キララちゃんちが帰ってくる直前だったと思うわ。今から十日とちょっと前くらいかしら」

　十日以上前に、もうすでに安産祈願のお守りは千歳に送られていた？

　おれはその事実が意味することを、やっと理解して……震えた。

　左の肋ろつ骨こつの内側、心臓がビクビクと短い悲鳴のように脈を打った。

　気がついたらケータイを取り出していて、千歳に電話をかけていた。

　……。

　出ない。一回切って、もう一回かけた。

　………。やっぱり出ない。

　千歳は今どこにいるんだ。

「占冠さん、このお守りは千歳に渡しておきます」

　おれはテーブルの上のお守りを手に取ると、席を立った。

「お願いするわね。あら、まだ食べてないんじゃないの？」

　ちょうどそのとき、おれが頼んだオムライスとコーラをメイドが持ってくるところだった。メシなんてどうでもいい、おれは走り出していた。

　まだ食ってねえから食い逃げじゃないはずだ。




　おれはメイド喫茶を出ると廊下を突っ走った。

　確か教室三つぐらい隣は、東ひがし神楽かぐらのクラスの催し物だったはずだ。

　わりと本格的なケバブの店。おれは客で賑にぎわってる店内を掻かき分けて、「すまねえ」と連呼して、並んでる客をどかしてレジに飛びついた。

　レジの女の子は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ちゃんと列に並んで下さい」

「なあ、東神楽はいるか？　今ここに東神楽はいんのか？」

「え、東神楽くんはいないけど……」

「どこにいるんだ！」

「そんなのわからないけど、学校のどこかにいるんじゃないの？」

　レジの女子に食い下がってると、隣にいた店員の男子がおれの前にやってきた。

「おまえなんだ。一年だろ、なに先輩を呼び捨てにしてんだよ。東神楽先輩って言えよ」

　確かに普段なら敬語くらい使う。でも今のおれには尊敬語なんてどうでもよかった。

「なあ先輩さんよ。おれが誰だれかわかるか？」

「ん？　誰だよ」

　男子の隣の女子が「あっ」となにか気づいたような声を上げた。

「あなたって、一年生の可愛かわいい子を軒並み食い物にしてる悪名高き勝ち越しじゃないの」

　店員の男子はおれの正体に声を無くして驚いてるようだ。おれは詰め寄った。

「先輩さんにもよ、好きな子ぐらいいるんだろ」

「そ、そ、それがいったいなんだっていうんだ!?」

「その好きな女をよ。おれの食い物にされたくなかったら、さっさと東神楽について知ってることを教えろ！　ひとまず電話番号わかるか！」




　店員の男子は頼んでもねえ特製のケバブをおれにくれて、東神楽のケータイに電話してくれた。

　が、繋つながらなかった。

　東神楽は女からのコールしか出ないのかもしれない。クラスの女子のケータイからもかけてもらったが、やはり東神楽は出なかった。留守電のメッセージが再生されるだけだ。

　もう、ここに用はねえ。おれは教室を飛びだそうとしたら、ケバブをくれた男子が駆け寄ってきた。なんの用だ？

「力になれなくてごめんよ。役に立てなかったけど、頼むよ。あ、これお土産みやげに」

　なぜかケバブを渡してくれる。

「頼むってなにが？」

「彼女には手を出さないでくれ。中学校からの片想いなんだ」

　噂うわさとはすげえな。おれに落とせない女はいねえとでも思われてるようだ。

　おれはピュアな先輩の恋路を邪魔する趣味はねえ。

「ケバブご馳ち走そうさん。その恋多分うまくいきますよ。先輩はよく見たらいい男だ」

　のんびりしてる場合じゃなかった。おれは廊下に向かって走り出す。背中で聞いた。

「勝ち越しさんにそう言ってもらえると勇気がでてきたよ。ありがとう！」

　なぜか先輩からもさん付けされる。

　学校でのおれの立ち位置はどこに向かっているんだろうな。




　千ち歳とせは所在不明で連絡がつかねえ。東ひがし神楽かぐらも所在不明で連絡がつかねえ。

　そして、十日以上も前に犯行予告の安産祈願のお守りは送られていた。

　悲鳴を上げたくなるような状況だ。

　おれはそこら中で、千歳や東神楽の名を叫びたい衝動にかられた。

　ダメだ、冷静にならなきゃいけねえ。

　まず、なにをすればいい？

　警察に通報するか？

　無意味だ。まだなにか事件が起きたってわけじゃねえんだ。力になってくれるわけがねえ。警察なんかより頼りになる仲間のもとに行くべきだ。

　おれは人混みを避け廊下をひた走る。さきっぽのクラスはすぐ近くだ。

　日本以外化け物屋敷というわけわかんない催し物の看板を見つけた。

　受付の子にツケで頼むと言い捨て、おれは手前の入り口から入っていった。

　ニンニクと十字架とツタンカーメンの棺とドクロとコウモリと……とにかく日本以外のおどろおどろしいものが薄暗い室内のあっちこっちに溢あふれていて、人とすれ違うのがやっとの細い通路は迷路のように曲がりくねっていた。

　おそらく制作者渾こん身しんの作であるおどろおどろしい障害物を微み塵じんも怖がる素そ振ぶりも見せず、通路を駆け足で進みながら、おれは叫ぶように言った。

「さきっぽどこだ！　さきっぽ来てくれ緊急事態だ！」

　……反応はねえ。

　コウモリの羽ばたく乾いた音だけ聞こえる。

　おれはさきっぽを呼び出す奥の手を使うことにする。

「ここにケバブがあるぞ。さきっぽ、十秒以内に来たらくれてやる！」

　さきっぽは五秒で来た。

「うむにゅ！　ケバブあるか！」

　目の前にやってきたさきっぽは、手の甲を見せつけるようになぜか両手を伸ばしてた。

　でも一番気になったのは両手の位置じゃなかった。

　なぜか顔面白塗りで、道着のようなものを身に付け、額に長方形の紙を貼はっていた。

　……ああ、そうか。さきっぽは、キョンシーになってるんだな。

「ほれケバブだ。で、耳貸してくれ……安産祈願のお守りがもう送られてた。千ち歳とせがどこにもいねえ。東ひがし神楽かぐらもどこにもいねえ」

　ケバブを咥えたままだったが、さきっぽは事態の深刻さを理解したようだ。額の紙切れ（お札？）を剥はぎ取り、おれの手を引いて猛然と通路を走り出した。

　前方を歩いていた一般客をお構いなしで追い抜く。背後からケバブを咥えたキョンシーが猛ダッシュでやってくる。客にはホラーとは異質の不気味さを与えつつ、あっという間に出口に到着。

　ちっこいキョンシーは廊下に出ると、すでにケバブを食い終えた口でおれに言った。

「十と勝かちくん。たんまりに連絡するよろし。テレフォンあるよ」

「おう」

　喋しやべり言葉がキョンシー仕様（？）になってるさきっぽに促されて、おれはケータイを取り出す……うしろから声がした。

「それは不要よ」

　振り返った先には、丹たん下げがいた。

「焦ってるみたいだけど、どしたの？　ってゆーかさきっぽのビジュアルなにそれ？」
















「ああ、それなんだが……」

　キョンシーの説明はひとまず置いとく。さきっぽが自分の手荷物リユツクを取りに行って、おれは丹たん下げに今の状況を伝えた。

「えっ!?　安産祈願がもう届いてたの！　てか、キララと東ひがし神楽かぐらに連絡つかないって」

　超ヤバイじゃん。丹下のそのあとに続く言葉が聞こえたような気がした。ヤバイ状況だってわかってるときは、ヤバイなんて言葉は言いたくもねえし、聞きたくもなかった。

「丹下、さきっぽ、こっち来てくれ」

　人に聞かれるのを避けるため、非常階段の踊り場に移動した。

「おれの取り越し苦労だったらそれがなによりだが。千ち歳とせの身になにかあったのは間違いねえ。今は三時五分。おれは千歳に三時に会う約束をしてた。千歳が約束に遅れるのになんの連絡してこねえで、しかもこっちから連絡もつかないなんてことは初だぜ」

「うち、東神楽に電話してみる」

　なんで丹下が東神楽の電話番号を知ってるのか謎なぞだったが、今はそんなことを気にしてる場合じゃなかった。

　丹下がケータイを祈るように耳に当てていたが、「留守電になった」と電話を切った。

　千歳にも東神楽にも連絡がつかないだけで、ビックリするくらいおれ達には打つ手がなくなった。打つ手がないと気づくと、胸を灼やくような焦燥が襲ってきた。

　この瞬間、どこかで千歳が東神楽に襲われている？

　もう、千歳と会えなくなる？

　嘘うそだろ。そんなのありえねえよ！

　おれは千歳と話した最後のやりとりを思い出す。

　──十と勝かちよ。最後に注文を確認するぞ、パラダイスとコアラだったよな。

　こんな間抜けなセリフが、千歳の最後の言葉になっちまうわけねえ。

　これじゃ、泣くに泣けねえよ。……いや、泣けちまうよ。

　千歳にもう会えないなんて、こんなに泣けることねえくらい泣けるよ。

「なあ、警察に通報すればケータイのＧＰＳとか調べてくれないのか？　東神楽のでも千歳のでもどっちでもいい」

「十勝ちゃんムリだよ。警察になんて説明するの？　まだなにも事件が起きてないのにうちらのゆーコト信じてくれるワケないよ」

　非常階段の鉄てつ柵さくの向こうの空は広かった。千歳は二時間少し前まで確かにこの学校でメイドをしてたはずだった。

　なあ千歳、この空の下、どこでなにをしてるんだ？

　丹下はケータイで次々に知りあいに電話して、東神楽がどこにいるか聞いた。全部空振り。誰だれもやつの居場所はわからない。さきっぽは千歳の電話にかけたが、いつまでも続くコール音にその顔は蒼そう白はくになった。いや、もともとキョンシーメイクで蒼白だった。

　おれはいきなり目に映る全てが嫌になって、でも空はぶん殴れないから、目の前の錆さびた鉄てつ柵さくをぶっ叩たたいた。手に鈍い痛みが残っただけだ。

「クソッタレ！　なにもできねえのか！　せめて留る萌もいの意識が千ち歳とせだけじゃなく、おれ達の中にも飛ばせたら、千歳の場所を教えてもらえるかもしれねえのに」

「えっ、十と勝かちちゃん今なんてゆったの？」

「『クソッタレだ馬ば鹿か野郎、おれはなにもできねえ無能人間！』だったかな」

「五割盛ったね。ってソコじゃなくてうしろの部分」

「留萌の意識が千歳だけじゃなく、おれ達の中にも飛ばせたらってとこか」

「それよ！　その通りよ。留萌にキララの現在地を教えてもらえばいいじゃない」

「たんまり大丈夫っすか？　ミルモはあーし達には意識を飛ばせないっすよ」

「なら、飛ばせるようにすればいいじゃない」

　丹たん下げはそこでケータイを操作し始める。

「丹下、なにする気だ？」

　ケータイを耳にあてた丹下がいたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「東ひがし神楽かぐらにテレフォン」

　ってか、さっきは確認できなかったが、そもそもなんで東神楽の番号を知ってんだよ。

　おれとさきっぽは黙って、丹下を見守る。呼び出し音が続いて……また留守電に繋つながったようだ。ダメか、東神楽はやっぱり電話に出ねえ。

　丹下は電話を切るのかと思ったが、そっからの行動は予想外だった。

「はぁーい、うちが誰かわかるでしょ丹下まりもよ。今日東神楽先輩の部屋のパソコンですっごく興味深い動画見ちゃいました。いい趣味してますね、ナイフで女の子にあんなコトするなんて。タイトルが『性の歓び獲得行為』とか意味不明だし。アハッ、急にタイトルの意味わかっちゃった。先輩は犯行の最中、アソコを膨らませちゃってるクソ変態野郎だからですよね。うわマジきもーい！」

　丹下はすげえ早口でそう言うと、ケータイを切った。

　東神楽の部屋のパソコンで動画を見た？

　せいのよろこびかくとく行為？

　わけがわかんねえ。おれとさきっぽは唖あ然ぜんとしちまう。

　丹下がなぜか「ごめん」と謝ってきた。

「うちさ、東神楽が撮った犯行中の動画を手に入れれば、これ以上の有力な物的証拠はないって思ったの。

　だから、十日ぐらい前にこっちから東神楽に接触したの。それで今日東神楽の部屋を一人でガサ入れして、多分問題の動画見つけたってわけ……多分ってゆったのはね、ロックがかかってて、実際は見られなかったから。

　でも、留萌が辛つらい記憶を呼び起こして東神楽に襲われたときのコト詳しく話してくれてたから……今の留守電で、動画見たふりできちゃったよ。

　これなら東神楽のヤツ、うちがほんとに動画を見たと思うよね」

　そう説明されても、まだわかんねえことがあった。

　丹たん下げが東ひがし神楽かぐらのオカンとどうやって仲良くなって、今日一人でガサ入れができたのか、その過程を話してもらった。

　……聞き終えると、おれとさきっぽは丹下の行動力に脱帽した。

　でも感心してばかりもいられねえ。おれは丹下が独断でした行動に一言言わずにはいられなかった。

「なあ丹下、なんでそういうことするって事前におれ達に聞かせてくれなかったんだよ。慎重にいかねえと危ねえだろ」

「十と勝かちちゃんにはさ、危ないって反対されると思ったからゆえなかったよ。でもね、時には危険覚悟で積極的にいかなきゃダメなの」

「危ない目とかに遭わなかったか？」

「ハラハラしたのは一回だけ。今日うちがロック解除に夢中になってたら、東神楽ママが部屋にやってきて、ケーキの味見をお願いしてきたときだけ。結局そのあと、仲良くケーキ作りをチョット手伝うコトになっちゃったんだけどね」

　さきっぽも丹下の身を案じているんだろう。苦しそうな顔で言った。

「でもでも動画を狙ねらってるってバレたら、たんまりが東神楽に命狙われてしまうっすよ」

　丹下はご機嫌な笑顔になった。とっておきのいたずらが成功したときのようだ。

「そう、うちは命狙われちゃうの。だってさっきの留守電聞いたら、東神楽はうちを無事のままにしとくわけないよね……そろそろ留守電聞き終えたと思うけど」

　おれとさきっぽは間抜けな困惑顔でお互いの顔を見た。丹下に自殺願望？

　さきっぽは「だりみょ！」と毎度お馴な染じみの意味不明な奇声を上げて、丹下に抱きついた。

「たんまり死のうとしちゃいけないのだ」

「うちが死んだら、全国八千万に男共が悲しむわ」

「多分この国、そんなに男いないっす」

「さきっぽいいから離れてちょうだい。じゃないと小学四年生の遠足のとき、バナナ三房持ってったコトを、みんなにゆっちゃうわよ」

「はうあ！　なんでたんまりがそのこと知ってるっすか？」

「だって、留る萌もいに聞いたんだもん」

「いつミルモに聞いたっすか」

「たった今。アハッ、予想通り留萌がうちの中にも意識を飛ばして会いにきてくれたよ」




　丹下は東神楽の留守電にやつの動画を見たようなメッセージを残した。

　それを聞いた東神楽は丹下をナイフの標的にした。

　東神楽に狙われてる子にのみコミュニケーションが取れる留る萌もいは、千ち歳とせだけじゃなく丹下にも意識を飛ばせるようになったというわけだった。

　丹たん下げが通訳してもよかったが、事態は緊急だった。直接のほうが伝達が早いだろうってことで、留萌の意識が丹下の身体からだの表に出てきた。

　留萌の意識が変わった瞬間にわかった。

　丹下の顔が一気に泣きそうになったから。

「十と勝かち、フラノン。ちーちゃんが、ちーちゃんが……」

「落ち着け丹下、じゃなくて留萌。千ち歳とせはどこだ？　大丈夫なんだよな？」

「今日、だいたい三時にちーちゃんのもとに意識飛ばしたら、ちーちゃんの意識は眠ってて。それでちーちゃんの手足が縛られてて……東ひがし神楽かぐらがいたよ。ちーちゃんの身体はまだなにもされてない」

「なんだよそれ。場所はどこだ」

「わかんないの。目隠しもされてて。東神楽はちーちゃんが起きたと思って、話しかけてきたけど。『大声を出しても無駄だよ。この雑居ビルは今は一つもテナントが入ってないから』って。ここがどこか知りたくて話しかけたけど、『黙って待ってるお利口さんなきみが好きだよ』とか言われて、あとは『ズズッ、ズズッ』って音しか聞こえてこなくなったの」

「なんだその『ズズッ』って音は」

　さきっぽのようにキョンシーメイクをしてるわけじゃねえのに、留萌の顔は蒼そう白はくになった。

「多分、ナイフを研いでる音だと思う。……あの音、耳から離れないよ」

　留萌は小刻みに肩を震わした。さきっぽがその肩を抱き留めて言った。

「チキララを起こして、どうやってその場所まで来たか聞けないっすか？」

「ううん。ちーちゃん起きない。多分睡眠薬かなにか飲まされたんだと思う」

　東神楽がこれまでのような通り魔的犯行ではなく、千歳を監禁した。今までと犯行の種類が違う。どうなってんだ？

「ごめん。あたしってば、役に立てない子だ」

　留萌が生気の失った顔で俯うつむき、おれは東神楽への怒りで震えた。

　こんなときでも、さきっぽだけは前向きだった。

「ミルモはチキララとたんまりの間を行き来できるようになったんだよ。大丈夫。きっとなにかいい方法があるのだ」

　さきっぽにそう言われると、不思議と不安で潰つぶれそうになる心が勇気づけられた。

「なあ留萌、今の千歳はなにができるんだ？　身の回りにはどんなものがあるんだ？」

「目隠しされてるからなにも見えないし、足首と手首は縛られてるから芋虫みたいに地面に横になってる。身の回りなんて……硬い地面しかないよ。ビニールみたいな手触りものが地面に敷いてあるっぽいんだけど。身に付けてるものはいつもの制服姿のちーちゃんだと思うけど」

「手は全然動かせねえのか？」

「うん、身体からだのうしろで手首を縛られてるから、腰がかゆくなったらかけるくらい」

　やっぱり不安に潰つぶれそうになる。この状況で、どうやって現在地を割り出せんだよ。

　留る萌もいが泣きそうな顔で言った。

「この際、口は塞ふさがれてないんだから、大声出しまくってみるとか……どうかな？」

「ミルモそんな無茶ダメだよ。誰だれかに声が届く前に東神楽になにされるか怖いですよ」

「さきっぽの言うとおりだ。くそ、千ち歳とせが防犯ブザーでも持ってたら押してもらうのに」

「チキララは小学生じゃないっすからねー。万歩計くらいしか持ってないっすよね」

　……えっ。万歩計。

　なんか引っ掛かる。

「ちーちゃんの万歩計には、防犯ブザー機能はないのかな」

「そんな機能のついた万歩計があったら、うむにゅですよ」

　万歩計……機能？

　あ！

「いや、千歳の万歩計にはナイスな機能がついてるぜ。えっと、あのときは留萌も千歳の中にいたよな」

「えっ、どのとき？」

「おれが千歳の家まで送ってって、占冠しむかつぷさんに会ったときだ。千歳の万歩計は歩数を人工音声で読み上げてくれたよな」

「あ、うんうん。そんな機能ついてた」

「万歩計ならよ、腰周りにつけてるよな。千歳に意識を飛ばして歩数を確認してくれ」

「わかったわ！　十と勝かち、あなたってたまにすごいヒーローに見える」

「おれはヒーローじゃねえ、下校中に見聞きしたことは大切に記憶保存してる下校家だ」

「うむにゅ？　なんでチキララの万歩計の歩数を知ることが必要なんだい？」

「千歳はその日の朝に万歩計の歩数をリセットしてから、登校してくるんだ。だいたい登校で二千歩プラスマイナス百歩って言ってた。学校ではほとんどメイド喫茶での立ち仕事だからそんなに歩いてねえ。……いや、万歩計は制服に付けてんだ。メイド服にわざわざ万歩計をつけねえだろう。

　なら、千歳が今いる場所は、千ち恵え里り高からどれくらいの歩数で行ける場所かはだいたいわかりそうだぜ」

「わぁ、すごいっす！」

「あっ、ねぇ十勝。東神楽が学校でちーちゃんを眠らせて、今いる場所まで運んだって可能性もあるかも」

「それはねえ。東神楽は高校生で車だって運転しねえ。どうやったか、知らねえが東神楽は今いる場所か、そのすぐそばまで千歳をおびき出したんだ」

　それは全部仮定だ。

　でも今はこれにかけるしかねえんだ！




　留る萌もいが千ち歳とせに意識を飛ばした二分後。

　今の状況を聞いて、留萌の意識が戻ってくるのを祈るような表情で待っていた丹たん下げの顔が、一瞬ガクッと顎あごが下がり、再び上げられた顔は明るい表情に変わっていた。

　留萌が丹下のもとに帰ってきたのだとわかった。おれは待ちきれなかった。

「留萌、どうだ？　万歩計の歩数わかったか？」

「六千二百十九歩。急に人工音声で歩数が読み上げられたから東ひがし神楽かぐらはちょっと驚いたみたいだったけど。万歩計の音声が自分達の居場所を誰だれかに伝えることになるなんて思うわけないよね」

「よし、やっぱり千歳は学校から東神楽に連れ去られたわけじゃないな。今いる場所まで自分の足で歩いた可能性大だ」

「ねえ、でも十と勝かち。どうやってこれで探すの？」

　おれは簡単な計算をしながら、口にした。

「千歳はよ、登校するだけで約二千歩だとして、学校ではメイド服にすぐ着替えただろうから歩数はノーカウントとして」

「ってゆーか、例え付けてても、校内でトイレに行ったりメイド喫茶でのウエイトレスしたりしたときの歩数なんて無視できるくらいだよね」

「おう、すると千歳は千ち恵え里り高からおよそ四千二百十九歩ぐらい歩いた計算になるな。でよ、ちょっと待てよ」

　おれは非常階段の狭い踊り場を歩いてみた。だいたい一歩七十センチくらいか。千歳はおれとほとんど身長が変わらないから歩幅が一緒くらいだろう。千歳のほうが足長そうだがな。おれはケータイの電卓機能をつかって計算する。

　０・７メートル×四千二百十九は？

「だいたい三キロ弱ってとこか。千恵里高から三キロ圏内が捜査範囲か？」

「全くどこにいるかわからない状況脱出だね。でも三キロ圏内って微妙に広いみたいな」

「いや、留萌。東神楽がすごいヒントをさっき言ってただろ。声を出しても無駄。この雑居ビルは一つもテナントが入ってねえってな」

「もいちょ！　ということは千恵里高から三キロ圏内の空きテナントだらけの雑居ビルを探せばいいってことっすね」

「さきっぽ正解だ！　で、ここにいるのはいつもあっちこっちに下校してたおれ達だ。そんな雑居ビルすぐに思い出してやるぜ」

　留萌の瞳ひとみの奥に希望の光が灯った。頷うなずいて言う。

「あたしより、まりもの方が彩いろどり市しに詳しいよね。あたしはいったんちーちゃんのもとに戻る。なにもできないけどちーちゃんのそばにいるわ。またすぐ戻ってくるから」

　そう言って、留萌は意識を千歳に飛ばした。丹下の身体からだは持ち主に返された。

「……えっと今、頭の中で留萌から直前のやりとり聞いてるから待って」

　引き継ぎ作業はものの十秒だった。丹たん下げの顔が学校帰りの買い食いスポットが決まったときのように華やぐ。

「オッケー、雑居ビル探しをするワケね。……でもそんなビルあったっけ？」

　それで丹下は鞄から彩いろどり市しの住宅地図を出した。

　おれと丹下とさきっぽは地図を見ながら、思い出そうとするが……。

　該当する雑居ビルが思い出せねえ。

　地図を見て、考えること一分半。

　時間に余裕はねえ。でも焦ると余計思い出せねえ。

　テナントの入ってない廃ビル同然の雑居ビルなんて、なかなか記憶に残らねえのかもしれない。思い出せなかったら下校家としての名がすたる。いや、そんな名なんてどうでもいい。千ち歳とせを助けられればなんだっていい。

　丹下が言った。

「意地になって考えてる場合じゃないわね。多くの人に聞くのが手っ取り早いわ」

「たんまり、多くの人に聞くって廊下で聞いてまわるのかい？」

「そんな地道なコトしないよ。うちを誰だれだって思ってんの？　みんなのＭＣまり姉よ。ここらへんで待っててね」

　そう言うと丹下は非常階段の踊り場から校内に走っていく。なにごとだ？

　置いてけぼりを食らったおれとさきっぽが顔を見あわせて、のろのろと校内に戻った。

　廊下にはのんびりと学祭を楽しむ生徒達の姿が目に入る。

　丹下がいなくなってから一分も経たたないうちに、おれとさきっぽの頭上から聞き覚えのあるメロディが聞こえてきた。

　お昼の放送の短いオープニングテーマだと気づいたときには、丹下の声が降ってきた。

『はぁーい、全校のみんな学祭楽しんでますかぁ。まり姉だよ。

　アハッ、いきなりだけどここでまり姉クイズです。

　千ち恵え里り高から大体三キロ圏内にあるテナントが全然入ってない雑居ビルを知ってる人がいたら……そうだな、三階の非常階段のそばに十と勝かちちゃんがいるから、十勝ちゃんに大至急伝えて。いち早く伝えに行った人には、恋愛勝ち越し男の十勝ちゃんからドッキドキのレア情報がもらえるよ。ウーン、みんなには刺激強すぎかなっ』

　廊下にいた生徒達の視線がおれに集まる。

『ってワケで、まり姉クイズは以上だよ。みんな学祭楽しんでね。

　あ、それとお昼の放送で、あなたの知ってる街の心霊スポット特集してるからそっちのお便りも募集中だよっ。よろしくね！』

　丹下が校内放送を終えた頃ころには、廊下の向こうからこっちにダッシュしてくる何人かが見えた。ビーチフラッグでも奪取する勢いでおれのもとにやってくる。

　一番乗りの男子が汗を浮かべた顔で言った。

「雑居ビル……それ彩市北きた区くのセブンとローソンとサンクスとファミマがひしめいてる交差点をセブンのほうに曲がってって……えっと、五百メートル進んだところにあるはず」

　それでおれの横にいたさきっぽが「にょ！」と力強い声を上げる。

「思い出したよ。美お味いしいケーキ屋さんの何件か隣にそんな三階建てくらいのなにもないビルあったぁ」

　おれは一番乗りの男子に礼を言った。

「サンキュ、助かったよ。よし、さきっぽすぐ行くぞ！」

　走り出そうとするおれとさきっぽに、一番乗り男が追いすがる。

「勝ち越しさん待ってくれよ。ドッキドキのレア情報を求めて来たんだぜ。刺激くれよ」

　丹たん下げもむちゃ振りをしてくれたもんだな。おれは丹下にお返しをしてやるコトにする。

「なあ、お前さんは丹下のこと好きか？」

「あぁ、もちろん好きだぜ。勝ち越しさんが羨うらやましいよ。まり姉のコトならなんでも知りたいくらいなんだ」

「よし、じゃあそんなお前さんにドッキドキの丹下情報をやろう。うるうるでぷにゅん」

「勝ち越しさん、なんすかそれ？」

「うるうるでぷにゅん。これは丹下の唇の感触だ。駅前にあるパフェがうまいカフェの特製プリンに真正面からキスしたら、同じような感触を得られるぜ」

　それで一番乗り男は、来たときと同じように快速で廊下を戻っていく。おそらく駅前にダッシュするんだろう。

　おれ達も負けてられない。

　いざ、千ち歳とせのもとへダッシュだ。




　走り出してすぐ、放送部を飛び出してきた丹下と校舎二階の廊下で合流した。

　おれが「ナイス放送部！　場所特定できたぜ」と言うと、丹下はなにかすげえ焦ってるのか喜びを最短時間で表現して、正面玄関に走りながら言った。

「留る萌もいがうちの中に戻ってきた。それで、東神楽は買い物に行ったんだって」

「え！　っていうことは今、千歳一人ってことか」

「そうなの！　恋人のように二人でゴハンを食べようとか言ってさ」

「うむにゅーチャンス！　猛ダッシュだ！」

　東神楽がいるなか、千歳を救い出す。東神楽がいない状況で、千歳を救い出す。

　どっちが安全に千歳を救い出せるかは考えるまでもねえことだ。さきっぽの言うとおり大チャンスだった。

　おれは日ひ頃ごろの下校で鍛えた足腰の悲鳴を聞きながら、正面玄関まで駆け抜け、外靴には三秒で履き替えた。スニーカーの踵かかとの部分を痛めねえために、真しん鍮ちゆう製の靴べらを鞄に常備してるんだが、それすら使わなかった。

　そして、おれはこれから何度下校を繰り返しても、一度もすることはねえだろうことをすると決めた。

　タクシーに乗る。

　いち早く移動するのに、お金を払う。正気じゃない理由の出費だったが、千ち歳とせを助けられる可能性が上がるなら、高校卒業までお小遣いゼロでも全くかまわねえ。

　ちょうど校門の前に、学祭から帰る家族連れが乗ろうとしてるタクシーが見えた。

　今のおれにはマナーもモラルもねえ。

　横入りがいけねえことくらい物心ついたちょいあとぐらいからわかっちゃいたが、誰だれかを助けるときはなりふりかまうなってことは、生まれた瞬間からわかってる。

　今まさに乗り込もうとしてる家族の娘が、すごい形相で駆けてきたおれの存在に気づいた。

「ゲッ！　勝ち越しだし」

　ツバでも吐きそうな顔でこっちを見る女生徒に、おれは笑顔で応じた。

「よお、お嬢さん。おれのことを知っててくれて光栄だぜ」

「勝ち越しがワタシになんか用なの？　今からディナーなんだけど」

「家族でディナーか結構なことだぜ。なあ、すまねえがそのタクシー譲ってくれ」

「やだ。勝ち越しになんて譲るわけないじゃん。ワタシは勝ち越しみたいな男が世界で一番嫌いなの」

　おれと娘のやりとりを聞いていたおそらく父親がムスッとした顔をする。

「なんだね君は？　うちの娘とはどういう関係なんだ？」

　厄介なことになりそうだ。おれはタクシーに乗るためにまた悪役を演じることにした。

「お父さんよ。こっちに向かって走ってくる女子が見えますか？」

　制服姿の巨乳のナルシストと、リュックを背負ったチビッコキョンシーが校舎から出て、駆けてきていた。おれは続けた。

「どっちの子も可愛かわいいでしょ。二人ともおれの女なんですよ。で、性病を移しちゃって、今から急いで病院行きたいんですよ。ねえお父さん、娘さん可愛いですね。よく見たらおれのタイプかもしれないなぁ」

　存在感もなく隣に立っていたおそらくお母さんが短い悲鳴を上げ、お父さんは「娘には近づくな」と言っておれにタクシーを譲ってくれた。

　そこに、丹たん下げとさきっぽが後部座席に滑り込んでくる。

　おれは助手席のパワーウィンドウを下げて、棒立ちのお父さんに言ってやる。

「タクシーありがとうございます。安心してください。娘さんよく見たらおれのタイプじゃなかったです」

　それでタクシーは動き出した。

　運転手が確認してきた。

「病院はどこにいきましょう？　行きつけの産婦人科ありました？」

　なんのことか事情がわかってない丹下とさきっぽは、ハテナ顔だ。




　目的の場所まで三キロ弱。

　タクシーに乗ってるわずかな間に、留る萌もいは千ち歳とせと丹たん下げの間を往復した。まだ東ひがし神楽かぐらは戻ってきてないようだ。

　東神楽は買い物に行く前に「恋人のように二人でゴハンを食べたいね」と言ってたそうだ。

　やつがどこかの洒落しやれたフレンチをテイクアウトしに行ったんじゃないなら行った先は、おそらくコンビニだろう。

　問題のビル最寄りには、交差点にひしめき合ってるセブンとローソンとサンクスとファミマがある。タクシーに乗ってる間、丹下の持ってる住宅地図で確認した。交差点まではほんの五百五十メートルだ。ビルからコンビニまで信号もほとんどない。

　往復の移動時間は十五分くらいか。

　弁当や飲み物選びの買い物が五分だったとしたら、東神楽がビルから離れてる時間はせいぜい二十分ってとこか。

　留萌が千歳の中で、東神楽がビルを出て行ったのを確認してから、七分が経たった頃ころ。

　タクシーは、問題の雑居ビルの前に停まった。

　おれ達から漂う張り詰めた空気を察してか、キョンシーメイクのさきっぽについてもノータッチだった運転手が「九百八十円です」と嗄かれた声で言った。

　千円札を渡して、おそらくもう二度と人生で口にすることはねえ台詞せりふである「釣りはいらねえよ」と言って、タクシーから飛び出た。

　雑居ビルはなんの変哲もない三階建てだった。

　コンビニのほうへ続く道には、東神楽の姿がない。反対側の道にもやつの姿はない。

　おれが力を込めて開けると、重いガラス扉はギギギッと不快な音を立てた。

　ビルの中に入る。

　九月ど頭の三時半前だっていうのに、ビルの中は今日学祭で入ったお化け屋敷くらい暗かった。カビと埃ほこりの臭いが混ざった空気が漂ってる。

　おれ達はそれぞれケータイを取り出して、ライトをオンにした。

　ライトに照らされて、内部がくっきりと浮かび上がってくる。

　元飲食店ビルだったためか、通路の両サイドはシャッターが下ろされていて、丼どん物ものやラーメンの食品サンプルが並ぶショーウィンドウもあった。

　丹下の中にいる留萌が言う。

「東神楽が買い物に行くとき、遠くで階段を下りる音を聞いたわ。ちーちゃんは二階より上にいるはず」

　シャッターとガラスのショーウィンドウの壁の一本道をおれ達は進んでいく。

　エレベーターは停まってる。奥の階段から二階に上がる。

　留萌の話だと、千歳の身体からだは手足を縛られてるだけで、まだなにもされてはいないってことだったが、千歳の無事な姿を見るまでは不安な気持ちに押しつぶされちまいそうだ。

　二階も一階と同じだった。シャッターとショーウィンドウに挟まれた通路は一本道。このビルでかくれんぼをしたら、さぞかし盛り上がらねえことだろう。

　留る萌もいは、東ひがし神楽かぐらが買い物に出掛けるときに、シャッターを開け閉めするような音は聞いてねえと言ってる。

　留萌は意識を千歳の身体からだの中に戻した。東神楽は外出の際、千ち歳とせの口の中にタオルかなにか詰めていったらしい。声で位置を伝えられない代わりに、芋虫のようにしか動かせない手足を必死にバタバタさせてくれる。

　森閑とした雑居ビルに、その微かな物音を頭上で聞いた。

　千歳は三階だ。

　おれ達は三階への階段をダッシュした。

　ボウリング二レーン分くらいの長くてやや狭い三階の通路には、台車や脚立、折りたたまれた段ボール、それになにが入ってるかわかんねえ一斗缶に18リットルのポリタンクがあった。等身大のマネキンも一体転がってて、見かけたときは人が倒れてるのかと思って、おれたちはしこたま肝を冷やした。最高に不気味だぜ。

　通路を奥まで進んでいくと、一つだけシャッターの閉じられていない扉があった。

　中から、確かに物音もする。

　千歳はこの中にいる！

　ケータイのライトが扉のノブを照らす。

　おれはそれを力を込めて引いた。

　ビクとも動かねえ。

「十と勝かちくん、それ押すんじゃないのかい？」

　おれはすかさず押した。ベタなコントみたいにこれで開いてくれればよかったのだが。

　……ドアは開かなかった。

「お、おい、どうなってんだよ！　なんで開かねえんだ!?」

　一気に焦る。丹たん下げはおれに代わってドアノブを押したり引いたりするが、ドアは壁のように動かない。

「東神楽は出掛けてるんだろ。なのになんで鍵かぎがかかってんだよ」

「そんなの東神楽がここの鍵を持ってたってコトでしょ」

「なんで鍵持ってんだよ！」

　丹下にそんな風に聞いてもしょうがねえことだった。

　でも、やっと千歳を救い出せると思った矢先に、ドアが開かなくてなにもできないなんて……。

　クソッ。

　おれが往生際悪く、ドアノブをガチャガチャやってると……丹下が、

「ねえ、あれってナニかな？」

　扉のそば、天上のすぐ下あたりを指差した。

　金網に覆われた四角い穴が見えた。

　なんかのダクトだろうか？

　丹たん下げが言う。

「もしかして、この穴っていうか、ダクトってさ、室内に繋つながってるかもだよね。ここから室内に入ればいいんじゃない？　あ、でも金網外れないのかな」

　丹下が言い終わる前に、おれは通路に転がっていた脚立を持ってきた。

　脚立に跨またがって金網に手を掛ける。何度かガシャガシャと左右上下に揺らすと金網は外れた。

　開いたダクトは思ったより狭く見えた。さきっぽが「うむにゅ！」と気合いを入れる。

「十と勝かちくん、その脚立乗せてくれっす。あーしが行ってくるよ」

「おい、ダクトの中を行くなんてなにがあるかわかんねえ。おれが行く」

「にゃはは、ダクトの中には埃ほこりぐらいしかないっすよ。いたとしてネズミくらいっすかね。十勝くんのほうがあーしより体力あるけど、狭いダクトの中を素早く移動できるのはあーしの方っすよ」

「おう、わかった。じゃあ気をつけてくれよ。さきっぽ頼んだぞ」

　金網を持ったおれが脚立を降りて、さきっぽが脚立をよじ登る。

　ライトをつけたケータイを手に、さきっぽはひょいとダクトの中に入っていった。

「十勝くん。金網は元に戻しといて、脚立も片付けといてくれ。験げん担かつぎっす。あーしは室内に辿たどり着くまで決して引き返してこねえでやんす！」

　暗い穴へと消えていくキョンシーのうしろ姿に敬礼して、言われたとおりに金網は戻して、脚立は畳んで横にして壁に立てかけた。

　雑居ビル三階の通路の暗がりには、残されたおれと丹下。ケータイを見る。雑居ビルに着いてから四分近く経たってる。東ひがし神楽かぐらがビルを出て行った時間から約十一分経てる。

　東神楽の買い物の往復時間が二十分なら、あと九分しかない。

　焦るな、むしろ九分もある。

　この扉が開けば、千ち歳とせを抱えたままだって一分半もあれば外に飛び出せる。

　おれと丹下は暗い通路で、ダクトが室内に繋がってることを願った。できることといえば祈るだけだ。

　そして、体感時間では一時間くらいの百二十秒が経った頃ころ。

　──ガシャン。

　すぐ近くから金属質なものが硬いところにぶつかる音がした。

　思わずビクッとしちまう。扉の向こうから音がした？

　──ドンッ。

　続いて、重いものが高いところから降りたような音がした。

　おれと丹下は気づいた、最初の音は室内のダクトの金網が落ちる音で、次のはさきっぽがダクトから床に着地した音だと。

　すぐに目の前の扉のシリンダー錠がガチャリと開けられる金属音を聞いた。

　扉が開かれる。

　煙突掃除でもしたみたいな埃ほこりっぽいキョンシーが顔を出す。

　でかした！

　おれと丹たん下げはさきっぽのグッジョブを讃え、室内に入った。

　室内は窓から太陽光が差し込んでいて、暗順応し始めていた視界が一瞬目眩めまいを覚えたように霞かすんだが、すぐにそれにも慣れた。

　教室と変わらないくらいの空間の真ん中、ピクニックで昼食をするような二畳ほどのレジャーシートの上に千ち歳とせはいた。

　顔の上部にはアイマスク、口にはタオル、手足は結束バンドのようなもので縛られている。

　千歳が無事な様子なのに、泣きそうになる。

　おれは千歳の口に入れられたタオルを取り出し、アイマスクを外した。肩を揺すりながら何度か呼びかけると、千歳が目を覚ました。

「……と、十と勝かち。おはよう」

「千歳大丈夫か？　痛いところとかねえか？」

「……う、うん、大丈夫。寝起き直後に十と勝かちの顔を見ると、なぜか新婚生活という言葉が頭によぎるな」
















　安心した。ただの寝ぼけた千ち歳とせだ。

「説明はあとだ！　まずこっから出るぞ」

　おれは千歳の身体からだをお姫様だっこした。千歳は状況がわからないからか、「あたふた」と実際、口に出して焦っていたが、千歳の頭の中に意識を飛ばしてる留る萌もいがそこらへんはサラッと説明してくれるだろう。便利。

　で、さっそく部屋を出ようとすると……。

　問題があった。

　千歳の足かせの結束バンドは鎖のように壁まで伸びていて、むきだしのパイプに繋つながっていたのだ。

　人気の全くない雑居ビルの三階に千歳を監禁しても、外出時には部屋に鍵かぎをかける。目隠しをし、口にはタオルを詰め、そして手足を縛っただけじゃなく、壁にも繋げておく。

　やつの用心深さが気持ち悪かった。

　おれは千歳を地面に降ろす。

　結束バンドなんて、百均でも売ってるような代物でちゃちな薄っぺらいプラスチックなんだが、素手で千切ることは不可能だった。

「誰だれか刃物持ってねえか」

「カッターならあるよ」

「さきっぽ、またもグッジョブだな、千歳の足かせを切ってくれ」

　背負っていたリュックから、さきっぽがなにやら先端に銀色の車輪が付いた機器を取り出す。

「なんだ、それは？」

「ピザカッターだよ。ピザを人数分切り分ける場面がいつ訪れてもいいように必需品なのだ」

　さっそくさきっぽは切ろうと試みるが、ピザカッターでプラスチックが切れるわけなかった。

「うち、眉まゆ剃そり持ってる」

　丹たん下げがポーチから小さなカミソリを取り出した。

「キララ動かないでね。すぐ自由にしてあげるから」

　留萌から今の状況を聞いたんだろう千歳は動じることもなく「よろしく頼む」と頷うなずいた。

　丹下がのこぎりの要領でカミソリを扱い、千歳の足を傷つけないようにプラスチックをギコギコ切っていく。

　千歳と壁のパイプを繋ぐ鎖の役目を果たしてるプラスチックコードを切るなら、千歳の足に注意を払わなくていい分、早く切れるだろう。でもどうせ切るなら、千歳の両足を自由にしたほうがいいと考えた。

　──ギコギコ。

　時間にしてほんの三十秒くらいか。両足首を縛っていたプラスチックコードが切れた。

　手首は枷かせが付いたままだが、ひとまず走ることはできるだろう。

　さきっぽは、室内唯一の扉を開けて待っていた。

「みんな行くッスよ！」

　そうさきっぽが号令をかけた直後。

　──ギギギッ。

　その開いた扉の向こう……おそらく階下から……錆さびついた重い扉を無理矢理こじ開けたような音が、おれ達の耳に微かに届いた。

　聞き覚えのある不快な音だった。

　それは、さっきこの雑居ビルの玄関のガラス扉を開けたときに聞いた音だった。

　東ひがし神楽かぐらが帰ってきた？

　おれ達は金縛りにあったように動けなくなった。お互いの顔を見あわせる。緊張と、わずかな望みがあった。

　聞き間違いかな？

　そんな望みは、すぐに絶望に変わった。

「ただいまぁあああ～。僕の嫁よめ子こぉおおお～。ゴハンにするぅううう～？　お風ふ呂ろにするぅううう～？　それともあたしぃいいい～？　あはははっ！　今日は全部頂こうかな！」

　歌うように妙な節がついたやつの声が、聞こえてきたんだ。

　おれはやつと対面したときの記憶を呼び起こした。

　あのときのやつは、丹たん下げの隣でニコニコと笑顔を絶やさず、外面だけなら完かん璧ぺきに優しそうな好青年だった。

　その外面が剥はがれた状態が、階下で歌うように叫んでるやつなのか。

　おれは思わず呟つぶやいていた。

「……イカれてる」




　やつがここまでちんたら歩いてきてくれたところで、それはたいした時間じゃないだろう。ひどく短い時間の中で、考えなきゃいけない。行動しなきゃいけない。

　おれ達がどうやって、無事にこっから逃げ出せるか。

　廊下への扉を音もなく閉めたさきっぽが言う。

「この部屋から逃げてみる？」

「いやいやダメだ。このビルは階段が一つしかねえし、通路はずっと一本道だ。シャッターが降りてて隠れる場所もねえ。やつと鉢あわせしちまう」

　丹下が震える声で言った。

「じゃあ、やつと戦うしかないってコト？」

　東神楽が買い物に出掛けてると知って、急いで千ち歳とせを救いだそうと焦るばかり武器は持ってきてなかった。

「いや、東神楽はナイフを持ってる。戦いは避けてえ。さきっぽ、ピザカッターは仕舞ってくれ。そいつじゃ戦えねえ」

　丹たん下げに眉まゆ剃そりで手て枷かせを外してもらった千ち歳とせはキョロキョロと辺りを見まわして言った。

「あの、あれはなんだ？」

　千歳の指差す先には、ダクトがあった。

「おおっ、そうだな、ダクトから逃げよう。っていうより隠れよう」

　おれのその一言で、みんな意図をわかってくれた。

　ダクトに入って、身を隠す。

　そうすれば東ひがし神楽かぐらが鍵かぎを開けて室内に入ってきたとき、千歳の姿も誰だれの姿もなければ、すでに逃げたと思うだろう。

　それでやつがこのビルを出たあとに、おれ達は悠々とダクトから降りて、ビルを後にすればいい。

　ダクトは地上から二メートルくらいの位置にある。脚立を持ってくる時間がおしい。それに脚立を持ってくる際のわずかな物音を立てるリスクを避けたい。おれは背負っているリュックを降ろして、中腰姿勢になった。

「みんなおれを踏み台にして、早くダクトに行け」

「十と勝かちちゃんはどうするの？」

「最後に手で引っ張り上げてもらうから大丈夫だ。早く」

　焦っているから大声を出したくなるところだが、東神楽に存在を気づかれるわけにはいかなかった。

　階下からコツコツと足音が聞こえた。

　それは多分、やつが一階から二階への階段を上がってる音だった。

　さきっぽがぴょいとダクトに入っていき、次に丹下、三番手は千歳だった。

　三人の女の子に立て続けに乗っかられると、それぞれの体重がなんとなくわかった。身長差は二十センチあるが、丹下は胸がデカいせいか、千歳より気持ち軽いだけだった。

　──コツコツ。

　やつが三階までの階段を上りきった足音を感じた。

「十勝よ、急ぐのだ」

　千歳が手を伸ばしてくるが、おれはそれを掴つかまなかった。代わりに床に転がってる金網を掴んだ。

「十勝、なにをしているのだ？」

　ダクトの中からは金網を取り付けることはできねえ。

　このがらんどうの部屋には金網一枚隠す場所もねえ。

　それに例えうまく隠せたとしても、ダクトの金網がすっぽり外れていることに、東神楽が気づく可能性はかなり高いと思う。

　そしたら、当然ダクトに隠れてることがバレちまう。東神楽がいない間に脱出するならわざわざダクトを使う必要なんてどこにもねえからな。

「千ち歳とせ、丹たん下げ、さきっぽ、それに留る萌もい。大きな物音は立てんなよ。いい子にしてろよ」

「と、十と勝かち？」

　おれは困惑する千歳を無視して、金網をダクトに取り付けた。金網の向こうで、イヤイヤをするように首を振る千歳の顔が見えた。

　ダクトの内側から金網を外すには蹴けりでも入れるしかない。そんな物音を立てたら東ひがし神楽かぐらに聞かれちまう。それがわかっているから千歳はなにもできずにおれを見つめる。

　ダクトの前をあとにした。

　おれはこれから東神楽と戦わなきゃいけねえ。

　自分のリュックの中を見た。一番武器と呼べそうな代物は、真しん鍮ちゆう製の靴べらだった。一応硬いし、ある程度のリーチもある。

　おれは真鍮製の靴べらを持って、扉の横に音もなく移動した。これまた音を立てないようにシリンダー錠をかけた。東神楽が部屋に入ってくるその瞬間まで、侵入者がいるということに気づかず、油断しておいてもらいたい。

　東神楽はナイフを持っている。

　やつはすでに四人もの人間をナイフで刺し殺してる。

　おれのことも躊躇ためらわずに刺すだろう。

　ナイフを持った連続殺人犯VS靴べらを持った下校家。

　とんでもねえマッチメイクだ。

　でも、おれは自分のほうが分があると思ってる。

　やつは部屋に、自由の利かない千歳しかいないものと思って、入ってくる。

　そして、扉を開けた瞬間、部屋の中央のレジャーシートの上に千歳がいないことに慌ててることだろう。

　やつが焦りながら部屋に一歩踏み込むそのときが、チャンスだ。

　扉の真横の死角から真鍮製の靴べらの一撃を見舞ってやる。

　靴べらの先端は丸みを帯びてはいるが、これで顔面をひと突きにされたらたまらないだろう。

　やつは殺人犯であっても、肉体は普通の人間なんだ。別に肌が鋼鉄なわけでもねえ。

　靴べらで人の顔面を突く。

　禁忌を憶えちまう行為だが……んなこと気にしてらんねえ。

　やつを倒す。やつを倒す。やつを倒す。

　そして、楽しくて安全な下校を取り戻す。

　みんなを守る！

　靴べらを握る手にも力が入った。

　緊張からか自然と荒くなってしまう呼吸を必死に整えて、来たるべく瞬間を待った。

　──コツ、コツ、コツ。

　やけにゆっくりとした足音が部屋のすぐそばまで来た。ゆっくりと感じちまうのは、おれの焦りのせいかもしれない。

　頭の中では、シミュレーションを続ける。

　靴べらでやつに一撃を見舞ったら、やつが痛みに苦しんでいる隙すきにナイフを奪う。

　上う手まくいけば、そのままやつの着てる上着かなにかを使って縛りあげる。

　それでおれ達はここから逃げる。

　──ジャラジャラ。

　細い金属同士がぶつかり合う音。東ひがし神楽かぐらが鍵かぎ束たばでも取り出したんだろう。やつがなぜ雑居ビルの一室の鍵を持ってんのかわからねえ。

　まあ、その理由はやつを捕まえてから、警察が取り調べでもしてくれればいい。

　鍵が鍵穴に差し込まれるわずかな摩擦音……そして、

　──ガチャ。

　鍵が開けられる小さな音が爆発音のように辺りに響いた。

　おれは今一度、壁にぴったりと背中をつけ、廊下からやつに見られないように徹する。

　油断して入ってくるやつに一撃を！

　ドアノブが静かに回転する。

　真しん鍮ちゆう製の靴べらが鈍く輝く。手にはびっちょりと汗をかいていた。

　ドアが引かれる。

　──来る！

　室内に入ってくる影を視界に捉とらえた瞬間、おれは力の限り真鍮製の靴べらをその影の上部へと突き出した。

　真鍮製の靴べらが完全に顔面を捉えた。

　でも、直後に感じた手ごたえは妙に軽かった。

　えっ？

　突き出された靴べらの先にあったのは、東神楽の顔ではなくマネキンの頭部だった。

　あ、これって通路に転がってたマネキンだ。

　でもなんでマネキンが部屋に入ってくるんだ？

　そんな思考に陥ったほんの数瞬間、おれは隙だらけだった。

　フッとマネキンから視線を下にやったとき、サーファがサーフボードに寝そべって海を泳ぐような姿勢で台車に乗っている人物が見えた。マネキンは台車に立っていたのだ。

　台車に乗る人物を視認した瞬間、すぐさま東神楽だと認識できなかったのは、その人物の満面の笑みがおれの知ってる東神楽の表情からあまりにもかけ離れていたからだ。

　やつは口角が上がりすぎたために、頬ほおの肉が持ち上がりすぎて、ほとんど白目を剥むいて笑っていた。

　そして、寝そべりながら、やつは右手を振った。

　──ザクッ。

　瑞みず々みずしい旬のリンゴを切るような音がおれの耳に届いた瞬間、おれのふとももに衝撃が跳ねた。

　痛みを感じる前に、状況を理解する前に、なぜか世界が横になった。

　ああ、おれは床に倒れたんだと気づいた。

　右脚のふとももの外側になにかある。

　黒っぽいなにかが、おれのふとももから生えた？

　台車からのんびりとした動作で降りた東ひがし神楽かぐらがその黒っぽいものを引き抜くと、それはナイフの黒い柄だったいうことに気づいた。

　ナイフという栓を抜かれ、おれの右脚のふとももから血があふれ出した。制服のズボンが生温かくなる。刺されたとわかると、激しい痛みが波のように押し寄せてきた。ふとももがビクビクと脈打つのがわかる。

　東神楽は、ナイフの刃についた血を無感動な目で眺めて、ナイフを振って血を払った。

　──ぱしぱしっ。

　血の滴が床に跳ねた。

　人を刺しても顔色一つ変えなかった東神楽が、室内のレジャーシートに千ち歳とせの姿がないとわかると、その顔はみるみる真まっ赤かになっていった。気味の悪いマジックを見てるようだ。

　──ぜぇぜぇぜぇ。

　赤い顔をした東神楽はまるでマラソン中かのように、息を切らし始めた。

　おれは右脚をかばうように左脚に力を入れ、起き上がろうとしたら、東神楽がおれの右のふとももを踏みつけた。

「ああ[image: ]ぁ！」

　右脚の痛みが跳ね上がった。

　目眩めまいを覚える視界の中で、荒い息を繰り返しながらおれを見下ろす東神楽の顔から、なにか液体が落ちてきた。

　それは……東神楽のよだれだった。

　右脚の痛みのせいか、よだれのせいか耐え難い吐き気が襲ってきた。

　やつはひどくブサイクな顔でツバを撒まき散らしながら、喚いた。

「おぁおおおおおおいいいい！　──こぉの──豚肉ぅううううぃぃ！」

　どっからそんなに大きな声が出せたんだってくらいでけえ声。獣の咆ほう吼こうみてえだ。

「嫁よめ子こぉを──どこにやったぁあああ──コラああ!!」

　やつはラクダの生まれ変わりなんだろうか。ひどい興奮状態にあるのか絶えずよだれが垂れている。顔は真っ赤なまま。やつの顔面はどういう仕組みになってるのか、目まで充血していた。

　血の海を漂う黒目がおれを見下ろしながら、なにか呟つぶやいている。

「人間のメスの肉………………ラム肉……和牛……鶏肉とり……オーストラリアの牛……鴨かも肉……馬肉……豚肉………………お前の肉……魚肉ソーセージ」

　おれの喉のどは痛いくらいに乾いていて、声は呻うめくような調子になってしまった。

「な、なに言ってんだよ」

「お前の肉の刺しごたえ豚肉以下──キモい!!」

　それでやつはおれの右のふとももを蹴けり上げる。

「ぐあ[image: ]ぁあ[image: ]」

　痛覚が脳を灼やいた。ふとももを庇かばうように押さえる。地面をのたうちまわる。両の手はべっとりと自分の血で汚れた。

　やつは痛みに苦しむ人間の姿を、バラエティ番組でも見るように微笑ほほえみを浮かべて眺めていた。

　やつは床に落ちていた靴べらを拾った。

「僕がどうして室内に不審者がいると気づいたか教えてあげよう。通路の脚立の位置が少し違ってたから、おかしいなと思ったんだ。僕はやっぱり優秀だな、注意力が鋭い」

　自分を褒ほめてるときだけ、やつの声は穏やかだった。

　靴べらを遠くに放り投げ、やつはおもむろにおれの右の足首を持って引っ張っていく。

　あれっ？　おれ、なぜか赤い靴下履いてる。あんな色の靴下持ってねえけど……ああ、そうか、あれは布の色じゃなく、血の色だ。

　おれは反撃もできねえまま、部屋の中央まで引きずられた。

「おぉいおいぃ──いったい嫁よめ子こをどこにやったんだぁ？」

「よめこ？　なんだそれ」

「僕は、寝取られ属性じゃないんだよぉおお！」

　やつがよだれを垂らしながら、血の海に浮かぶ黒目で睨にらんでくる。

　こいつはいったいなんなんだ？

　想像していた連続殺人犯の通り魔は最低のクソ野郎だと思ってた。

　でもこいつは、最低とかクソ野郎とか、そういった話じゃない。こいつがなにかわからない。なんでこんなに頭のおかしな人間が今日まで普通の人間のような顔をして、生活してこれていたのかわからねえ。

　やつは異常に発汗してるせいか、猫みたいなくせっ毛をベッタリと額に張り付けて、話し始めた。

「僕はね、中学ん頃ころから嫁子を知ってるんだよ。僕が先に目をつけてたのに、あとから嫁子に出で逢あったお前がさ、なに嫁子とよろしくやってんだよ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ」

　やつは手にしたナイフを指揮者のタクトのように激しく振り始めた。

「僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ。僕の嫁なんだぞ」

　いつ、おれにその刃先が飛んでくるかわからねえ。

　明確に、死の輪郭が見えた。

　おれは、ヘタしたら死ぬかもしれねえ。

　一分後に殺されててもおかしくねえ。

　でも、ヤツの狂気に戦意を失い、恐怖に怒りまで刈り取られてしまうのは我慢ならなかった。

　腹の底でぐつぐつと、怒りの感情が確かに熱を持っていた。

　こんなイカれたヤツに人生を終わりにさせられちまった子がいる。

　こんなイカれたヤツに留る萌もいは苦しめられている。

　こんなイカれたヤツのせいで、おれも千ち歳とせも丹たん下げもさきっぽも楽しく下校ができなくなっちまってる。

　おれは右脚を庇かばうように左脚に力を込めて、立ち上がった。女の子達がおれに贈ってくれたお気に入りのスニーカーは血で真まっ赤かに汚れちまった。クソッタレ。

　壊れたおもちゃのように「僕の嫁なんだぞ」と言い続けてる化け物に言った。

「お前は終わりだ。お前のやってきたことは全て明るみになるんだ。これまでみたいにうまくごまかしなんてできねえぞ」

　やつの喜怒哀楽がおれにわからなかった。なぜかつぎは泣きそうな顔になってる。

「…………嫁よめ子こをね、どこへやったの？　どこへやったのぉ？」

「わかんねえのかよ。千歳はこのビルをとっくに逃げ出してんだよ」

「嘘うそだ嘘だ嘘だ。ならなぜ豚肉ボーイは一緒に逃げてないんだ？」

　嫁子、それに豚肉ボーイ。やつのネーミングセンスのなさが怖こええ。

「おれはオメェが許せねえんだよ。オメェをぶっ倒すためにここにいるんだ」

　やつは最高におもしろいジョークを聞いたとでもいうようにケタケタと笑い始めた。やつの目は遠くに転がる真しん鍮ちゆう製の靴べらに向けられた。

「随分独特な武器の使い手だね。僕がナイフを持ってるってわかってるだろうに」

　あれ？　やつの荒い息がいつのまにか収まっている。

　それに真っ赤だった顔がほとんど病的な白さになってる。こいつの顔はどうなってんだよ。

　やつは室内を監視カメラのレンズのような温度のない目で見回す。

「君だけじゃなく、僕の留守電に大変不快なメッセージを残した乳牛娘も、ここにきたんじゃないかな。乳牛娘もいたということは、ちんちくりんもいたのか。

　なるほど。状況としては、ここにいた嫁子が忽こつ然ぜんと消えた。やってきたはずの女の子達も消えた。豚肉ボーイだけがいる。……はて、どうやって君たちがここの場所がわかったのかはわからないなぁ。まあ、それはいっか」

　白い顔の東ひがし神楽かぐらはやけに冷静に淡々と話すやつだった。

　ってか、なんで丹下やさきっぽもいたと見抜いてんだよ!?

「僕がビルに帰ってきたときにはおそらく全員いたはずだ。なのに今は女の子達が消えた。このビルでは隠れる場所もない。僕は通路で誰だれともすれ違ってない。

　……となると、あぁ、そうか」

　やつの視線がある一点に向けられた。

　おれの頭ん中は、やつの顔色同様真っ白になった。やつの目はダクトに向けられていたんだ。

「なるほどね。部屋の鍵かぎをかけたはずなのに、どうやって入ってきたのかと思ったけど……そうかダクトか」

　さっきまでの血の海の中を漂う黒目には恐怖を覚えた。今のやつの眼は無機質のレンズのようで、なにもかもが見抜かれるような怖さがあった。

　病的に白い顔色、落ち着いた口調。でもナイフを持つ右手だけはそこだけ別の生き物のように、一時も休むことなく手首のスナップでナイフをなぜか振り続けている。その動作が苛いら立だちを隠す貧乏揺すりのようにも見えた。

「……女の子達は今ダクトの中にいるね」

　おれはどくどくと脈打つ右脚を引きずるようにして、やつとダクトの間に立った。

「おい、このクソ野郎よく聞け、いねえんだよ。今いま頃ごろ警察に駆け込んでんだよ」

「君はおもしろい人だな。そして愚かだな。誰だれもいないなら、なぜダクトの前で立ちふさがるようにしている？」

　真っ白い顔をしたやつは狂気もなく生気もなく、ゆらりゆらりとこっちに歩いてくる。

　おれは拳こぶしを痛いほど握りしめた。いくらナイフといえども、あんな十センチちょいの刃物に怯おびえてる場合じゃない。向こうのほうがリーチがちょっと長いだけで、おれの拳がやつに届かないかどうかはやってみねえとわからねえ。




　　　＊




　真っ暗なダクトの中は、ジメジメと暑くて、埃ほこりっぽくて、最悪な空間だったけどそんなの気にもならなかった。

　ダクトに入ってすぐうちがしたのは１１０番するコトだった。今度は匿名じゃなく実名で。祈るような気持ちで警察を待ってる。

　金網の向こうから漏れてくるわずかな光と、十と勝かちちゃんと東ひがし神楽かぐらのやりとりに全神経を集中させてた。でもナニをゆってるかまではわからない。

　何度か十勝ちゃんの悲鳴が聞こえて、そのたびに胸がつまって、心臓が止まっちゃいそうだった。

　我慢できない。十と勝かちちゃんを助けにいかなきゃ。

　そう思ったのはうちだけじゃなくて、キララも同じだった。でも金網を蹴け破やぶって、十勝ちゃんを助けにいこうとしたキララを留る萌もいが止めた。強制的に留萌の意識がキララの身体からだの表にでてきて、キララの身体の主導権を奪った。

　うちは構わず十勝ちゃんのもとへ行こうとしたら、留る萌もいに押さえつけられた。

「行っちゃダメ。十勝にもしものことがあっても、うちらが生き残ってなきゃダメなの。ヤツの犯行を明るみにできない」

　金網の向こうから血の匂においがやってきた。

　もうすでに十勝ちゃんは刺されてるんだ。

「ふざけないでよ。十勝ちゃんになにかあったら、うちは生きてけないから」

　わけもわからず泣けてきた。

　一昔前に流は行やったケータイ小説じゃあるまいし、好きな人が死んじゃうのとか全然ありえない。

「まりもお願いだから冷静になって聞いて。十勝は……きっと大丈夫」

「大丈夫？　十勝ちゃん刺されてるよ、どこが大丈夫だってゆーの？」

「あたしは、十勝のもとには意識を飛ばせないの」

「えっ、それって」

「うん。意識を飛ばせないってことは、東ひがし神楽かぐらは十勝を殺す気はないってことなの」

　それが唯一の救いだった。

　でも殺意がなくたって、ナイフで人を刺せば、血が出る。血が出続ければその人は死ぬコトだってある。

　涙が止まらないうちは、留萌にゆった。

「十勝ちゃんに意識が飛ばせるようになったらゆって。そのときは金網を蹴け破やぶるわ」

　後ろからコンコンと肩を叩たたかれた。

　振り返ると、お化けが出たと思って悲鳴を上げちゃいそうになったけど、キョンシーメイクのさきっぽだった。

　さきっぽも泣いてたんだぁ。

　流れた涙の滴のせいで、顔のメイクが斑まだら模様になってる。

「たんまり、突撃するときは先陣はあーしが切るよ。こいつでぶっ叩いてやるのさ」

　さきっぽはカメラの三脚を誇らしげに掲げていた。

「うん。あたしも武器出しとかなきゃ」

　ってゆっても眉まゆ剃そりしかないんだケドね。




　　　＊




　ダクトを背に、東神楽と相対している。

　右脚の傷口から溢あふれる血は地面へと伝っていく。足元はいつのまにか小さな血だまりができていた。

　東神楽の持つナイフは小魚のように忙しなく動き回ってる。目が離せない。やつは涼しげな顔で言う。

「池いけ田だ十と勝かち、一つ聞いてもいいかな」

「なんだよ。おれの靴のサイズは27センチだ。いつ弁償してくれもいいぜ」

　おれは真まっ赤かに染まった右脚のスニーカーを指差した。やつは気にも留めない。

「池田十勝は……嫁よめ子こと……気持ちいいことしたのか？」

　やつの真意はこれまでもわからないことだらけだったが、今回の質問の意味もよくわからねえ。

「なんだって？　気持ちいいこと？」

「──胸がワクワクして、ドキドキして、楽しくて、嬉うれしくて、はしゃぎ出したい気分になって、二人で歓びをわかちあえて、最後には身体からだから熱い液体まで飛び出る快楽行為のことだよ」

　なんだそれ？

　ワクワク、ドキドキ、楽しくて嬉しくて、二人で歓びをわかちあう？

　最後に熱い液体が出る？

　……汗？

　なるほどおれは高校入学以来、千ち歳とせとどれだけ下校をしただろうか。いっぱいした。

　やつがなんでおれと千歳の下校回数を聞いてくるのかわからなかったが、おれは胸を張って誇らしげに答えた。

「ああ。多分百回くらいしてるよ。出で逢あってからほぼ毎日だ」

　──ピクピクッ。

　東ひがし神楽かぐらの顔が三度四度短く痙けい攣れんして、白かった顔がみるみる赤くなっていく。

「……まいにち……まいにち」

　やつは「およげ！たいやきくん」の歌い出しみたいに「まいにち」と連呼し始めた。

「嫁子と歓びをわかちあっただと……。僕だってできるんだ。僕だってしてきたんだ。僕だって、女の子と、歓びをわかちあってきたんだ」

　赤い海を漂う黒目になって、おれを睨にらんでいる。

　東神楽のファンクラブに入ってる女子達に見せてやりたいイケメンの変身後の姿だ。

「よお、学祭の一発芸コーナーに出ればよかったのに。顔面イリュージョンだ」

　怖くて悲鳴を上げそうだった。でも軽口を叩たたいたのは、ダクトの向こうにいる女の子達を心配させたくなんてなかったからだ。

　どうせ、悲鳴を上げようが、軽口を叩こうが、このあとの展開は変わらない。

「────いぎゃあああぁあああぁあああ!!」

　やつは予想通りナイフを振りかぶって、突進してきた。

　反射的に後ろに避けようとして、右脚にも力を入れた。それが悪かった。

　足元の血だまりに脚を取られる。

　──あ。

　脚が滑って、後傾姿勢になった身体からだが地面に倒れていく。

　頭のすぐ上をナイフが風を切る音をさせて、通過していった。

　無様に地面に倒れたおれは、すぐさま立ち上がろうとした。

　だけど。

　──ズブッ。

　再び右のふとももをグサリと刺された。激しい痛みが全身を駆け抜けた。

　ああ[image: ]ぁああああああぁ！

　口から漏れそうになる叫びを飲み込んだ。

　痛がってる場合じゃねえんだ。

　寝そべった姿勢からおれは必死にやつのナイフを掴つかもうとした。

　だが、東ひがし神楽かぐらは暴力になんの抵抗も感じない分、全ての動作が速かった。やつの膝ひざがおれの額に入って、おれは地面にのたうつ始末だ。

　東神楽がナイフを抜いて、おれのすぐそばに立っている。

「人間の血液の量は体重六十㎏の成人で、約４千ミリリットル。

　ふとももの内側には大だい腿たい動脈がある。非常に太い動脈だ。

　それに下に向かっている動脈であるからして、切断されると血圧と重力が加わって、たっぷりと出血していく。

　約２千ミリリットルの血を出せば、それでおしまいだね」

　激しい目眩めまい。押し寄せる吐き気。おれは言った。

「なんの雑学を披露し始めてんだ」

「失血死……自分の死因くらい詳しく知りたいかと思ってね」

　東神楽はニヤニヤした顔でおれを見下ろしている。やつの手に握られたナイフをよく見た。たった十センチくらいの刃渡りしかないナイフだ。

　あんなもののせいで、みんな不幸にされちまう。

　血を流し過ぎたせいか、頭がぼんやりしてきやがる。

　──十と勝かち、死なないで！　死なないでよ！

　幻聴か？　頭の中で泣いてる女の声がする。

　──十勝！　死なないで！　立って！　逃げて！

　ああ、これは留る萌もいの声か。

　そうか、留萌がおれに意識を飛ばせるようになったってことは……おれはマジで殺されるのか。

　そう思ったとき、二つの音がおれの耳に届いた。

　金属製のものが硬い地面に勢いよく落っこちた音（……誰だれか金網を蹴け破やぶったのか？）。

　もう一つは、雑居ビルの外、遠くから微かに、けれど紛まぎれもなく聞こえてくるサイレンの音。

　……パトカーのサイレンだ。

　東ひがし神楽かぐらは窓の外を苛いら立だたしげに見つめた。

「今日はゆっくり性の歓び獲得行為がしたかったのに」

　東神楽は通路へと走り出した。

　やつは逃げる気なのか？

　金網からさきっぽと丹たん下げと千ち歳とせが降りてくるのが見えた。

　三人はもうすでに泣いていて、ボロボロ涙をこぼしながらおれのもとにやってくる。

　ひとまず助かった。

　そう思った矢先、扉から東神楽が戻ってきた。手には、通路にあった18リットルのポリタンクと、買い物袋を持っていた。そういえば東神楽はもともと買い物に出掛けていたんだったと思い出した。

「僕の未来。広く社会に貢献する将来。多数派の幸せのために、少数派の君たちはもれなく不幸になるんだ」

　やつはわけわかんないことを言って、ポリタンクの中身をぶちまけだした。

　辺りに漂っていた血の匂においに混ざって、立ちこめてきた臭いは……灯油？

　サイレンの音はどんどん近づいてくる。

　三脚を手に持ったさきっぽがおれの前に立ち、丹下と千歳が、おれを抱き起こしてくれた。

　東神楽は買い物袋から、マッチ箱を出した。

「今日は僕の誕生日だった。ケーキのローソクの火を、嫁よめ子こと消したかった」

　──やめろぉおおお！

　そう叫ぶ間もなく、東神楽は火の付いたマッチを灯油がまかれた床に落とし、扉の向こうに去っていった。









第六話　留る萌もいの回






　東ひがし神楽かぐらが逃亡してから一週間が経たった。

　あの日、放火された雑居ビルにいたうちらは、駆けつけた消防隊のグッジョブな消火＆救出活動のおかげで、なんとか生きてビルから脱出できた。

　十と勝かちちゃんのおかげで、うちら女子達はケガ一つなかった。

　でも東神楽に刺された十勝ちゃんのふとももは重傷で、今は松まつ葉ば杖づえで学校に来てる。

　パトカーが駆けつける中、東神楽はビルの非常階段からマジで逃亡した。今もまだ捕まってないけど、東神楽のこれまでの犯行は明るみになった。

　高校二年生の連続殺人犯の出現は、テレビとか新聞とかインターネットとかのメディアを一色に染めた。

　芸能人の不倫とか海外クラブで活躍するサッカー選手のニュースが懐かしい。ワイドショーで、モザイクがかかってる東神楽の写真や千ち恵え里り高の外観を毎日見てる。一度、容疑者の母としてインターフォン越しに泣きながら被害者家族に謝る東神楽ママの声を聞いて、胸が痛くなっちゃった。東神楽ママの作ったケーキは美お味いしかったなぁって、思い出しちゃうんだ。

　うちの学校の校長は、かなり貧乏クジ引かされたカンジだった。

　だって東神楽が転入してきてまだ二週間しか経ってないのに、連続殺人犯の出身高校になっちゃったわけだから。

　メディアの矢面に立ってきた校長は、全校集会では命の大切さを唱えてた。身近で殺人犯がでてきたワケだから、全校のみんなは真剣に聞いてたと思う。

　もともと有名人だったけど、問題の雑居ビルにいたうちとキララとさきっぽは学校の超有名人になった。十勝ちゃんは超超有名人になっちゃったケドね。

　東神楽がキララを監禁した雑居ビルの所有者は、不動産を営んでる東神楽のおじいちゃんだったみたい。東神楽はそれで鍵かぎを勝手に持ち出してたってワケ。しかもそこだけじゃなく、貸倉庫やアパートの一室の鍵とかも持ってた。そーゆうのをニュースで知った。

　彩いろどり市し内ないの小学校では、なんちゃら防犯自治会ってところから防犯ブザーが無料で配られて、小学生は集団下校をするようになった。集団下校は、下校における超レアイベントだと昔ゆってた十勝ちゃんも実際の集団下校を見たら、冗談もゆわなかった。

　留萌の病室に、四人思い思いのプレゼントを送った。いつか目覚めたときビックリさせたくて、留萌がキララの中から見てないときにこっそりね。ほんとはみんなで届けに行きたかったけど、今は女子全員家から寄り道禁止令が発令中だから、郵送にしたの。うちはこれがないと死んじゃう！っていう乙女おとめの秘密兵器をセレクトしたんだけど、絶対一番喜んでくれると思うんだ。

　そして、この一週間に衝撃度MAXの事件があった。

　ホントありえないんだけど、逃亡中の東ひがし神楽かぐらからうち宛あてってゆーか、厳密にゆえば放送部宛に手紙がきたの。

　内容は、意味不明なんだけど自分の自慢ばっかりだった。

　その自慢ってのが、自分がいかに優秀であるかについて。

　ゲロゲロの東神楽自慢は、便せん二十枚にびっしり書いてあるの。小学校の時のテストの点数とか、塾の全国模試の結果とかどうでもいい内容もチラホラ。蓋がい然ぜん性せいの犯罪って行為に限りなく近いコトをしたとかって、わけわかんないコトも書いてる。

　その部分はこんな風に書いてあったの。

『僕は後輩の女の子と仲がいい。

　もちろん嫁よめ子このクラスの女の子とも仲良しだ。

　だから、僕は学祭当日の朝、女の子達にある噂うわさを流した。

「四つ葉のクローバーを学祭中に好きな人に渡せたら、二人はポジティブな恋愛ができる」

って。これで嫁子をこの雑居ビルまで、おびき寄せることができた。

　なぜ、そんなことができたかって？

　僕がそんな噂を嫁子のクラスの女の子に流したら、嫁子の耳にもその噂が入るかもしれない。嫁子は人一倍ネガティブな性格なようだから「ポジティブな恋愛ができる」という部分に人一倍興味を示すかもしれない。嫁子は池いけ田だ十と勝かちに恋をしてるようだから、池田十勝にクローバーを渡したいと考えるかもしれない。他の生徒はこのおまじないを実行したいと考えても四つ葉のクローバーの在処を知らない。でも他の生徒より下校中あっちこっちを歩いている嫁子は、クローバーの位置を知ってるかもしれない。

　この雑居ビル前の歩道の花壇に、クローバーが生えてることを知ってるかもしれない。

　それを知っているなら、取りに行きたいと考えるかもしれない。

　池田十勝に渡す四つ葉のクローバーを、嫁子が池田十勝と一緒に取りに行くとは考えられない。一人で取りに行くかもしれない。

　そして、嫁子が一人で雑居ビルの前にきたら、監禁を実行に移す。

　僕のこの方法は百発百中ではない。むしろ成功率は低い。でもそれでいいんだ。でもどんなに確率は低くても、それを無限に続ければ、やがて必ず成功率は百％になるんだ。

　すなわち最も大事なのは確率ではなく、僕が怪しまられたり、嫁子に警戒されないことなんだ。今回の方法で僕がしたことといえば、一年生の女子数人に噂を流しただけ。まさにノーリスクだ。

　そして、学祭の日に嫁子が一人で校舎を出ていくのを見かけて、ついて行った。嫁子は雑居ビルに向かっていく。上う手まくいった。

　僕は、安産祈願のお守りを送ってから、嫁子が一人っきりで行動してしまうような罠わなを、嫁よめ子この日常生活のいたるところに数多く張っていたんだ。僕には雑居ビルに貸倉庫、アパートの一室と監禁する場所はいくらでも持っていたからね。いろんなバリエーションの低確率でノーリスクでおびき寄せられる方法を試していたんだ。

　どうだい。僕は実に優秀だろう』

　あの日、四つ葉のクローバーを一人で取りに行ったキララは、雑居ビルの前で気持ちの悪い偶然のせいで、東ひがし神楽かぐらと会っちゃったんだとか思ってたけど、こんな罠わなを張ってたとかキモいし。嫁子って呼び方もっとキモいし。

　ってゆーか、犯行を自慢したいんなら、さっさと警察に捕まって取調室で大いに自慢してよ。どこが優秀だったのか結局わかんないし。

　この手紙は、他にもキララを眠らせた眠ミン剤ざいカプセルの入手方法とか威力を増す方法とかだらだら書いてあった。

　あと、東神楽はパソコンのPWをうちが解いたとやっぱ信じてるから、こんな一文もあった。

『Yomeko_zakuzaku_nukisashinikusashi

　こんなパスワードをよく解けたね。きみは乳だけの女ではないのだね』

　これ褒ほめ言葉？

　うちはこのキモい手紙を、十と勝かちちゃん達と読んだ後すぐに警察に渡した。やつを捕まえる手がかりになれば幸いだケド。

　うちはこんな手紙より気になる手紙があるの。

　だって、十勝ちゃんは最近ラブレターもらいまくりだから。

　事件後、十勝ちゃんが通り魔から女の子達を守ったってコトが知れ渡って、千ち恵え里り高の英雄（十勝ちゃんの武器・真しん鍮ちゆう製の靴べらは別名神器って呼ばれてる）になった。テレビや新聞や雑誌の取材だって、十勝ちゃんにはガンガン来てる。

　十勝ちゃんが松まつ葉ば杖づえで校内を歩いていると、女の子達は熱っぽい視線を十勝ちゃんに送って、隙すきあれば肩を貸そうとかしちゃってる。

　そーゆう場面を見たときは、うちが率先して、肩を貸しに行く。連日十勝ちゃんの肩を数多の女子達が狙ねらってるの。

　そーえば、十勝ちゃんが二ふた股またも三み股またもかけてるって誤解はすぐさまとけた。十勝ちゃんが通り魔に狙われてるキララを守るために、キララとつきあってるふりしたり、うちを通り魔と一緒に帰さないようにするために二股男のふりしたってのが、みんなに広まったから（広めたのは、うちなんだけどね）。

　なんで東神楽が通り魔だと思って警戒できたのかって質問を、十勝ちゃんはよくされる。まさか留る萌もいの存在をゆうわけにはいかないから、十勝ちゃんはこんな風にゆった。

「真の下校家は、下校の敵・通り魔の存在が見抜けるんだ」

　ムチャクチャ。だけどそれをみんななんとなく信じちゃって「勝ち越しさんすげー」とかゆっちゃってる。ウケるよね。

　とにかくさ、十と勝かちちゃんは学校の女の子にモテまくりで、外を歩いていたら他校の女子からもいきなり声かけられちゃうようになって、恋敵増えまくりなの。

　うちとしては穏やかじゃないよ。

　最近、キララだって恋愛になると超強敵だってわかったしね。

　だって学祭の日に、一人クローバーを摘んでくるために、十勝ちゃんにメイド喫茶のシフトの終了時間を二時間嘘うそついちゃうくらいだし。あの純粋なキララが嘘までつくんだから、恋って人を変えちゃうよね。

　十勝ちゃんに、積極的な色仕掛けとかして、キララと十勝ちゃんの奪いあいに専念できたら、それはそれで楽しそうなんだけど……今のうちらは恋愛にうつつを抜かしてちゃいけない状態だった。

　東ひがし神楽かぐらが逃亡してから、留る萌もいはキララだけじゃなく、うちと十勝ちゃんとさきっぽにも意識を飛ばせるようになったんだから。

　逃亡中の東神楽は、うちら四人を狙ねらってるカンジかな。怖いからマジで。




　　　＊




　この一週間、特に夜布団ふとんに入ってから、東神楽のことを考えるようになっていた。

　テレビでは連続殺人犯Ａの人物像を究明するため、コメンテーターがアレコレと東神楽のことを分析していた。

　ネットでは、やつを異常だとか狂人だとか言う声もあった。おれもそうだと思う。

　でも、やつを異常だとか狂人だとか言って、自分とは別世界の化け物だと切り離すわけにはいかなかった。やつはまだ逃亡中だ。おれ達をまだ狙ってやがる。しかも未成年だから警察も公開捜査をできないでいるんだ。たまらないぜ。

　おれは布団に入ったまま、カーテンの隙すき間まから窓の外を見た。

　この夜の闇やみの中、やつは真まっ赤かな顔をして血の海に漂う黒目で、あたりに狂気を振りまいて、巣穴に隠れる獣のようにどこかに隠れているんだろうか。

　それとも、病的に真っ白い顔をして、監視カメラのレンズのような目をキョロキョロさせて、狂気も生気もなく幽霊のようにどこかを漂っているんだろうか。

　東神楽はなにがしてえんだ？　やつはつぎになにをしようとする？

　そんなことを取り留めもなく考えて、今日もなかなか眠れない夜の十二時だった。

　──♪

　不意にケータイが鳴った。

　表示は『千ち歳とせキララ』。

　こんな時間になんだろ？

「もしもし」

「十勝、ごめんね。こんな遅くに寝てたよね？」

「起きてたぜ。留る萌もいだよな。真夜中の電話は出で逢あったばかりのときを思い出すなぁ」

　留萌がわざわざ千ち歳とせの身体からだで電話をかけてくるのが不思議だった。

　話したいことがあんなら、おれの頭に意識を飛ばして直接やってくればいい。まあ、夜中にいきなり頭の中にやってこられるのはビックリしちまうが、それは電話も同じだ。

「ねぇ、十と勝かち、わがまま言っていいかな？」

「なんだ。おれの身体に意識を飛ばして、立ちションしてみたいとかか」

　留萌は、おれの下品な冗談なんて相手にしないで言った。

「今からさ、真夜中の下校できないかな？」

「え、今から？」

　冗談だろ。東ひがし神楽かぐらが逃亡中で、今もおれ達を狙ねらってるんだ。夜中に出歩くなんて危険なことは避けるに越したことねえ。

「なに言ってんだよ。真夜中の下校は東神楽が捕まってからにしようぜ」

「ううん。東神楽が捕まったあとじゃ遅いの」

　電話から聞こえるやけに真剣な留萌の声。どうしたんだ？

「それに、あ、あの、来ちゃったの」

「ん？　来ちゃった？　なにが」

　留萌はなにか言いにくそうに「えっとね」と言葉を濁してる。電話の向こうで空気が動く音もする。外にいんのか？

「……あたし、今ね、十勝の家の前にいるの」

「えっ！　おお、マジか。留萌ちょっとドキッとしたぞ。なにやってんだよ」

「ストーカーみたいな登場でごめんなさい」

「ちょっと待ってくれ。三分で支度する」




　おれと留萌の真夜中の下校。いや、学校に寄ってねえんだから、ただの真夜中の外出だな。おれは制服姿で外に出たが、留萌（見た目は千歳）は大人っぽい私服姿だった。

　見慣れない格好をしてるから、マジマジと見ちまう。

　留萌は言い訳がましく言う。

「タクシーで来たの。高校の制服じゃ乗れないと思って、大人っぽくして。だから、そ、その」

「安心しろ、似合ってるよ。っか違う！　安心じゃねえ、危険じゃねえか。東神楽がどこに潜んでるかわかんねえんだぞ」

　留萌にはおれの怒った声が届いていねえみたいだ。なぜか微笑ほほえんでる。

「ふふっ嬉うれしい。でも見た目はちーちゃんだもんね。ちーちゃんに伝えておくね、十勝がこの服似合ってるって言ってたって」

「おい、留萌。聞いてんのかよ。ちゃんとその下に防ぼう刃じんベストは仕込んでるだろうな。おれは松まつ葉ば杖づえで戦えねえ。防犯ブザーを持ってきたぜ」

　留る萌もいの視線はおれの脚と松まつ葉ば杖づえに向けられた。

「十と勝かちごめんね。近くに公園とかあるかな？」

　突然夜中にタクシーでやってきた留萌。危険だって言って、追い返すのが気が引けた。

「おれの足腰はやわじゃないぜ。本気を出せば片足跳びでどこへでも行けるってもんよ」

「十勝って学校帰りだろうと夜中だろうとテンション変わらないよね。いつも元気」

「おう、元気溌はつ剌らつだぜ。オロナミンＣじゃないぞ」

「あははっ、十勝、それつまらなすぎておもしろい」

　どうしたんだろ。

　笑ってる留萌の顔に、元気がねえような感じがした。

　まあ、今は真夜中だから疲れてんのかな。オロナミンＣでも奢おごってやるか。




　おれはどこまでも歩けるぜと言ったが、結局おれんちから歩いて三分の児童公園に着いた。公園は真夜中の下校の定番スポットだ。

　近くの自販機でジュースを買って、公園のベンチに並んで座った。

　いつかの真夜中の下校と同じ留萌はまたもマウンテンデューを飲んでる。おれはコーラだ。

　話題は自然と東ひがし神楽かぐらのことになったが、やつの話題はここ一週間でたっぷりとしてた。

　今はまだ逃亡中だが、絶対もうすぐ捕まるぜ。そんな前向きな言葉のやりとりで東神楽トークはさっさと終わった。
















　夜に人が来ることは想定してねえのか照明がねえ児童公園。

　薄暗い公園のベンチで連続殺人犯の話題はあんまりしたくねえ気分になる。

　それは留る萌もいも同じだったようで、律儀に「話題を変えるね」と言って話題を変えた。

「最近の十と勝かちはさ、すっごい人気者だね。ちょっと前まで『女の敵』とか言われてたのに。十勝とつきあいたいって思ってる女の子の名前を十人くらいすぐ言えちゃうよ」

「なんだよ。おれはそういうのをわかんねえよ」

「ねぇ、ゲームしようよ」

「ゲームってなんだよ」

「十勝のコトを大好きな女の子の名前古今東西しよう……じゃあ、まず、ちーちゃん」

「勘弁してくれよ。そんなゲームやめようぜ」

「次は、まりもでしょ。ふふっ、ドンドン言っちゃうよ」

「なあ、恥ずかしいぜ。下校時のよ、買い食いスポット古今東西でもしようぜ」

「十勝はモテますなぁ。えっと、二組のあの可愛かわいい女子なんて言ったかなぁ。それと四組の、まりもに負けないくらい胸の大きな子も、十勝のコト好きだよね」

　留萌はそれから女子の名前を次々と挙げていく。

　一人発表するごとに両手の指を折って数えていく。

　公園の外灯に照らされた部分の留萌の顔は陽気に笑ってたが、陰になってる部分の顔はなんだか無理してるように見えた。

　左の小指が立っているだけになった留萌の手を、おれは掴つかんだ。

「おい留萌、気のせいかな、なんか変だぜ」

　俯うつむく留萌の顔は九割が陰になった。

「ねぇ。十人目も言わせてよ。十人くらいすぐ名前言えちゃうって証拠を見せたいの」

「誰だれだ。おれのオカンの名前は除外してくれよ。オカンはおれの下校への情熱を理解してくれてねえんだ。おれへの愛を疑うぜ。だいたいよ、どうせ買い食いに使うだけでしょとか言いやがって月のこづかいを値下げしようとしてくるんだぜ。おれは初任給で温泉旅行をプレゼントする息子になるから、こづかいだけは現状維持で頼むって頭を下げたよ。でよ、留萌これも聞いてほしいんだが──」

「三みつ石いし留萌」

「ん、なんで自分の名前を急に言いだしたんだ。いまさら自己紹介か？」




「……自己紹介じゃないよ。十勝のコトが大好きな女の子の名前を言っただけだよーん」




　俯いたまま留萌がそう言ったから、どんな表情をしてたのかおれにはわかんねえ。

「い、いきなりなんだよ！」

　留る萌もいがパッと顔を上げた。必死な表情がそこにはあった。

「いきなりじゃないよ！　一番昔から十と勝かちのことを好きなのは、多分あたしだよ。あ、十勝のお母さんの次だから、やっぱり二番かな」

「オカンは除外でいい。って待ってくれ。おれと留萌が初めて出逢ったのは、ついこの前の夏祭りのときじゃねえのか？」

「……ううん。ねぇ、憶えてるかな。夏祭りのときにあたしは十勝に……キスしたよね」

「ああ、高確率で一生忘れねえよ。あれがおれのファーストキスだからよ」

　あのときの留萌はおれが通り魔から千ち歳とせを守る仲間として相応ふさわしいか、試してたらしい。あとからそう教えてもらった。

　あのキスも、おれを試すテストの一環だったのかと、疑問に感じたこともあった。

　留萌は謝るような口調で言った。

「キス……の意味は十勝を試すためじゃないの。……ただ、あたしがしたかっただけ」

「したかっただけ？　なんで留萌がおれとキスしたくなってるんだ？」

「十勝ったら随分なこと聞いちゃうのね」

　留萌が頬ほおを膨らませて、プイッとそっぽを向いてしまう。それがひどく子供っぽい仕草に見えた。そっぽを向いたまま留萌が言う。

「……好きな人に再会できたからしたんだよ」

　夜の公園。完全に留萌ペース。おれの頭ん中は疑問だらけだ。

　おれに向き直った留萌が、大きく一つ息を吐いた。

「十勝に話しておきたいことがあるの。あたしは本当はあのときに十勝に告白したかったの。でも、あのときは告白どころか、再会もできなかったから」

「あのときって、いつのことを言ってんだ？」

　留萌の顔がおれに向けられる。触れちゃいけねえような澄んだ瞳ひとみ。おれは何度留萌の表情にドキッとさせられちまうんだろうな。




「小学六年生のあたしが東ひがし神楽かぐらに襲われた日、一人で南区を歩いてたけど……それはね、十勝に会うためだったんだよ」




「えっ。なんでだ、なんで南区？」

「十勝が南区にいると思ってたの」

「いや、でも、おれんちも通ってた小学校も場所が全然違うぜ」

「ふふっ、そうなんだよ。十勝は南区の小学校に通ってたわけじゃないって最近知ったから、もうビックリだったよ」

「留萌すまねえが、話がわかんねえよ」

「……そっか、まだわかんないかぁ」

　留萌はおれとのやりとりをすごく楽しんでるようだ。声が陽気だった。

　そして、話はまたおれの予期せぬ方向に飛んでいった。

「この前の真夜中の下校でね、不良っぽい人に絡まれたの憶えてる？」

　おれが南区にいると思った理由はなんだよ。それは訊きかない。留る萌もいの好きなように話してもらおう。

「できれば忘れてえよ。あれがおれのファースト土下座だ」

「あたしね、あのときに十と勝かちに助けてもらったの二回目だって言ったよね」

　おれは頷うなずいた。

　それなら憶えてる。留萌の声が蘇よみがえってくる。

　──一回目って言おうとして、二回目って言っちゃった。

　そんなようなことを留萌は言ってた。実にトリッキーな言い間違いだ。

「あたし、小学五年生のとき、学校帰りにね……痴漢っていうか、変質者に遭ったことがあったの。

『声を出したら殺すぞ』みたいな、そんな陳腐な脅し文句に怖がっちゃって、手を引かれて公園のトイレに連れて行かれそうになった。

　そのときね、同い年くらいのランドセルを背負った男の子がやってきたの。

『お前さては変態オヤジじゃねえか。その子の手を離しやがれってんだ』

　男の子のあまりに堂々とした威勢の良さに変質者は逃げていったわ。

　あたしを助けてくれた男の子に、お礼が言いたかったけど……そのとき、あたしは怖かったのと安心したのと男の子が格好良く見えてドキドキしてて、恥ずかしくて、なにも言えなかった。

　結局、妙にべらんめえ口調の男の子の名前も聞けずに、彼は去っていったの。

　名前はわからないけど、あたしは彼を見つけようと心に決めたの。見つけるのは難しいことじゃないと思ったしね。

　だって、あたしの通う学校のそばの公園にランドセルを背負ってやってきた男の子は、きっと同じ小学校に通う子でしょ。あたしは次の日から学校でその男の子を捜したわ。……でも、彼はいなかった。

　べらんめえ口調の彼のことを忘れられない一年後、フラノンが撮った町中の写真の中に彼が写ってるのを偶然見つけた。それは南区の小学校の校門に立っている姿だった。

　だから、あたしは彼が南区のその小学校の生徒だと思ったの。南区の小学校まで行けば彼に会えると思って。

　……最近、あたしはまりもの中にも意識を飛ばしてるから、十勝の下校武勇伝聞いたんだよ」

　留萌は星のない夜空を眺めながら話してる。いや、留萌には星が見えてるのかもしれねえ。瞳ひとみはキラキラしていた。

「十勝ってさ、小学生のとき、開校記念日に他の小学校の校門から歩いて帰ってたんだってね」

　おれの頭ん中にいろんな思い出が鮮やかに蘇ってきた。

　たっぷりと下校気分を味わうために、小五の開校記念日に留る萌もいの通ってた北雪小に行ったコト。

　小六の開校記念日には、確かに南区の小学校に行ったコト。

　変なオヤジに絡まれてる女の子を助けたコト。

　そうか、あの女の子が留萌だったのか。

「すまねえ。おれは留萌と出で逢あってたのに、気づけないでいて」

「ううん。しょうがないよ。今の十と勝かちはあたしの本当の姿は見てないし、それにあのときお互い名前も言わずに別れちゃったから」

　不意に留萌がベンチから降りて、夜空を抱くように両手を広げた。

「あーぁ、言っちゃったなー」

「留萌？」

「好きだって告白するときは、自分の姿でしたかったんだけどなぁ」

　妙にはしゃいでる留萌だったが、振り返った彼女の顔は泣きそうになってた。

「ねぇ、十勝。お願いがあります！」

「おう、なんだ？　しりとりならやるぜ。この前の真夜中の下校で留萌の『る』返しに惨敗したしな。リベンジだ」

　座ったままのおれに、留萌が顔を近づけてきた。

「忘れられなくて、衝撃的で、何度思い返してもハッピーになっちゃうような、このためにあたしの人生ってあったんだって思えるような、とっておきの思い出をちょうだい」

「えっ」

　すげえハードルの高いおねだりをされた。でも、おれはなにも言えなくなる。

　留萌は静かに泣いていたんだ。

　女の子の涙を最近よく目の当たりにした。でも慣れることはねえ。女の子に泣かれるたび、おれはおろおろするし、涙の理由を探そうと必死になる。いつもどおり答えはわかんねえ。

「留萌……なんで涙なんて流してんだよ」

「ねぇ十勝。東ひがし神楽かぐらはさ、このあと捕まるよね」

「おう、それは間違いねえよ。金だってもう尽きてるだろうし、きっとすぐ捕まるぞ」

「そうだよね。すぐ捕まっちゃうんだよね」

「嬉うれしくなさそうに言うんだな」

　留萌が涙を流したままでいるのを見ていたくなかった。おれは左脚に力を入れて立ち上がり、服の裾すそで留萌の目もとを拭ぬぐった。

「東神楽が捕まれば、あいつは刑務所に入るよね。そしたらあいつは誰だれも狙ねらうことができなくなる」

「ああ、大いに結構。いいことじゃねえか」

「そうなったら……あたしは誰にも意識を飛ばせなくなると思う。多分、真っ暗な世界でひたすら次の眠りが訪れるのを待つ日々に戻るわ。

　今までも東ひがし神楽かぐらが狙ねらった女の子を殺して、次に女の子を狙うまで、あたしは光のなくなった真っ暗な世界でただぼんやり闇やみを見ながら過ごしてたから」

　おれはこの瞬間、日本人以外の人になりたかった。日本語がわからなければ、留る萌もいの悲しい話の意味を知らなくて済む。

「でもあたしはね、思い出してたんだよ。真っ暗な世界にはもちろんテレビもないし、本もないから。思い出に浸るくらいしかすることないんだけど、あたしには宝物の思い出があるから。変質者からあたしを守ってくれた十と勝かちのことを……何千回も……何万回も思い出してたよ。

　……だから、ただ闇を眺めていた日々はそんなに寂しくなんてなかったんだよ」

「……留萌」

　名前を呼ぶしかできない。留萌の強くて美しい微笑ほほえみの前では、おれは言葉をたまに失う。

「ねぇ十勝。ちょうだい」

　おれの手元には、気の抜けたコーラがあるが、こいつをご所望じゃねえことくらいおれでもわかる。

「真っ暗な世界でずっと過ごす日々にも耐えられる思い出をちょうだい」

　留萌の声はいつものように明るかったから、おれはたまらなく悲しくなっちまった。

　留萌を守ってやりたい。留萌を救ってやりたい。留萌を一人にはしたくねえ。

　どんな言葉を言っても無意味な気がして、馬ば鹿かなおれは目の前の悲しい言葉を紡ぐ口を塞ふさいだ。

　当たり前だが、どっちかが離れようとしない限り唇と唇は触れあったままだ。

　おれは左脚だけで立つ姿勢に限界が来るまで、長いキスを続けた。ベンチに立てかけていた松まつ葉ば杖づえが地面に倒れたが、そんなことはどうでもいいことなんだ。




「ちーちゃんの身体からだで、また十勝とキスしちゃった。ちーちゃんゴメンって感じ」

　キスのあと、おれと留萌はベンチに戻ってきていた。

「なあ留萌、あ、あのさ」

「なあに？」

「し、舌入れてきたよな」

　夜でもわかるくらい留萌は頬ほおをパッと紅潮させる。

「…………十勝、恥ずかしいこと確認しないでよ」

「いや、そういうんじゃねえんだ。ごめん、おれビックリしちまって。その、ちょっと噛かんじまったよな」

「だ、大丈夫。おかげさまで……忘れられなくて衝撃的で何度思い返してもハッピーになっちゃうような、それでいてこのためにあたしの人生ってあったんだって思えるような、とっておきの思い出をもらっちゃったよ」

　おれも赤面しちまった。確かにおれの人生でも衝撃的な思い出になっちまった。

「明日からさ、いつものあたしに戻るから、変に意識とかしないでね。思い出して鼻血ブーとかやめてね」

「留る萌もいこそ、鼻血出すんじゃねえぞ」

　おれ達は夜の公園で笑った。ゆるくなったコーラもうまい。

　空になったジュースの缶を、松まつ葉ば杖づえのおれを気遣って、留萌がゴミ箱に捨てに行ってくれる。ベンチに戻ってくると留萌が言った。

「今は、十と勝かちもちーちゃんもまりももフラノンも東ひがし神楽かぐらに狙ねらわれてるから、警戒は充分にしなきゃね」

「おうよ。今度は松葉杖って武器もあるから、ヤツには負けねえよ」

「ねぇ十勝。一回キスするとさ、もっとキスしたくなるよね」

「え、あ、お。いや、その」

「あははっ、照れてる十勝可愛かわいい。あたし、いい思い出がいっぱい増えちゃった。これなら真っ暗な世界でも楽しく過ごせそう」

　それから三十分後。

　留萌と一緒におれんちまで歩いて、留萌はタクシーで帰っていった。

　一人布団ふとんに入ると、留萌とのキスを思い出しちまう。

　キスってのは、いつも通る下校の道ばたに一輪のタンポポが咲いてるのを見つけたくらい素敵なことだよな。なんて思っちまうからなかなか眠れねえ。




　次の日。日曜日だから昼前に起きた。外は晴れてる。気持ちいい九月の休日だった。

　おれは休みの午後を、のんびりテレビを見たり、マンガを読んで過ごした。平日はしっかり下校家してるおれも、休日はインドア派だった。

　夜になっても、留萌の意識はおれに飛んでこなかったが、それは女の子の誰だれかのところに意識を飛ばしてるからだと思った。

　夜遅くなってから、さきっぽとメールのやりとりをした。留萌はさきっぽのもとに来てないようだ。

　丹たん下げともメールのやりとりをした。留萌は丹下のもとに来てないようだ。

　千ち歳とせのもとに行ってるんだろうな。おれはそう思って、眠った。

　月曜日の学校。

　お昼休みに廊下で会った千歳とやりとりをして、わかった。

　昨日、留萌は誰のもとにも意識を飛ばしてないってことに。




　留萌がまる一日、意識を誰にも飛ばさないなんて初めてだった。

　留萌が金曜の夜中に意識を飛ばして、おれと公園でお喋しやべりをしたから、それで疲れて一日休んだのかなっていう考えも過ぎったが、なんか妙に嫌な予感がした。。

　おれはある一つの可能性を、考えていた。

　留る萌もいは誰だれにも意識を飛ばさなかったんじゃない。

　留萌は誰にも意識を飛ばせなくなっちまったんだと。

　つまり、留萌の身になにかあったんじゃないか。

　体調が悪化したりだとか。

　そう思ったら、いてもたってもいられなくなった。

　雑居ビルの一件以来、学校帰りの寄り道が禁止されてる千ち歳とせ、丹たん下げ、さきっぽを置いて、おれは放課後一人で、Ｔ市まで長距離バスに飛び乗った。早く着きたかったが、金がなくてＪＲには乗れなかった。

　学校帰りに彩いろどり市しから直線距離で五百キロ離れたＴ市に行く。下校時の最長移動距離記録大幅更新だ。おそらく一回の下校の最長所要時間記録も更新するだろうな。




　学校を出て、四時間半後。

　Ｔ市に着いた。駅を出る。タクシーに乗れる金はねえ。っていうか帰りの交通費も持ってねえ。でも関係ねえ。無事な留萌に会えたらそれでいい。あとのことはしらねえ。

　駅前から南のほうに、多分三百メートルくらい延びてる、ゆるい勾こう配ばいの坂を松まつ葉ば杖づえに気合いを入れて、駆け上がった。坂のてっぺんで左に折れ、そよ風の気持ちいい高台の道でクールダウンしながら三分ほど歩いたら、留萌のいる病院に到着した。

　午後八時二十五分。

　面会時間の猶予はあと三十分ちょっとある。

　そして、おれはホテルみたいな綺き麗れいな病院のロビーで、留萌の母さんに出で逢あった。

　おれが留萌に会いに行く旨を、留萌の母さんにさきっぽを通じて伝えてもらったんだ。

　おれは突然の来訪を詫わびた。留萌の母さんは優しい笑顔を浮かべて、病院まで見舞いにきたおれを歓迎してくれる。

　おれが留萌を襲った通り魔と一戦交えたことを、留萌の母さんは知ってて、おれの脚を気遣ってくれる。

　松葉杖をついて患者みたいなおれが面会受付で受け付けバッジをもらう。

　留萌の病室に行くまでのエレベーターの中で、留萌の母さんが言った。

「彩市から引っ越してそろそろ四年になるのよ。池いけ田だくんは下校のエキスパートなんですってね。彩市は最近どうなの？」

　街単位で近況報告を求められても困るが、おれは必死に最近の彩市情報を伝えた。

　これから留萌に会う緊張を紛まぎらわすには、ちょうどいいんだ。




　留萌の個室の扉の前に着いた。緊張はさらに増した。病室といえども女の子の部屋なわけでもある。

　部屋に入ると、ビジネスホテルのゆったりとしたダブルの部屋みたいだった。

　小型の冷蔵庫、シャワー、テレビ、サイドテーブル、大きな窓。病室と言われれば違和感はねえが、ここに留る萌もいが四年間も眠っているかと思うと、当然ながら四年間分の生活感みたいのもなくて、妙な感じがした。

　窓のそば、ベッドで眠る留萌を見た。

　そう、おれは小学生のとき以来、二回目になる生身の留萌と対面した。

　留萌の綺き麗れいな顔はすぐにでも起き出しそうで、おれは眠り姫の寝顔から目が離せなくなった。

　おれの隣で留萌の母さんが言った。

「留萌ちゃんはね、先生が言うには、いつ目覚めてもおかしくないらしいの。さまざまな検査をしたんだけど数値的には異常ないみたいで。脳も活動してるの」

　留萌を目覚めることを、みんな願ってる。

　ベッドのサイドテーブルには、留萌が目覚めることを祈って、おれ達が留萌に内緒で送ったプレゼントの品が並んでた。

　留萌が目覚めたとき、喜んでくれると思う。

　駄菓子の盛りあわせ（さきっぽ）。

　美容グッズ一式（丹たん下げ）。

　猫のぬいぐるみ（おれ）。

　新明解国語辞典（千ち歳とせ）。

　さきっぽと丹下のチョイスは、らしいなと思う代物だった。

　おれは猫のぬいぐるみを贈ったのは、女の子にプレゼントとかなに贈ればいいのかわかんなかったからだ。女ってぬいぐるみが好きなんだよな。

　千歳の贈った辞書には見覚えがあった、いつも千歳が持ち歩いたものだ。

　厚紙のケースに入った新明解国語辞典の上には、メッセージカードが添えられていた。

　読む気はなかったんだが、見えちまった。

『留萌へ

　二人でよくこの辞書で一緒にお勉強したな。国語が好きな留萌と朗読会をまたしたいぞ。今度は留萌の声で朗読してもらいたいと思う』

　このメッセージカードの意味を留萌の母さんはわからねえと思う。

　小学六年生から学校に通えなくなっちまった留萌は、中学生の千歳に意識を飛ばせるようになった頃ころ、頭の中で一緒に勉強をしたらしい。

　化学や数学や社会や英語がまるでダメなことより、ボキャブラリーが小学生のままで止まってることが一番恥ずかしいと考えた留萌は、でたらめに国語だけを頑張った。

　あの辞書は、そのときの思い出の品らしい。

　辞書が思い出の品か。女の子二人の友情の品としては、少々可愛かわいさに欠けるが、しょっちゅう変な言い回しをする千歳と、しりとりがでたらめに強い留萌の思い出の品としては、妙にしっくりきた。




　面会時間も残り五分となって、おれと留る萌もいの母さんは退室することにした。

　部屋を出る際、留萌の頭を優しく撫なでるその手つきはやっぱり切ないものがあった。

　病院を出ると、留萌の母さんの車で、Ｔ市の駅まで送ってもらった。

　留萌の母さんに礼を言って、別れる。

　さあ、こっからどうするか。ヒッチハイクでもするか。巷ちまたを賑にぎわしてる逃亡中の連続殺人犯の被害者だといえば、トラックの運ちゃんとか同情したり、おもしろがって乗っけてくれねえかな。

　そんなことを考えながら、病院にいる間、切っていたケータイの電源を入れると、メールと留守電が何件か入っていた。

　全部、丹たん下げだ。

　留守電を聞いた。

『もしもし、十と勝かちちゃん。あのね、うちの放送部が夏の終わりに彩いろどり市しの心霊スポットってゆーか、不気味な場所を募集してたんだケド。まずメールの写メ確認してみて』

　それで丹下から来たメールに添付された写メを開いた。

　なんだろう？

　全体的に薄暗い場所に、赤いものが沢山散らばっている。

　メールの本文を読んだ。

『十勝ちゃん。写メの場所は留萌が襲われた犯行現場だよ。しかもケータイの画面だとわかりにくいかもだけど、赤いのって全部安産祈願のお守りなの。ねえ、これってどーゆうコトかな？』

　このとき、おれはある恐ろしい想像が働いた。

　留萌は東ひがし神楽かぐらに現在狙ねらわれている人にのみ、意識を飛ばせる。

　突然留萌はおれにも千ち歳とせにも丹下にもさきっぽにも、意識を飛ばせなくなった。

　ってことは。

　留萌が今東神楽に狙われてんじゃねえのか？

　おれは松まつ葉ば杖づえを握る手に力を込めて、病院までのゆるい勾こう配ばいの坂を駆け上がった。




　病院に着いた。息を切らした松葉杖の男。おれは急患みたいだな。

　面会時間は過ぎていたが、受付の人はおれの顔を見ると、向こうの方から「どうしたの？」と声をかけてくれる。

「すみません。忘れ物しちゃいまして」

　それでおれを通してくれた。

　一人留萌の病室までの通路を小走りに進みながら、思う。

　おれは気にしすぎだろうか？

　逃亡中の東ひがし神楽かぐらが、留る萌もいを狙ねらってる。

　そんなことが本当にあんのか？

　留萌の犯行現場に大量にばらまかれていた安産祈願のお守りだって、東神楽がやったとは限らねえよな。

　……いや、東神楽以外の誰だれがそんなことを好き好んでするんだよ。

　もやもやとした不安を感じながら、おれは個室の扉を開けて、電気を点ける。

　目に飛び込んでくる留萌の姿。

　辺りを見る。

　さっき来たときとなんも変わらねえ。

　安あん堵どした。

　そうだよな、考えすぎだよな。

　安心すると、おれは今、室内に留萌と二人っきりなんだと意識しちまった。留萌に話しかけたくなった。

　おれは黒い革張りの丸イスに座って、留萌の寝顔をのぞき込んだ。

「なあ留萌、なんで会いにきてくれねえんだ。東神楽の野郎に狙われてるわけじゃねえよな。大丈夫だ。おれが守ってやるからな。

　留萌が目覚めたらさ、おれと千ち歳とせと丹たん下げとさきっぽで下校しようぜ。

　彩いろどり市しのうまい食い物屋いっぱい知ってるんだぜ。なに食いたい？

　パフェか？　ケーキか？　パスタか？　牛ぎゆう丼どんなんてどうよ。

　なあ留萌。おれはよ、これからなんとヒッチハイクで帰るんだぜ。下校中にヒッチハイクして、家に帰る。おれの下校武勇伝がまた増えるぜ。

　よっしゃ、そろそろ帰るぜ。じゃあな留萌」

　そう言って、イスから立ち上がろうとしたとき。

　視界の下でなにかが素早く動いた。

　──グサッ

　えっ？

　左のふとももに衝撃が跳ね、おれは丸イスの上でバランスを崩し、床に倒れた。

　脚に痛みを感じながら、ひんやりとした床に倒れると……、

　──目があった。

「やあ」

　ベッドの下にいたやつがおれに笑顔を向けてくる。おれは頭が真っ白になる。

　………………えっ。

　留萌のベッドの下に、東神楽がいた。

　やつの腕がまっすぐにおれの左のふとももまで伸びていた。ナイフはしっかりおれのふとももに刺さってる。

「やっぱり豚肉以下だな」

　恐怖というのは、身体からだを楽器にするみてえだ。心臓はドラムのように早打ちして、奥歯はカスタネットのように鳴る。

「……おまえ、なんでここに？」

　ふとももに刺さったナイフを抜いて、東ひがし神楽かぐらがベッドの下から這はい出てくる。

　やつはおれを道ばたの石ころでも眺めるように見下ろした。

「こっちのセリフだよ。オマエこそなんで、ミルモのそばにいるんだよ」

　おれは立ち上がろうとした。

　治療中の右脚と、刺されたばかりの左脚。どっちも力が入らなかったが、手で近くにあったサイドテーブルを掴つかんで、なんとか立ち上がった。松まつ葉ば杖づえは床に落ちたままだ。

　おれはやつの姿を確認した。薄汚れた制服姿、それはあの雑居ビルのときと同じ格好だった。猫みたいだったクセッ毛の髪は整髪料でも塗りたくったようにギドギドだった。

「よお、ちゃんとシャンプーしてるか？　浮浪者みてえじゃねえか」

　やつは苦々しい顔で、おれをにらみつける。

「きみの言ってたことは当たったよ」

「おれの言ってたこと？」

「きみが雑居ビルで僕に言ったことだ。おまえの人生はもう終わりだって言葉」

　おれはそこで信じられないものを見た。

　眼前の小汚い美形がメソメソと泣き出したのだ。

「僕は未成年だ……四人を殺した殺人犯だ。……死刑にはならないのかもしれない……でも、確かに僕の人生は終わりだ。もう……いい大学にも行けない。いい会社にも入れない。僕の自慢の優秀な頭脳でどれだけシミュレーションしても……僕の頭脳を発揮する機会は…………この人生には……もうないんだ」

　次々と涙の滴を流しながら、東神楽の声は諦あきらめと絶望と開き直りで透き通っていた。

　顔を赤くして喚く東神楽より、血の気の失せた冷静な東神楽より、おれは今の東神楽が怖かった。

　なにをするかわからないという意味で、得体の知れない不気味さがあった。

　おれはやっとの思いで、壁を背にして立っている。地面には血が溜たまって、血のにおいが立ちこめてくる。

　チラッとベッド上部を見た。

　ナースコールがある。

　あれを押せれば……いや、押す必要もないのかもしれない。

　ここは病院で、今は面会時間も過ぎた夜の九時過ぎ。自由になる拳こぶしで、思いっきり壁を叩たたけば、その音は静寂の館内に響く。異変を感じて、誰だれか駆けつけてくるだろう。

　幼女のようにメソメソ泣いていた東神楽がいきなりベッドの上によじ登った。

「お、おい、なにしてんだ!?」

「変なことをしようとするな。物音を立てようとするな。物音を立てた瞬間、ミルモにナイフを挿入しちゃうよ」

　四つんばいで留る萌もいの身体からだを跨またがいだやつは、ナイフを留萌の首筋にそわせた。やつの顔は涙でぐっしょり。

「なあ東ひがし神楽かぐら。なんでここに来たんだ？　留萌に会いに来たんだろ」

　東神楽の顔が留萌に向けられる。すると泣き顔から一変、探していた宝物を見つけた子供のような不純物のない笑顔になる。

　どうする？

　松まつ葉ば杖づえを拾って、素早くやつを殴る？

　やんちゃなことはできねえ。

　おれは東神楽とおしゃべりすることにした。時間を延ばして、話してるうちに誰だれかがこの病室の異変に気づいてくれることを期待する。

「なあ、聞かせてくれよ。特別な想いがあって、ここに来たんだろ」

「僕が嫁よめ子ことの性の歓び獲得行為がうまくいかなかったのは、きっとミルモがやきもちを灼やいたんだ。わたしも東神楽さんと性の歓びを分かちあいたいよってやきもちを灼いたんだ」

　やつの落とした涙が留萌のベッドのシーツを汚すのを見ながらおれは聞いた。

　話の内容のせいか、出血しすぎてるせいか、頭がクラクラしてきた。

　やつは自分一人の世界で話し続ける。

「僕はね、自分の性に悩んでいた中学一年の頃ころ、ある雑誌を見たんだ。低俗で品のない雑誌だったけど、その雑誌に書いてあったある記事を最近よく思い出すんだ」

「なんだよ」

「普通の……どういう人を普通っていうかわからないけど、普通、人間は一生涯のセックスの経験人数は平均五人らしいんだ」

　やつは、なんでエッチの経験人数の話なんてし始めたんだろうか？

「僕の経験人数は四人なんだ。四人と性的に気持ちいいことをした。ミルモとは未遂だからいわばＢまでしかしてなかった」

　経験人数って言葉の意味間違ってる。殺人未遂をＢってなんだよ。

「僕のような人間が世の中の平均を下回ることわけにはいかない。せめて平均にして、この人生を終える」

　そんなゴミみたいな雑誌の、クズみたいなデータがなんだっていうんだ。その雑誌に経験人数平均五人って書かれていたから、やつも五人の人を殺して自分の人生を終えようとしてる。なんだそりゃ。

　東神楽は留萌と心中するためにここにきたようだな。

　東神楽はナイフの刃の横で、留萌の頭を撫なでる。

　まるで恋人の頭を手で撫でるように。

「今日はゆっくり性の歓び獲得行為ができると思ったんだ。この個室で朝が来るまでミルモと二人っきりで。まあ、ミルモはとびっきりのマグロ女だけど、嫁よめ子この次に可愛かわいい極上の子だから」

　東ひがし神楽かぐらは留る萌もいの首筋に、ピタッとナイフの刃をそわせたまま、おれを見る。なんの熱もない視線。

　これが、人生を終わりにしようとしてる人間の目なのか？

「きみはそこで僕とミルモの行為を見てなさい。人に見られてする。変態っぽくていいね。勿もち論ろん、物音を立てたり、動いたら、その瞬間にズブリと行くよ。安心したまえ、ミルモとしたあと、僕は死ぬから。きみは死なないんだよ」

　安心できるわけねえ。留萌が死んだら、これ以上ねえバッドエンドだ。

　おれに今できることはなんだ？

　わからねえ。

　ただ、おれは無性に留萌と話したかった。

　だから、自然とこんなことを言いだしていた。

「東神楽、平均でいいのか？」

「ん？　なんだ」

「東神楽ほどの人間がよ、経験人数が平均でいいのかよ。平均を超えなくていいのか？」

　やつの目に、興味の色が現れた。おれは続ける。

「おれを殺して、そのあとに留萌を殺せば、経験人数六人で見事に平均超えじゃねえか」

　やつはニコニコと笑い出した。

「きみはおもしろいこと言うねー。僕はね、女の子が好きなんだよ。ペニスを男に突っ込む趣味はないよ。……あ、でも、きみにはもう二回もペニスを刺し入れたのか」

　おれは知らぬ間に、やつに犯されたかと思って、震えた。東神楽はナイフのことをペニスと呼んでるようだ。キモいやつだ。

「最後なんだ。きみとも性の歓び獲得行為をしよう。バイセクシャルかぁ。変態だなぁ僕は」

　東神楽が留萌の首筋に当てていたナイフを放した。

　そして、おれの命が狙ねらわれ、あの声が帰ってくる。

　──十と勝かち、十勝。

　留萌の声だ。

　──十勝、ベッドから離れて、今から言うことをそのまま口にして。

　──わかった。

　おれは頭の中で答えた。必死だったから、このとき小さな引っかかりを憶えたんだが、それがなにかわかるまえに、おれは窓際のほうに移動して留萌の伝言をした。

「あなたに聞いてほしい話があるの」

　おれとの二メートルちょいの距離で相対する位置に東神楽はベッドの上に仁王立ち。すごい見下ろされてる。

「なんだ。急にあなたなんて呼んで気持ち悪いな」

「あなたのイカれた性癖のせいで、多くの女の子が不幸になった」

「なんでそんなことがきみにわかるんだい？」

「あたしも不幸にさせられたわ」

「あたし？　おお、豚肉くん、頭イカれてるんじゃないの？」

　おれは留る萌もいの意図がわからなかった。

　留萌とコミュニケーションを取れるようになったのは嬉うれしいが、これじゃ東ひがし神楽かぐらを怒らせるだけな気がする。

　怒らせて、やつが喚きでもして、誰だれかに気づいてもらうつもりなのか？

　東神楽はベッドの上に立ち、暗くよどんだ目で視界におれしか映ってないように針のような目で睨にらんでいる。

「僕はね、セックスってのは男より女のほうが格段に気持ちいいと思うんだ」

　おれはそういった方面は未経験でよくわからねえが、同級生のエロ漫画とＡＶ好きも似たようなことを言ってた。

「ってことだよ。僕にナイフで刺された女の子達も、僕より気持ちよかったんじゃないかって思うんだよ」

　なにが「ってこと」なんだ？

　おれはやつのわけわからない発言に呆ぼう然ぜんとした。留萌には聞かせたくねえ言葉だったが、留萌はおれの中で聞いている。

　おれは留萌が呻うめくように囁ささやいた言葉を伝言する。

「あんただけだよ」

　留萌が必死に訴える言葉をおれは熱を込めて言った。




「気持ちよかったのはあんただけ。あんたのペニスは最悪。吐き気がする」




　東神楽の顔が一気に紅潮する。目が真まっ赤かになり、血の海の黒目をぎらつかせて、やつは呻いた。

「おまえは女の子じゃないだろ。女の子にとっては僕のペニスは最高なんだ」

　やつはベッドから飛び降りる。

　おれの背は窓で、これ以上下がれない。やつが狂ったように笑いながら、ナイフを振り上げる。おれまでのわずかな距離を詰めてくる。

　おれは拳こぶしを強く握った。

　刺されても、一発やつの顔をぶん殴ってやる。

　そう思ったとき、おれは東神楽の背中の向こうに信じられないものを見た。




　……ベッドに眠っている留萌が起きたのだ。




「おいおいおいおい池いけ田だ十と勝かち、どこ見てんだよ。僕のペニスの挿入口がよく見えるように、正常位にしとこうか。それともいきなりバックいっちゃう？」

　やつがなに言ってんのかわからねえ。

　ただ、おれは奇跡を目撃して、泣きそうになった。

　血を流しすぎたせいで、幻覚を見てるわけじゃない。

　留る萌もいは起きた。極限状態のおれの脳みそは、さっき引っかかりを憶えたことを思い出した。おれの心の中に意識を飛ばしてきた留萌は、この病室での状況をすでに理解していた。それはきっと、自分の身体からだで聞いていたからなんだ。そうか、留萌が目覚めた。

　留萌は手の届く範囲で武器を探したんだと思う。サイドテーブルの上にあった辞書を掴つかむ。

　おれ以外に全く注意を払っていない東ひがし神楽かぐらの背後に近づき、そのケースに入った辞書の角を、東神楽の後頭部を思いっきりたたきつけた。

　東神楽は、完全な不意打ちをくらい、言葉にならない声を呻うめきながら、その場に倒れた。

「……ミ、ミルモ」

　仰向けに倒れたやつが、まるで母親の姿を見つけた迷子のように、ナイフを持ってない手を伸ばして、微笑ほほえんだ。

「ミルモ、性の歓び獲得行為のために復活してくれたんだね。嬉うれしいよ。さあ、一緒に気持ちいいことして、このクソみたいな世界とお別れしよう」

　ベッドの上に立つ天上の留萌は、ひどく冷たい声で言った。

「あんただけよ」

　東神楽は笑顔のまま「え、なんだ？」と聞き返す。




「気持ちよかったのはあんただけ。あんたのペニスは最悪。吐き気がする」




　東神楽の笑みが消えた。

「……そうか、そうか、そうか……やっぱり、気持ちよかったのは僕だけか。女の子達は行為の最中、濡ぬれ濡れだったけど。血で濡れ濡れになってるだけだもんな」

　廊下のほうが急に騒がしくなる。慌ただしい足音。

　病室の扉が開かれる。

　異変に気づいた守衛や看護婦の姿だ。

「どうなってんるんだ。君たちはなにをやってるんだ！」

　守衛が怒鳴り、看護婦が立ち上がってる留萌に言葉を失う。

　守衛と看護婦はナイフを持っている東神楽に気づいて、部屋に入るのを躊ちゆう躇ちよしている。

　東神楽が言った。

「邪魔が来ちまったなぁ。池田十勝」

　やつは仰向けのままナイフをおれに向けてる。怖くは感じなかったし、松まつ葉ば杖づえでやつをぶん殴ることは簡単だった。でも、おれはやつの言葉が聞きたくなった。

「人に羨うらやましがられてばかりの僕が初めて人を羨ましいと思ったよ。

　池いけ田だ十と勝かち、きみが羨ましいよ。僕も生まれ変わったら、女の子と一緒に下校して、いっぱいお喋しやべりして、ときに手を繋つないだり、ハグしたり、キスしたり、セックスをして、歓びを感じられる人間になりたい。そういう人間になりたかった」

　血の海に浮かぶ黒目で泣いていた。

　けれど、やつが心の弱さを素直に出したのはその一瞬だけだった。

　すぐに狂ったような笑顔になって、イカれた男は……、

「経験人数五人目だ」

　イカれたことを言って、イカれた行動を取った。

　やつは右手に持ったナイフで自分の心臓を一突きにしたのだ。

　おれはベッドの上の留る萌もいを見た。

　全て終わったな。

　深い安あん堵どに包まれて、やけに力の入らない脚を踏ん張るのをやめて、おれの血と東ひがし神楽かぐらの血が混じる床に倒れた。

　看護婦と守衛が駆けつけてくる足音を聞いた。








エピローグ１　これぞ下校道




　東神楽は死んだ。

　やつの最後の姿をおれは一生忘れることはねえだろう。ただでさえも下校中に起こったことは忘れられねえタチだ。

　おれは右脚に続いて左脚まで刺されちまった。何十針も縫うことになっちまった。下校家にケガはつきものってわけじゃねえんだがな。

　殺人犯と二度も対たい峙じしたのだから、心のケアが必要だとか言われて心療内科でのカウンセリングすることを薦められたが、おれは普通に登校してる。

　心のケアには、下校がもってこいだから。

　学校では、留萌の奇跡や東神楽の狂気、それにおれと東神楽の対決がよく噂うわさされてる。噂は尾ひれがつくものだが、留萌が目覚めた奇跡はどんな尾ひれも必要なかった。そのまま語るだけで充分感動的。

　尾ひれのついた噂に出てくる東神楽の狂気についても、よく耳にしたが、実際東神楽と対峙したおれには、その噂の十倍イカれた状態が東神楽だと思ってる。

　みんなはよくおれの活躍を褒ほめてくれたりするが、それは尾ひれのついた噂うわさのせいなんだ。実際のおれはヒーローじゃない、ただただその都度心の赴くままにやっただけだ。みんなが無事なのも、おれのおかげじゃない。ただ、唯一の負傷者だから活躍したように見えてるだけなんだ。

　噂には、いろいろおもしろいものがあって、留る萌もいが東ひがし神楽かぐらの後頭部に食らわせた辞書の一撃は「神の一撃」って呼ばれてる。件の新明解の辞書は「神の辞書」とか呼ばれるようになった。名称はコロコロ変わってるから、神明解国語辞典とかね。

　丹たん下げのいる放送部に東神楽から二通目の手紙がきたのには驚いた。どうやらやつが逃亡中に書いてたものらしい。今度の中身は手記のようなものだった。

　小学五年生のやつが女性の裸になんら興味を持てなくて、通り魔的犯行に魅力を感じ、千ち歳とせを襲うために、Ｔ市の進学校から転校してきたまでの物語。

　わかったことは一つ。

　やつはどうしようもなく可哀かわい想そうなほど異常だったってこと。




　おれは今日も放課後は、正面玄関前ロビーに行く。

　そこで千歳と、丹下と、さきっぽに会う。

　最近、おれ達と下校したいっていう女生徒が急増したんだが、丹下がそいつらを「十と勝かちちゃんはうちらのものなの！」と、一いつ蹴しゆうした。

　でも今日の下校には、ゲストが一人いた。

　病院の外出許可を得た留萌だ。

　正面玄関前ロビーにいる留萌は、不安げな顔でおれを見てくる。

「ちーちゃんから借りたんだけど、千ち恵え里り高の制服似合ってるかな？」

「おう、ばっちりだ。よし、今日も楽しい下校に繰り出そうぜ」

　丹下が言う。

「十勝ちゃん。松まつ葉ば杖づえだし、近場でお茶するでしょ？」

　おれは両手の松葉杖を握る手に力を入れる。

「馬ば鹿か言っちゃいけねえよ。いいか、オマエらよく聞け」

　おれは女の子達の顔を見まわして言った。




「真の下校道とは、松葉杖でも寄り道することにあり！」




　女の子達が口々になにか言って笑ってるのが見えた。

　そして、天地がひっくり返るくらい予想外のことがあった。

　さきっぽが「うむにゅ！」と大きな声を出して、おれの唇にキスをしてきたんだ。

　……え？








エピローグ２　きみさえいれば世界中から無関心に思われても構わないっす。




　ミルモがびっくらぎょーてん奇跡みたいに目覚めてくれて、今日は五人で楽しく下校ができるのだ。

　放課後の正面玄関前ロビーで、あーしはカメラのレンズを磨きつつ、ワクワクしながら待ってる。

　今日はいい写真が撮れる予感がビンビンにする日っすね。

　写真かぁ。あーしは、カメラに「ごめんよぉ」と呟つぶやいて、レンズをピカピカにする。

　チキララは制服を着替えるミルモに付き添ってて、たんまりは今日の下校で行ける近場のお店を探してる。

　あーしだけだなぁ。と、自覚しちまうよ。

　入学式の日に出で逢あったとき、あーしたちはそれぞれ下校ポリシー的なものを発表してすぐ意気投合し、一緒に下校するようになった。

　十と勝かちくんは思いっきり下校を楽しんでやるって言ってた。その言葉通り、いまでは立派な下校バカ。

　チキララは体型の現状維持が目標だった。チキララは今日までずっと見事に長細い。

　たんまりは、街の美お味いしいお店やイベントの情報を集めるって燃えてた。そのメラメラパワーの情報で今や放送部は大人気なんだぁ。

　あーしはさぁ、そもそも彩いろどり市しのみんなの笑顔を集めた一冊の写真集を出す予定だった。

　それなのに、あーしったら、困ったことに街のいろんな人の笑顔を撮れないでいる。

　だって、チキララとたんまりと……それに十勝くんの写真ばっか撮りまくってちゃってるんだもん。あーしは、ダメッすね。

　十勝くんは、二度の東ひがし神楽かぐらとの対決で、学校ではモテまくりになっちゃってる。

　チキララもたんまりも十勝くんのこと好きなのはカメラ様にはお見とーしでやんす。

　さらにさらに、ミルモまで十勝くんにラブのご様子。

　あーしは、きっと十勝くんの恋愛の眼中に入ってないっすよね。

　十勝くんばっかり撮って、写真集の完成は未定まま、こんなんじゃカメラマン０点だよぅ。

　うだうだ考えてるうちに、ミルモが着替えを終えてきた。すっごい似合うっす！

　あ、十勝くんも来た！

「ちーちゃんから借りたんだけど、千ち恵え里り高の制服似合ってるかな？」

「おう、ばっちりだ。よし、今日も楽しい下校に繰り出そうぜ」

「十勝ちゃん。松まつ葉ば杖づえだし、近場でお茶する？」

「馬ば鹿か言っちゃいけねえよ。いいか、オマエらよく聞け」

　十と勝かちくんが気合いの入った声で言う。




「真の下校道とは、松まつ葉ば杖づえでも寄り道することにあり！」




　にゃはー、十勝くんは今日もゴーイングマイウェイだ。

　誰だれになんと思われようと気にならないっすね。

　そう思いながら、ミルモの姿を見ると、あーしはあることをいきなり思い出した。

　小学生のとき、よくミルモに話していたことだ。

『きみさえいれば世界中を敵に回しても構わない。にゃーんて大事な人に言っちゃう登場人物とかいるっすよね。映画とかドラマとかに。

　あーしさ、あれはよくないと思うんだぁ。

　世界中敵だらけの人と一緒にいちまったら、絶対なんか悪いことが雨あられだよ。誰か大切な人がいるんだったら、みんなに好かれるような人になったほうが絶対いいっすよ。あ、でも、あーしは自分の好きな人以外からどう思われても全然気になんないよ。だから、なんて言うかミルモには教えちゃうぜ。

　……きみさえいれば世界中から無関心に思われても構わないっす！』

　あーしがこんな話をしたとき、ミルモはすごく真剣に頷うなずいてからにっこり微笑ほほえんでた。ミルモはこの話をずっと憶えててくれて、チキララにも話してたみたい。

　……きみさえいれば世界中から無関心に思われても構わないかぁ。

　恋愛なんてわからないお子ちゃまだったあーしは、強気でかっこよかったのう。

　あれれ？　あーしはいつから弱気になっちゃったんだろう。

　あーしはたんまりみたいにセクシーダイナマイツでもないし、チキララみたいにアジアンビューティーでもないし、ミルモみたいにラブリーエンジェルでもない。あーしはただのサマーバケーションボーイだもんなあ。

　昔の強気だったあーしに戻りたいな。小学生のときのあーしのように、好きな人以外からどう思われても気にしないあーしになってみたい！

　十勝くんみたいに心の赴くままに生きるべきっす。そうすればもっといい写真が撮れるあーしになれる気もするよ。

　心の赴くままに生きるためには、今一番したいことをするのだ。

　あーしの今一番したいことは……十勝くんとのチューでやんす。

　だって十勝くんはもうミルモともたんまりともキスしてる。チキララとはしてないけど、チキララの唇とはしてる。あーしだけしてないなんてズルイっすー！

　だから、あーしは十勝くんの顔を見て、一つ気合いを入れたのだ。

「うむにゅ！」


終わり
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あとがき




　ちょうど一年前の三月に一巻が刊行された神しん明めい解かいろーどぐらすも、この巻で完結になりました！

　一巻を執筆中は、夏の下校を考え、秋の下校も考え、冬の下校も考えたりしていたのですが、おいら自身も予想してなかった終わりを迎える物語になりました！

　もちろん、この終わり方においらは満足してます。




　おいらは、自分が書いているキャラクターに自分自身がときたま似てきます。

　あ、東ひがし神楽かぐらくんに似てきてるわけではないので、ご安心を！

　この一年間、おいらはよくべらんめえ口調で話す人間になっていました。

　最終巻執筆中は、一人ごともべらんめえ口調になりました。

　でも、もうべらんめえ口調の主人公ともこれでお別れです。

　きっと時間が経たつと、おいらからべらんめえ要素がなくなっていくと思います。

　北海道に住んでいるので、登場人物達の名前を日常生活の節々でこれからも見かけると思いますが、その都度懐かしく思い、しんみりとしてしまう……なんてことはまるでないハズです。多分ね。




　最後に謝辞を。

　児玉さんへ、本当に本当にご迷惑かけました。いろいろ問題発言、問題行為があるおいらですが、本当に性根を入れかえますのでこれからもよろしくお願いいたします！

　すばちさんへ、一年後、三年後、おいらがときにろーどぐらすを思い出すとき、そのときはストーリーやセリフではなく、すばちさんの描いた絵のキャラクター達の姿を思い出すと思います。ナイスな絵を沢山ありがとうございました！

　うちのオカンへ、小説が書けないといつもわけわからないことを喚き散らすおいらを優しく支えてくれてありがとう。オカンがろーどぐらすをじっくり読んで作ってくれた誤字脱字の正誤表と漢字変換統一表には、すげえ感謝してるよ。

　新しん札さつ幌ぽろの役者Ｒさんへ、ろーどぐらすは二人で一緒にああだこうだ言って、つくりましたね。Ｒさんがいてくれたおかげで、ろーどぐらすは格段にパワーアップしました。もいちょ！

　札幌の役者チキコさんとエレ様へ、ろーどぐらす朗読会ではお世話になりました。楽しかったですよ！　これからもヒガ作品朗読会への出席是非是非よろしくお願いします。

　最後に読者の皆様へ、よくぞここまでついてきてくれました。ありがとう!!　あなた様の存在を、一人の作家とそのオカンが札幌の片隅で大変に喜んでいます！

　次の小説で、また会えることを強く祈っちゃってますよ、おいらは。


二○一一年二月　　 比嘉智康











　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。

　　北海道札幌市在住。

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜優秀賞＞受賞。

　　主な著作は『ギャルゴ！！！！！』シリーズ。全６巻。




　　本シリーズを

　　五巻まで出版させてくださった編集部様に感謝。

　　ここまで読んで下さったあなた様に

　　ありがとうと叫びたい！




　イラスト

　すばち

　　今まで楽しく勉強させていただき本当にありがとうございました。またどこかで見かけたらよろしくお願いします。
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